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(
香
川
県
三
豊
市
)

=
一
豊
市
詫
間
町
生
里
で
三
月
九
日
、
豊
作
-

豊
漁
と
厄
払
い
を
祈
願
す
る
「
百
々
手
祭
」
が

行
わ
れ
た
。
千
年
以
上
前
の
平
安
時
代
か
ら
伝

わ
る
地
域
の
伝
統
行
事
(
県
指
定
無
形
民
族
文

化
財
)
で
、
地
元
の
若
者
七
人
が
神
事
の
後
、

古
式
の
伝
統
に
則
っ
た
持
(
か
み
し
も
)
姿
で
、

神
の
矢
千
筋
を
的
に
向
け
て
射
る
弓
射
儀
礼
を

行
っ
た
。
奮
の
到
来
を
告
げ
る
祭
り
が
行
わ
れ

た
同
地
域
は
、
浦
島
太
郎
の
生
ま
れ
た
伝
承
の

地
で
も
あ
り
、
伝
説
に
ち
な
ん
だ
地
名
や
遺
跡

が
各
所
に
残
る
。

三
豊
市
は
平
成
十
七
年
二
月
、
高
瀬
、
山
本
、

三
野
、
豊
中
、
詫
問
、
仁
尾
、
財
田
の
七
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
七
万
三
千
人
の
新
市
。

北
西
部
は
瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
荘
内
半
島
、

中
央
部
は
三
豊
平
野
、
南
東
部
は
徳
島
県
に
接

す
る
山
間
地
で
形
成
さ
れ
る
。
海
、
田
園
、
山

の
自
然
に
恵
ま
れ
、
ミ
カ
ン
、
茶
、
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
が
特
産
品
。
本
格
的
芯
少
子
高
齢
化
時
代
の

到
来
と
多
様
化
す
る
市
民
・
地
域
二

|
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ

る
地
域
内
分
権
の
推
進
に
よ
っ
て
、
新
市
の
あ

る
べ
き
姿
を
求
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

-
文
H
沢

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

荘内半島

(財)地域活性化センヲ一地域づくり編集
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和銅元年の発願
~奈良県政の諸課題への取り組み~

エE頁巻

荒井正吾• 奈良県知事

昨
年
五
月
の
知
事
就
任
以
来
ま
も
な
く

一
年
に
な
る
が
、
あ
ら
た

め
て
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

奈
良
県
に
お
い
て
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
「
財
政
健
全
化

を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
施
策
を
積
極
的
に
実
行
す
る
」
こ
と
を
県
政

を
進
め
る
上
で
の
基
本
姿
勢
と
し
、

「
課
題
か
ら
逃
げ
な
い
県
庁
」

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
は
妊
婦
救
急
搬
送
問
題
が
発
生
し
、
周
産
期
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
救
急
医
療
な
ど
、
地
域
医
療
提
供
体
制
の
充
実
が
喫
緊
の
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
「
奈
良
県
立
医
科
大
学
及
び
県
立
病
院
施
設
整
備
基

金」

を
創
設
し
、
今
後
の
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
医

療
資
源
の
効
率
的
な
活
用
な
ら
び
に
施
設
や
関
係
者
と
の
連
携

・
協

働
を
基
本
と
し
た
医
療
提
携
体
制
を
体
系
的
に
整
備
す
る
た
め
、
「
地

域
医
療
等
対
策
協
議
会
」
を
設
け
、
奈
良
県
の
あ
る
べ
き
医
療
提
供

体
制
を
検
討
し
、
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
奈
良
県
の
県
内
就
業
者
率
は
全
国
最
下
位
で
、
県
内
消
費

率
も
全
国
第
四
十
五
位
と
、
県
内
経
済
の
活
性
化
と
そ
れ
に
よ
る
県

財
政
の
健
全
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
目

標
と
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
の
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
奈
良
経

済
発
展
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
自
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
努
め
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
経
験
者
を
活
用
し
た
企

業
誘
致
活
動
や
、
企
業
立
地
促
進
補
助
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
な

ど
、
県
内
経
済
を
刺
激
を
す
る
行
動
を
展
開
し
、
県
内
で
の
消
費
を

増
や
す
た
め
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
奈
良
県
で
は
二
年
後
の
二
O
一
O
年
に
、
「
平
城
選
都

一
三

O
O
年
」
を
迎
え
る
。
県
で
は
「
平
城
遷
都

二
二

O
O
年
祭
」

と
し
て
、
「
日
本
の
歴
史
・
文
化
が
連
綿
と
続
い
た
こ
と
を

ク
祝
い
、

感
謝
す
る
。
と
と
も
に
;
日
本
の
は
じ
ま
り
奈
良
ψ

を
素
材
に
、
過
去
・

現
在
・
未
来
の
日
本
を

ク考
え
る
し
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。
平
城
宮
跡
は
国
営
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
記
念
祭
の
開
催
を

一
過
性
の
も
の
と

せ
ず
、
奈
良
県
全
体
が
国
際
的
な
歴
史
、
文
化
及
び
観
光
の
拠
点
と

し
て
発
展
し
、
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
奈
良
県
の
宿
泊
客
数
は
全
国
最
下
位
と
低
迷
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
「
泊
ま
る
奈
良
」
推
進
事
業
と
し
て
、
宿
泊
施
設
の

質

・
量
の
充
実
を
目
指
し
て
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
誘
致
や
長
期
滞
在
を

促
す
地
域
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
に
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

奈
良
県
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
消

費
者
お
よ
び
需
要
者
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
商
品
開
発
を
行
う
た

め
、
商
品
開
発
に
お
い
て
産
地
自
ら
が
進
め
て
い
る
創
意
工
夫
を
支

援
し
、
県
内
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
市
場
で
の
競
争
力
を

強
化
す
る
。
販
路
に
つ
い
て
も
既
存
の
も
の
に
加
え
、
新
た
な
需
要

先
の
開
拓
を
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
内
各
地
に
あ
る
農
産
物
直

売
所
間
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
チ
ェ
ー
ン
化
を
進
め
、

県
内
直
売
所
を
広
く
内
外
に

P
R
し
て
県
内
農
産
物
の
販
売
促
進
を

図
り
、
新
規
直
売
所
も
増
加
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に
も
福
祉
や
健
康
づ
く
り
、
安
全

・
安
心
・
快
適
な
地
域
づ

く
り
、
教
育
、
行
財
政
改
革
の
推
進
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

数
多
く
あ
る
が
、

一
つ
一
つ
の
課
題
に
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
対
応

し
、
市
町
村
は
も
と
よ
り
県
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連
携
・
協

働
を
図
り
、
政
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。

今
年
度
に
就
任
二
年
目
を
迎
え
る
が
、
県
民
の
安
全
と
安
心
を
追
求

し
、
県
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
県
政
を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
全
力

で
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

↓弘~匂2008・4月号



近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

現在の尚古集成館(旧集成館機械工場)
・鹿児島市 (p27)

五e:r-- 1O~'"晶

旧三菱大夕張鉄道駅舎と車両
・北海道 (p8)

明治時代に作られた土管が壁をおおう
土管坂 ・常滑市 (p18)

長崎市の「軍艦島j
・長崎市 (p28)



犬島精錬所跡地
・岡山市犬島 (p22) 織物の歴史を物語る旧機業場

・勝山市 (p16)

再生した工場での若者たちによるアート展示
・桐生市 (p12)

別子銅山の銅鉱石を貯蔵した東平貯鉱庫
.新居浜市 (p20)

勝山トンネルのワインカーブ(1日深沢トンネル)
.甲州市 (p14)



近
代
化
産
業
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
"
つ
く
り

φ

点
φ

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
る

「
星
座
式
」
ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
望

近
代
化
産
業
遺
産
を
地
域
資
源
と
し
て
支
援
ヘ

産
業
遺
産
へ
の
熱
い
ま
な
ざ
し

産
業
遺
産
を
文
化
財
と
し
て
再
評
価
す
る
動
き
は
、

一
九
九

O
年
か
ら
文
化
庁
の
主
唱
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
近

代
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
の
県
別
総
合
調
査
に
よ
っ
て

大
き
く
前
進
し
た
。
各
地
に
残
る
古
び
た
工
場
ゃ
う
ち
捨

て
ら
れ
た
よ
う
な
多
く
の
産
業
遺
産
を
、
日
本
の
近
代
化

・
を
先
導
し
た
遺
産
群
と
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
価
値
と
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
、
新

し
い
文
化
財
概
念
を
拡
げ
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、
近
年
で
は
こ
う
し
た
産
業
遺
産
を
迫
真
力
の

あ
る
美
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
動
き
ゃ
、
観
光
の
一

大
資
源
と
し
て
見
な
す
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
工
場
や
廃
嘘
を
被
写
体
と
し
た
写
真
集

・
D

V
D
の
発
行
が
相
次
い
で
い
る
。
工
場
に
関
し
て
は
、

『工

場
萌
え
』
(
石
井
哲

・
写
真
、
東
京
書
籍
、

二
O
O
七
年
)

や

『工
場
地
帯
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
』
(
か
さ
こ

・
著
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、

二
O
O
七
年
)
が
話
題
を
集
め
、

D

V
D
で
は

『工
場
萌
え
な
日
々
』
(二
O
O
六
年
)
、

「同

2
』
(二
O
O
七
年
)
、

「工
場
幻
想
曲
」
(二
O
O
六
年
)
、

『同
2
」
(二
O
O
七
年
)
な
ど
が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い

る
。
「
工
場
萌
え
」
は
、
そ
の
ま
ま
流
行
語
に
も
な
っ
て

い
る
。
廃
嘘

一
般
に
関
し
て
は
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
早
く
、

『廃

嘘
遊
技
」
(
小
林
伸

一
郎
・
著
、
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ

l
、

一
九
九
八
年
)
や
『廃
嘘
を
行
く
』
(
小
林
伸

一
郎
ほ
か
・著、

二
見
書
房
、

二
O
O
二
年)、

『廃
嘘
探
訪
』
(
中
田
薫
・
著
、

関
根
虎
洗
ほ
か

・
写
真
、

二
見
書
房
、

二
O
O
二
年
)
を

皮
切
り
に
、

『廃
嘘
本
」
(
写
真

・
中
筋
純
、
ミ
リ
オ
ン
出

版、

二
O
O
五
年
)
、

『同
2
』
(問、

二
O
O
七
年
)
な

ど
数
多
く
の
写
真
集
や

D
V
D
が
出
さ
れ
、
時
代
は
廃
嘘

ブ
l
ム
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
産
業
遺
産
を
観
光
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
産

• 西
村
幸
夫

東
大
大
学
院
教
綬

業
観
光
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
活
発
で
、
も
の
づ

く
り
の
本
場
で
あ
る
東
海
地
方
や
富
山
県
な
ど
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
仕
組
み
が
動
き
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
愛
知
県

で
は
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
、

二
O
O
一
年
の
産

業
観
光
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
産
業
観
光
推
進
宣
言
が

採
択
さ
れ
、
「
産
業
観
光
の
日
」
、
「
産
業
観
光
週
間
」
を

定
め
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
富
山
県
で
は
や
は
り
県
の
商
工
会
議

所
の
中
に
と
や
ま
産
業
観
光
推
進
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、

産
業
観
光
の
モ
デ
ル
ル

l
ト
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
の
動
き

が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
実
験
的
な
試
み
は
、
工
場
地
帯

を
抱
え
る
各
地
の
自
治
体
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
よ
る

近
代
化
産
業
遺
産
の
認
定

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
に
、
経
済
産
業
省
で
も
地
域

活
性
化
の

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
産
業
振
興
の

4 2008・4月号以 i-::匂
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み
な
ら
ず
、
産
業
の
過
去
に
も
目
を
向
け
た
近
代
化
産
業

遺
産
の
顕
彰
を
行
う
と
い
う
施
策
が
よ
う
や
く
と
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
従
来
、
将
来
ば
か
り
に
関
心
を
注

い
で
き
た
経
済
官
庁
が
、
過
去
に
ま
で
目
を
向
け
、
そ
こ

に
も
将
来
に
役
立

つ
資
産
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
前
、
同
省
経
済
産
業
政
策
局
ス
タ
ッ
フ
と
将
来
施
策

に
関
し
て
フ
ラ
ン
ク
な
議
論
を
交
換
し
て
い
た
時
、
私
は

こ
の
際
、
近
代
化
を
支
え
た
産
業
界
の
人
々
の
努
力
の
物

語
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
顕
彰
の
シ
ス
テ
ム
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
に
至
っ
た
。
文
化
財
だ
と
考
え
る

と
、
価
値
付
け
の
た
め
の
詳
細
な
比
較
検
討
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
必
要
な
の
は
背
後
に
あ
る
人

く
さ
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
て
、
単
体
と
し
て
の
モ
ノ
だ

ブドウ・ワインの輸送に利用した「祝橋J(山梨県甲州市)

け
で
は
な
い
。
加
工
の
た
め
の
初
期
の
機
械
や
最
終
的
な

製
品
第

一
号
な
ど
、
製
造
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
創
業

者
の
生
家
ま
で
も
含
め
た
、
血
と
汗
の
に
じ
む
物
語
こ
そ

大
切
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
こ
う
し
た
切
り
取
り
方
を

す
る
と
、
文
化
庁
と
は
異
な
る
経
済
産
業
省
の
立
場
も
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
議
論
が
土
台
と
な
っ
て
、
経
済
産
業
省
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
、

二
O
O
凶
年
四
月
に
産
業
遺
産
活

用
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
産
業
考
古
学

や
文
化
財
、
社
史
の
専
門
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
観
光
関

連
の
専
門
家
や
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
十
三
人
が

任
命
さ
れ
、
こ
と
の
成
り
行
き

t
、
私
が
座
長
を
務
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
近
代
化
産
業
遺
産
の
魅
力
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
選
び
出
す
作
業
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

作
業
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
各
地
の
行
政
団
体
お
よ
び

民
間
組
織
か
ら
先
人
の
歩
み
を
象
徴
す
る
近
代
化
産
業
遺

産
を
公
募
し
、
こ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
取
り
込
ん
で
魅
力

的
な
近
代
化
産
業
遺
産
の
物
語
を
掘
り
起
こ
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
を
委
員
会
に
お
い
て
一
つ

一
つ
吟
味
し
、
経
済
産

業
省
と
し
て
認
定
で
き
る
物
語
を
確
定
さ
せ
て
い
っ
た
。

取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
て
、
幕
末
か
ら
戦
前
ま
で
の
産

業
遺
産
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
建
造
物
は
も
と
よ
り
、
画

期
的
な
製
品
や
設
備
機
器
、
関
連
文
書
、
復
元
物
や
模
型

な
ど
も
対
象
と
す
る
こ
と
、
産
業
の
発
展
過
程
に
お
い
て

主
と
し
て
イ
ノ
ベ

l
テ
ィ
ブ
な
役
割
を
果
た
し
た
産
業
遺

産
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝

統
的
な
手
法
を
踏
襲
す
る
産
業
の
遺
産
は
、
原
則
と
し
て

取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

産
業
遺
産
活
用
委
員
会
の
議
論
で
は
当
初
、
日
本
の
産

業
近
代
化
の
全
貌
が
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
把
握
で
き
る
の
か

と
い
っ
た
疑
念
が
委
員
の
聞
に
漂
っ
て
い
る
感
も
な
く
は

現存する日本最大級の登窯 (安知県常滑市)

な
か
っ
た
が
、
次
第
に
物
語
の
広
が
り
と
而
白
さ
に
委
員

の
メ
ン
バ
ー
が
強
く
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
ム

1
ド
と
な

り
、
最
後
は
「
よ
く
や
っ
た
」
と
言
っ
た
充
実
感
が
委
員

会
の
雰
囲
気
を
支
配
し
て
い
た
。

議
論
の
結
果
、

三
十
三
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
近
代
化
産

業
遺
産
が
紡
ぎ
出
す
先
人
た
ち
の
物
語
」
と
し
て
選
び
出

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

一
覧
を
表

1
(
※
次
ペ

l
ジ
)
に

示
す
。
こ
れ
は
日
本
が
独
立
国
と
し
て
産
業
構
造
の
発
展
、

地
域
の
自
立
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
続
け
て
き

た
こ
と
の
意
義
を
全
国
的
な
視
点
で
評
価
し
よ
う
と
す
る

代
表
例
と
し
て
、
後
世
に
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

二
O
O
七
年
十

一
月
三
十
日
、
横
浜

・
新
港
埠
頭
の
再

生
さ
れ
た
赤
煉
瓦
倉
庫
で
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
認
定
式

が
開
催
さ
れ
た
。
認
定
証
と
認
定
の
プ
レ
ー
ト
は
甘
利
明

経
済
産
業
大
臣
か
ら
直
々
に
授
与
さ
れ
た
。
全
国
各
地
か

弘主6・ω2008・4月号5 
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近
代
産
業
発
展
の
物
語
群
選
定
と

新
た
芯
地
域
資
源
の
誕
生

な
ニ

l
ズ
に
挑
み
続
け
た
福
井
県
な
ど
の
織
物
工
業
の
歩

み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
な
ど
の
よ
う
に
、
対

象
と
な
る
産
業
や
地
域
に
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら

れ
、
先
人
た
ち
の
努
力
の
跡
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
代
化
草
創
期
の
四
つ
の
物
語
、
す
な
わ
ち

「『
近
代
技
術
導
入
事
始
め
』
海
防
を
目
的
と
し
た
近
代
業

明
期
の
技
術
導
入
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産

群
」
「
欧
米
諸
国
に
比
肩
す
る
近
代
造
船
業
成
長
の
歩
み

を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
「
鉄
鋼
の
国
産
化
へ
向

け
た
近
代
製
鉄
業
発
展
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺

産
群
」
、
そ
し
て
「
建
造
物
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
赤
煉

瓦
生
産
な
ど
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
は
、

全
国
に
広
が
る
近
代
化
の
努
力
の
足
跡
を
示
す
も
の
で
あ

ら
自
治
体
の
首
長
や
メ
ー
カ
ー
の
社
長
や
工
場
長
が
多
数

出
席
し
、
華
々
し
い
認
定
証
交
付
式
に
な
っ
た
。

こ
の
試
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
近
代
化
を
支
え
た
日

本
の
産
業
遺
産
を
個
別
単
体
で
は
な
く
、
先
人
た
ち
の
努

力
の
物
語
で
あ
る
と
と
ら
え
、
物
語
群
を
選
ん
で
い
る

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
我
が
国
の
近
代
化
を
支
え
た
北

海
道
産
炭
地
域
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

「
激
し
い
産
地
問
競
争
等
を
通
じ
近
代
産
業
へ
と
発
展
し

た
利
根
川
流
域
等
の
醸
造
業
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産

業
遺
産
群
」
、
さ
ら
に
は
「
『羽
二
重
か
ら
人
絹
へ
』
新
た

33近代化産業遺産欝に係るストーリー及び織成遺産

番
ヲイトル

号

1 『近代技術導入事始め』海防を目的とした近代繋明期の筏術導入の歩みを物語る近代化産業遺産群

2 欧米路固に比肩する近代造船業成長の歩みを物語る近代化産業遺産群

3 鉄鋼の国産化に向けた近代製鉄業発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

4 建造物の近代化に貢献した赤煉瓦生産などの歩みを物語る近代化産業遺産群

5 外貨獲得と近代日本の国際化に貢献した観光産業草創期の歩みを物語る近代化産業遺産群

6 我が国の近代化を支えた北海道産炭地織の歩みを物語る近代化産業遺産群

7 北海道における近代農業、食品加工業などの発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

8 洋紙の国内自給を目指し北海道へと展開した製紙業の歩みを物語る近代化産業遺産群

9 有数の金属供給源として近代化に貢献した東北地方の鉱業の歩みを物語る近代化産業遺産群

10 京浜工業地帯の重工業化と地域の経済発展を支えた常磐地域の鉱工業の歩みを物語る近代化産業遺産群

11 新潟など関東甲信越地域で始まった我が園近代石，由産業の歩みを物語る近代化産業遺産群

12 銅輪出などによる近代化への貢献と公害対策への取組みに見る足尾銅山の歩みを物語る近代化産業遺産群

13 『上州から信州そして全国へ』近代製糸業発展の歩みを物語る富岡製糸場などの近代化産業遺産群

14 『貿易立国の原点』横浜港発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

15 優れた生産体制等により支えられる両毛地域の絹織物業の歩みを物語る近代化産業遺産群

16 激しい産地問競争等を通じ近代産業へと発展した利根川流域等の醸造業の歩みを物語る近代化産業遺産群

17 『重工業化のフロントランナー』京浜工業地帯発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

18 官民の努力により結実した関東甲信越地域などにおけるワイン製造業の歩みを物語る近代化産業遺産群

19 近代技術による増産を達成し裁が国近代化に貢献した佐渡、鯛生両鉱山の歩みを物語る近代化産業遺産群

20 近鰻の経済や中部のモノづくりを支えた中部山岳地織の電源開発の歩みを物語る近代化産業遺産群

21 我が国モノづくりの中核を担い続ける中部地域の繊維工業 ・機械工業の歩みを物語る近代化産業遺産群

22 『羽二重から人絹へ』新たなニーズに挑み続けた福井県などの織物工業の歩みを物語る近代化産業遺産群

23 輸出製品開発や圏内需要拡大による中部、近銀、山陰の窯業近代化の歩みを物語る近代化産業遺産群

24 京都における産業の近代化の歩みを物語る琵琶湖疏水などの近代化産業遺産群

25 我が国鉱業近代化のモデルとなった生野鉱山などにおける鉱輩の歩みを物語る近代化産業遺産群

26 『軽工業から重工業へ・河岸部から臨海部へ』販神工業地帯発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

27 商業貿易港として発展し続ける神戸港の歩みを物語る近代化産業遺産群

28 日本酒製造業の近代化を牽引した灘伏見等の醸造業の歩みを物語る近代化産業遺産群

29 『東洋のマンチェスヲー』大阪と西日本各地における綿産業発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

30 地域と様々な関わりを持ちながら我が国の鋼生産を支えた瀬戸内の銅山の歩みを物語る近代化産業遺産群

31 産炭地域の特性に応じた近代技術の導入など九州・ 山口の石炭産業発展の歩みを物語る近代化産業遺産群

32 九州南部における産業創出とこれを支えた電源開発 ・物資輸送の歩みを物語る近代化産業遺産群

33 近代の沖縄経済に貰献した W2つの黒いダイヤ』製精、石炭両産業の歩みを物語る近代化産業遺産群

地域活性化に役立つ近代化産業遺産33の物語表 1
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2008・4月号以届也

り
、
技
術
史
上
、
貴
重
な
遺
産
で
も
あ
る
。

挙
げ
ら
れ
た
構
成
資
産
も
、
必
ず
し
も
文
化
財
的
な
価

値
を
有
す
る
も
の
で
な
く
と
も
よ
い
。
た
と
え
、
後
の
改

造
や
変
更
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
物
語
の
重
要
性
に
は
変

わ
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
不
動
産
だ
け
で
な
く
、
「
京

都
に
お
け
る
産
業
の
近
代
化
の
歩
み
を
物
語
る
琵
琶
湖
疎

水
な
ど
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
を
例
に
採
る
と
、
琵
琶

湖
疎
水
の
水
車
(
琵
琶
湖
疎
水
記
念
館
所
蔵
)
や
疎
水
を

用
い
た
発
電
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
紡
績
工
場
の
中
に
据

え
ら
れ
た
木
製
の
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
(
西
陣
織
会
館
内
所
蔵
)

な
ど
の
よ
う
な
機
器
類
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
単
体
の
構
成
資
産
は
、
合
計
五
百
七
十
五
件
に

達
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
に
は
、

「
近
代
化
産
業
遺

産
平
成
十
九
年
度
経
済
産
業
省
」
と
書
か
れ
た
ス
チ
ー

ル
製
の
立
派
な
プ
レ
ー
ト
が
贈
ら
れ
た
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
プ
レ
ー
ト
が
外
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
据
え
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
折
り
に
は
、
こ
れ
ら
プ
レ
ー
ト
板
を
あ

た
か
も
巡
礼
の
よ
う
に
め
ぐ
る
産
業
観
光
の
個
人
客
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、

O
七
年
四
月
に
成
立
し
た
中
小
企
業
地
域
資
源
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活
用
促
進
法
に
お
い
て
、
地
域
の
強
み
と
な
る
特
産
品
な

ど
と
並
ん
で
、
近
代
化
産
業
遺
産
が
地
域
の
観
光
資
源
と

し
て
認
知
さ
れ
、
そ
の
活
用
の
た
め
に
予
算
、
金
融
、
税

制
面
お
よ
び
人
材
面
で
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
仕
組
み

が
前
進
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
お
け
る
地
域
資
源
と
し
て
、

同
省
が
認
定
し
た
近
代
化
産
業
遺
産
が
含
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
多
方
面
の
支
援
が
可
能
と
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。近

代
化
に
寄
与
し
た

先
人
の
ド
ラ
マ
に
思
い
を
は
せ
る

従
来
、
産
業
遺
産
と
言
う
と
、
古
い
機
械
類
を
納
め
る

巨
大
な
構
造
物
と
い
っ
た
印
象
が
強
く
、
見
た
目
も
油
と

ほ
こ
り
に
ま
み
れ
て
い
る
よ
う
で
、
他
の
文
化
遺
産
の
よ

う
な
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り
に
く
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
単
体
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
物
語
を
支

テーマパークのマイントピア別子・端出場ソーン (愛媛県新居浜市)

(UCロ印件。

-E己
0
5
。
ご
E
C
2
1
ω
一
一
己
主

q
E
g
z
g
が
使

わ
れ
て
い
る
。
n
o
D
2
0
-
E己
。
ロ
と
は
耳
慣
れ
な
い
単
語

で
あ
る
が
、
辞
書
を
引
く
と
こ
の
言
葉
に
は
「
群
」
と
い

う
意
味
も
あ
る
が
、
筆
頭
の
訳
語
は
「
星
座
」
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
考
え
て
み
る
と
星
座
も
単
に
星
の
集
合
を

漫
然
と
見
て
い
る
だ
け
で
は
意
味
の
あ
る
集
ま
り
に
は
見
え

て
こ
な
い
が
、
そ
の
背
後
に
神
話
と
い

う
物
語
が
あ
る
と
思
っ
て
見
る
と
、
偶

然
に
見
え
る
星
の
配
置
に
意
味
が
見
え

て
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

各
地
に
散
ら
ば
る
産
業
遺
産
も
、
そ

れ
だ
け
で
は
単
な
る
無
用
の
長
物
か
、

極
端
な
場
合
に
は
産
業
廃
棄
物
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
背
後
に
人
の
思
い
の
込
も
っ

た
物
語
を
見
い
だ
す
と
、
俄
然
意
味
の

あ
る
ま
と
ま
り
と
見
え
て
く
る
。

物
語
が

一
見
、
無
秩
序
に
配
置
さ
れ

た
星
々
を
「
星
座
」
に
仕
立
て
上
げ
る

の
だ
。
こ
れ
は
言

っ
て
み
れ
ば
、
点
か

ら
線
、
そ
し
て
面
へ
と
手
間
を
か
け
る

の
と
は
別
の
、
点
を
そ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
星

座
式
」
ま
ち
づ
く
り
だ
と
言
う
こ
と
も

で
き
そ
う
で
あ
る
。

え
る
構
成
要
素
と
と
ら
え
直
し
て
み
る
と
、
か
つ
て
の
技

術
者
た
ち
の
汗
と
涙
の
結
晶
の

一
つ
一
つ
の
要
素
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
の
ド
ラ
マ
に
思
い
を
は
せ
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
。

考
え
て
み
る
と
、
日
本
は
工
業
国
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
産
業
遺
産
は
世
界
に
も
ア
ピ
ー
ル

す
る
日
本
の
独
自
の
遺
産
で
あ
る
と

も
言
え
る
の
だ
。

さ
ら
に
言
う
と
、
日
本
は
非
西
洋

世
界
で
初
め
て
近
代
化
を
成
し
遂
げ

た
国
で
あ
り
、
そ
の
近
代
化
も
単
な

る
西
散
の
移
植
で
は
な
く
、
日
本
の

風
土
や
伝
統
に
合
致
し
た
改
善
を
日

本
人
の
手
に
よ
っ
て
施
し
た
工
夫
の

た
ま
も
の
と
し
て
の
近
代
化
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
日
本
の
近

代
化
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
非
西
洋
世
界
全
体
に
と
っ
て
も

貴
重
な
経
験
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
明
示

す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

そ
れ
が
、
と
り
た
て
て
特
別
な
文

化
の
香
り
高
い
観
光
地
に
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
工
場

地
帯
や
臨
海
部
に
存
在
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
身
の
回
り
の
環
境
を
見
る
目
も

変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

面
白
い
こ
と
に
、
経
済
産
業
省

が
今
回
作
成
し
た

『
近
代
化
産
業

遺
産
群
お
』
と
銘
打
っ
た

一
連
の

冊
子
に
は
、
「
近
代
化
産
業
遺
産

群
」
の
英
訳
と
し
て
固
め
三
g
m
o

長崎市の「軍艦島j

(注
)
「と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」

(
m
-
お
側
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
・

2
0
0
8
・1
)
に
寄
稿
し
た
文
章
と

一
部
重

比~匂

複
し
て
い
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。
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近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

特

集

1 

北
海
道
空
知
地
域

炭
鉱
地
域
全
体
を

一
つ
の
公
園
に
見
立
て
て
再
生
ヘ

官
民
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
申つ
く
り

わ
が
国
の
経
済
発
展
を
支
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

遺
産
を
地
域
資
源
と
し
て
見
直
し
、

「
い
ま
」
と
い
う
時

代
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
活
動
が
近
年
、
各
地
で
始

っ
て
い

る
。
こ
の
動
き
を

一
層
加
速
す
る
も
の
と
し
て
地
域
が
期

待
し
て
い
る
の
が
、
経
済
産
業
省
の

「
近
代
化
産
業
遺
産」

の
認
定
だ
。

全
国
コ一
十
三
ス
ト
ー
リ
ー
の
う
ち
、
北
海
道
は
、

三
ス

ト
ー
リ
ー
で
多
く
の
産
業
遺
産
群
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
稿
で
は

「
北
海
道
産
炭
地
域
の
歩
み
」
と
し
て
構
築

さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
、
「
空
知
地
域
」
に
焦
点
を

絞
っ
て
紹
介
し
た
い
。

・'
¥
炭
鉱
閉
山
に
よ
る
荒
廃
と

F
f
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
の
必
要
性

同
地
域
は
、
北
海
道
の
中
央
部
よ
り
や
や
西
方
に
位
置

す
る
、
東
西
約
七
十
キ
ロ
、
南
北
百
八
十
キ

ロ
の
広
大
な

内
陸
地
帯
で
あ
る
。
十
市
十
五
町
で
構
成
さ
れ
、
東
京
都

の
約
三
倍
、
ほ
ほ
島
根
県
に
匹
敵
す
る
広
さ
に
な
る
。

空
知
の
炭
鉱
は

一
八
七
八
年
(
明
治
十

一
年
)
、
現
在
の

三
笠
市
で
官
営
幌
内
炭
鉱
の
開
坑
に
着
手
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
六

0
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

北
海
道
空
知
支
庁
地
域
振
興
部
地
域
政
策
課
長

石
川
政
宣

• 

革
命
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
北
海
道
開
拓
や
日
本
経
済
の

成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
空
知
の
石
炭
は
、
そ
の
地三菱美唄炭鉱竪坑櫓

8 

位
を
急
激
に
失
っ
て
い

っ
た
。
炭
鉱
の
閉
山
に
よ
る
影
響

は
す
さ
ま
じ
く
、
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

っ
た
炭
鉱
関
連

施
設
も
撤
去
や
荒
廃
が
進
む

一
方
で
、
最
盛
期
に
八
十
万

人
を
超
え
て
い
た
人
口
は
約
三
十
五
万
人
ま
で
減
少
し
、

地
域
の
経
済
社
会
に
多
く
の
課
題
を
残
す
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

「
石
炭
と
と
も
に
歩
ん
だ
空

知
の
歴
史
は
、
こ
の
ま
ま
古
い
世
紀
と
と
も
に
忘
れ
去
ら

れ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
「
何
と
か
し
て
、
地
域
の
将
来

を
担
う
次
の
世
代
の
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
け
な
い
か
」

と
の
思
い
が
広
が
っ
た
。
当
時
、
北
海
道
の
施
策
と
し
て
、

各
地
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
や
固
有

の
謀
題
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
な
ど
、
地
域
に
根
差

し
た
事
業
を
地
域
が
自
ら
企
画

・
立
案

・
実
施
す
る
制
度

が
あ

っ
た
。

司
、
住
民
が
参
加
し
た

F
f
「
炭
鉱
の
記
憶
」
の
魅
力
復
活

道
の
十
問
あ
る
総
合
出
先
機
関
の

一
つ
で
あ
る
空
知
支

庁
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

一
九
九
八
年

(
平
成
十
年
)

度
に

「
そ
ら
ち
・
炭
鉱

(や
ま
)
の
記
憶
発
掘
事
業
」

を

立
案
。
そ
れ
以
来
、
地
域
の
思
い
が
具
体
的
な
形
で
根
付

く
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

ま
ず
、
炭
鉱
関
連
の
施
設
や
機
械
は
も
と
よ
り
、
炭
鉱

で
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
食
文
化
な
ど
を
今
日
め
、

「
そ

ら
ち

・
炭
鉱
の
記
憶
」
と
し
て
位
置
付
け
、

一
般
か
ら
の

公
募
な
ど
を
通
じ
て
発
掘

・
調
査
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
行
な
っ
た
。
次
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
発
的
な
保

全

・
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
産
炭

地
域
市
町
の
協
力
の
下
、
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
そ
ら
ち

・
炭
鉱
の
記
憶
再
生
塾
」
を
各
地
に

設
立
し
た
。

地
域
の
中
に
は
、
「
負
の
遺
産
と
し
て
忘
れ
て
し
ま
い
た

い
」「
汚
い
」
「
危
険
だ
」
と
言
っ

た
声
も
あ
り
、
設
立
当

2008・4月号以~匂



近代化産業遺産を活かしたまちづくり特集

初
は
何
を
ど
う
進
め
て
い
い
の
か
、
手
探
り
の
出
発
で
あ
っ

た
。
コ
l
デ
イ
ネ

l
ト
役
の
学
識
経
験
者
の
協
力
の
下
、

何
度
も
地
域
を
訪
れ
、
身
近
な
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
も
う
と
働
き
か
け
、
少
し
ず
つ
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。

最
初
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
炭
鉱
ま
ち
の
こ
と
を
話
し
合
っ

た
り
、
元
炭
鉱
夫
の
話
を
聞
く
な
ど
の
活
動
か
ら
、
自
分

た
ち
で
炭
鉱
遺
産
の
修
復
・
整
備
を
行
な
い
、
ア
ー
ト
展
、

写
真
展
、
廃
繰
に
ろ
う
そ
く
の
灯
を
と
も
す
活
動
へ
発
展

す
る
な
ど
、
保
全
か
ら
活
用
に
重
点
が
置
か
れ
、
パ
ス
ツ

ア
l
で
訪
れ
る
人
た
ち
の
ガ
イ
ド
な
ど
を
通
し
て
「
炭
鉱

の
記
憶
」
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

-E
¥
「
北
海
道
遺
産
」
の
認
定
と

F
f
住
民
活
動
の
広
が
り

こ
の
よ
う
に
産
炭
地
域
市
町
や
活
動
団
体
と
共
に
、
炭

鉱
の
記
憶
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

一
歩

一
歩
進
め
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、

二
O
O
一
年
(
同
十
三
年
)
に
「
空
知

の
炭
鉱
関
連
施
設
と
生
活
文
化
」
が

『北
海
道
遺
産
」
に

認
定
さ
れ
、
旅
行
会
社
に
よ
る
ツ
ア
ー
が
商
品
化
さ
れ
た
。

ま
た
、

O
三
年
(
同
十
五
年
)
に
は
赤
平
市
に
お
い
て
「
国北炭幌内炭鉱変電所

際
鉱
山
ヒ
ス
ト
リ
ー
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
海
外
か
ら
の

四
十
三
人
の
参
加
者
を
含
む
百
四
十
二
人
の
専
門
家
が
出

席
し
、
会
議
は
成
功
を
収
め
た
。

さ
ら
に
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)
に
は
、
炭
鉱
の
記
憶

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
や
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
日

的
と
し
た

N
P
O
法
人
や
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
設
立
、
産
炭

地
域
の
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な

っ
て
自
主
的
に
企
画

・

運
営
し
た
広
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
活
動
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
空
知
地
域
は
夕
張
市
の
財
政
再
建
団

体
入
り
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
的
・
社
会
的
に
か

つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
今
ま
さ

に
、
地
域
の
再
生
と
自
立
化
に
向
け
た
現
実
的
な
戦
略
と

行
動
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

唱
、
「
空
知
l
B
A
」
の
構
築
・
実
践
に
よ
る

F
f
地
域
再
生
の
取
り
組
み

当
支
庁
で
は
、
空
知
地
域
と
同
様
、
か
つ
て
石
炭
鉱
業

や
重
工
業
な
ど
で
栄
え
、
そ
の
後
の
産
業
構
造
の
転
換
に

よ
り
疲
弊
し
た
ド
イ
ツ
・
ル

l
ル
地
方
が
、
行
政
・
企
業
・

市
民
の
三
者
が
協
力
し
、
地
域
の
再
生
を
図
っ
た
「

I
B

A
(国
際
建
築
展
覧
会
)
エ
ム
シ
ャ

l
パ
l
ク
構
想
」
の

手
法
を
参
考
に
、
O
七
年
(
同
十
九
年
)
度
か
ら
二
カ
年

か
け
て
、
民
間
主
導
に
よ
る
自
立
化
を
促
進
す
る
た
め
の

活
性
化
策
の
検
討
を
始
め
た
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
六
人
の
学
識
経
験
者
を
構
成
員

と
す
る
「
活
性
化
戦
略
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
下
に
、
民
間
活
動
団
体
や
関
係
市
町
職
員
を
構
成
員

と
す
る
二
つ
の
「
調
査
会
議
(
「
炭
鉱
の
記
憶
」
や
地
域

資
源
の
多
角
的
な
活
用
方
策
を
検
討
す
る
調
査
会
議
、
広

域
景
観
を
活
用
し
た
振
興
方
策
を
検
討
す
る
調
査
会
議
)
」

を
設
置
し
た
。

北海道旅客鉄道側岩見沢レールセンター北海道炭破鉄道岩見沢工場現

新
た
な
行
政
投
資
が
難
し
く
、
高
齢
化
の
進
行
や
当
時

の
炭
鉱
を
知
る
人
の
減
少
と
い
っ
た
時
間
的
制
約
が
あ
る

中
で
、
大
規
模
な
公
的
資
金
を
投
入
し
た
ド
イ
ツ
の
手
法

を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、

炭
鉱
の
記
憶
を
地
域
固
有
の
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
空
知

地
域
全
体
を

一
つ
の
公
国
と
見
立
て
、
「
選
択
と
集
中
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
空
知
な
ら
で
は

の
「
空
知

I
B
A
」
を
構
築
・
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

か
つ
て
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
地
域
か
ら
、
地
域
再
生

の
モ
デ
ル
地
域
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

今
回
、
「
炭
鉱
の
記
憶
」
の
い
く
つ
か
が

「近
代
化
産

業
遺
産
」
の
認
定
を
受
け
、
そ
の
価
値
が
改
め
て
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に

一
層
弾
み

が
付
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

弘主~ω2008・4月号9 
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近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

福
島
県
い
わ
き
市

集

特

いわきヘリテージ・ツーリズム協議会の構成

2 

企画実施の碕毘

1，観光旅行業者

2，宿泊・飲食施設

O誘客推進
0';; リZムコ スの設定

O料金の設定

2008・4月号

鯛査研究の依頼

1，観光旅行業者

2，近代化産業遺産
O学者・研究家
O技術者
01日従事者~経営者 へリテージツーリズム

労働者 悩磁会

工 事務局 (事務所の確保)

2，企画 (広報宣伝マ yプ リストア yプ)

3，巡検の実施 (常磐炭田史研究会と帯同)
4，ボランティアの育成(リーターの確保)

5，保存の働きかけ
O収支予算書
0交付金の調査 ・研究
O人材の確保
Oへリテージ基金の創設

常
磐
炭
田
遺
産
の
保
存
と
観
光
と
の
連
動

官
民
協
働
に
よ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
申
つ
く
り

ヘリテージ一一一一一一情緒の提供一一一一一→ツーリズム

(遺産} 観光線行者の招致 (観光旅行}

半脳・ω

い
わ
き
へ
リ
テ
l
ジ
・
ツ
ー
リ
ス
ム
協
議
会

里
見
庫
男

会
長

• 

わ
が
国
で
戦
後
、
順
調
に
回
復
し
て
き
た
産
業
の
一
つ
に
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
が
あ
る
。
第

一
次
産
業
が
衰
退
し
て
い
く

中
で
、
成
長
期
の
ツ

l
リ
ズ
ム
(
観
光
産
業
)
の
主
流
を

成
し
て
い
た
旅
行
業
や
宿
泊
業
、
交
通
業
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
に
ま
で
市
場
を
広
げ
、
集
客
型
、
宿
泊
宴
会
型
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
を
中
心
軸
に
置
い
て
、
発
地
型
ツ
l
リ
ズ
ム

と
し
て
業
績
を
増
幅
さ
せ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
と
と
も
に
、
観
光
産
業
は
大
き
く
変
容
し
た
。

円
(

ツ

l
リ
ズ
ム
の
多
様
化
・
ア
イ
テ
ム
化

こ
こ
で
は
、

者
が
交
流
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
き
た
。

最
近
の
旅
行
形
態
は
多
様
化
し
て
い
る
。
自
然
保
護
を

体
験
す
る
エ
コ
ツ
ア

l
、
近
代
化
産
業
遺
産
を
巡
る
ヘ
リ

テ
l
ジ
ツ
l
リ
ズ
ム
、
農

・
山
・
漁
村
体
験
の
グ
リ
ー
ン

ツ
l
リ
ズ
ム
、
温
泉
・ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
柱
と
し
た
ウ
エ

ル
ネ
ス
ツ
l
リ
ズ
ム
な
ど
、
観
光
の
目
的
に
応
じ
た
ア
イ

図 t

て
ら
れ
て
き
た
家
屋
建
築
物
や
土
木
建
造
物
。
さ
ら
に
近

代
化
を
促
進
し
て
き
た
産
業
の
動
力
源
と
し
て
の
石
炭
産

業
な
ど
の
遺
物
が
現
存
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
近
代
化
産

業
遺
産
を
巡
る
ツ

l
リ
ズ
ム
が
、

最
近
の
旅
行
企
画
の
中

で
、
新
規
に
参
入
し
つ
つ
あ
る
。

福
島
県
い
わ
き
地
方
で
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
石
炭

産
業
が
地
場
産
業
と
し
て
栄
え
、
閉
山
後
も
そ
れ
ら
の
遺

産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
六

0
年
代
以
降
、

そ
の
数
は
急
激
に
減
少
し
て
い

っ
た
。
近
年
、
か
つ
て
隆

盛
を
極
め
た
炭
鉱
の
遺
産
を
保
存
し
、
そ
れ
を
観
光
と
連

動
さ
せ
よ
う
と
す
る
市
民
団
体
が
発
足
し
た
。

常
磐
炭
田
の
閉
山
か
ら
三
十
年
、
百
二
十
五
年
間
に
わ

た
り
常
磐
地
方
で
地
域
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
石

炭
産
業
遺
産
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
正

確
に
記
録
を
残
す
団
体
と
し
て
、

二
O
O
三
年
(
平
成

十
五
年
)
六
月
に
「
常
磐
炭
田
史
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ

た
。
機
関
誌
「
常
磐
炭
田
史
研
究
会
」
四
巻
、
「
写
真
で

テ
ム
に
分
化
し
て
い
る
。

司
、
ヘ
リ
テ
l
ジ
ツ
l
リ
ズ
ム
の
霊
場
と

，f
遺
産
保
存
団
体
の
設
立

わ
が
国
で
は
明
治
以
降
、
欧
米
諸
国
の
技
術
や
文
化
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
も

の
づ
く
り
国
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
歴
史
的

事
実
は
、
そ
の
時
代
の

近
代
化
産
業
遺
産
が
各

地
に
残
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
か
っ
て
の
そ
の
地
域

の
繁
栄
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
十
年
間
に
変
容
し
、
多
様
化

し
た
ツ
l
リ
ズ
ム
を
把
握
す
る
た
め
に
、
新
し
い

旅
行
形
態
で
あ
る

「
ヘ
リ
テ

l
ジ

(遺
産
)

ツ
l

リ
ズ
ム
」
を
例
と
し
て
、
そ
の
あ
り
方
を
探
り
、

も

っ
て
滞
在
型
観
光
を
中
心
と
し
た
交
流
人
口
の

増
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
ツ

l
リ
ズ
ム
は
、
発
地
型
か
ら
着
地
型

へ
と
大
き
く
変
わ

っ
た
。
地
域
の
観
光
資
源
(
宝

物
)
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
求
め
て
体
験

・
学
習

す
る
ツ

l
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
着
地
し
た
地
域
の

宝
物
を
探
し
、
発
見
し
、
そ
の
宝
物
を
地
域
住
民

が
磨
き
、
そ
れ
を
中
心
に
地
域
住
民
と
観
光
旅
行

常磐炭破住吉一坑旧万石写真 1

明
治
、
大
正
、
昭
和

と
、
時
代
の
最
新
の
技

術
を
導
入
し
な
が
ら
建



近代化産業遺産を活かしたまちづくり特集

見
る
常
磐
炭
田
の
歴
史
」
の
発
刊
、
「
常
磐
炭
田
写
真
展
」

を
開
催
し
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)
に
は
「
常
磐
炭
破
・
オ
ー

ル
常
磐
野
球
部
史
」
を
発
刊
し
た
。

常
磐
炭
破
の
歴
史
に
注
目
し
、
市
民
に
そ
の
記
録
を
示

し
た
点
で
成
果
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
同
年

一
月
「
い
わ
き

ヘ
リ
テ

l
ジ
・
ツ

l
リ
ズ
ム
協
議
会
」
を
設
立
し
、
炭
田

の
近
代
化
産
業
遺
産
や
四
倉
・
八
茎
銅
山
跡
、
小
名
浜
や

平
の
ま
ち
な
か
近
代
化
遺
産
を
実
験
ツ

l
リ
ズ
ム
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
い
わ
き
ヘ
リ
テ

l
ジ

・
ツ
l
リ
ズ

ム
協
議
会
を
卓
上
図
に
す
る
と
、
図
ー
の
よ
う
に
な
る
。

円
(
実
験
ツ

i
リ
ズ
ム
の
成
果
と
課
題

い
わ
き
ヘ
リ
テ

l
ジ
・
ツ

l
リ
ズ
ム
協
議
会
で
行
っ
た

実
験
ツ

l
リ
ズ
ム
を
報
告
し
、
成
果
と
課
題
を
述
べ
る
。

{
八
茎
銅
山
跡
と
磐
城
三
薬
師
め
ぐ
り
}

O
七
年
(
同
十
九
年
)

二
月
に
八
茎
銅
山
跡
、
八
茎
寺
、

薬
王
寺
、
波
立
寺
、
長
友
の
古
代
官
道
跡
を
見
学
す
る
コ
ー

ス
で
実
施
し
た
。
参
加
者
は
六
十
四
人
だ
っ
た
。
室
町
時

代
に
発
見
さ
れ
、
江
戸
時
代
は
平
藩
主
内
藤
家
の
保
護
を

受
け
、
明
治
中
期
に
最
盛
期
を
迎
え
た
八
茎
銅
山
の
坑
口
、

カ
ラ
ミ
れ
ん
が
倉
庫
群
、
分
校
跡
、
集
落
跡
、
銅
山
神
社

を
見
学
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
の
銅
山
復
原
絵
図
看
板
を

設
置
す
る
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
の
後
「
四
倉
ふ
れ
あ
い

市
民
会
議
」
の
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
協
議
し
、
合
同

で
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

{
内
郷
地
区
の
炭
鉱
遺
産
巡
り
}

O
七
年
(
同
十
九
年
)
四
月
に
内
郷
宮
町
旧
住
吉
炭
臓

選
炭
場
跡
(
グ
ラ
ビ
ア
に
写
真
)
、
扇
風
機
上
屋
跡
周
辺
、

万
石
(
写
真

1
)
、
み
ろ
く
沢
炭
鉱
資
料
館
を
見
学
し
た
。

参
加
者
は
五
十
人
だ

っ
た
。
旧
住
吉
炭
械
は
石
炭
産
業
発

祥
の
地
、
内
郷
で

一
九
六

0
年
代
ま
で
操
業
し
て
い
た
。

個
人
経
営
の
炭
積
資
料
館
や
内
郷
病
院
跡
(
写
真
2
)
も

見
学
し
、
炭
鉱
遺
産
を
身
近
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

{
港
町
小
名
浜
の
街
並
み
を
歩
く
}

O
七
年
(
同
十
九
年
)
六
月
に
小
名
浜
古
湊
地
区
を
中

し
ろ
だ
す
き
た
い

心
に
、

富
ケ
浦
公
園
の
白
樺
隊
の
碑
、
浄
光
院
の
海
灘

の
碑
、
小
名
浜
み
な
と
ま
ち
資
料
館
、
古
湊
地
区
の
「
う

だ
つ
」
な
ど
を
見
学
し
た
。
参
加
者
は
四
十
二
人
で
あ
っ

た
。
漁
家
の
「
う
だ
つ
」
の
あ
る
家
屋
と
カ
ツ
オ
の
食
文

化
以
外
、
近
代
遺
産
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
少
な
か
っ

た
が
、
造
船
や
漁
具
な
ど
、
県
内
で
は
数
少
な
い
港
町
近

代
遺
産
を
残
し
て
い
る
町
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

さ
ら
に
近
代
化
産
業
遺
産
地
域
と
違
っ
て
、
活
き
活
き

と
し
た
生
活
者
と
の
出
会
い
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
青
年
の
情
熱
が
伝
わ
り
、
地
域
住
民
と
観
光
交
流
者

と
の
強
い
結
び
付
き
が
期
待
で
き
る
。

曜
、
官
民
に
よ
る
遺
産
保
存
と

，f
旅
行
業
者
と
の
連
携
の
必
要
性

三
回
の
実
験
ツ

l
リ
ズ
ム
で
得
た
課
題
と
し
て
、
次
の

四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

写真2 内郷の常磐炭繍病院跡

①

ヘ
リ
テ

l
ジ
の
減
少
。
特
に
近
代
化
産
業
遺
産
は
風

化
の

一
途
を
た
ど
り
、
消
滅
の
危
機
に
あ
る
。
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
ヘ
リ
テ

l
ジ
を
保
存
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
り
、
行
政
と
民
間
の
共
同
出
資
の
体
制
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②

ヘ
リ
テ

l
ジ
を
所
有
す
る
企
業
や
地
域
住
民
の
理

解
。
近
年
、
首
都
圏
か
ら
へ
リ
テ

l
ジ
の
備
品
、
設

備
を
買
い
占
め
る
業
者
が
出
現
し
て
い
る
の
で
、
流

出
の
阻
止
と
ヘ
リ
テ

l
ジ
ツ

l
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る

こ
と
に
よ
る
市
民
の
保
存
運
動
の
展
開
。

③

ヘ
リ
テ

l
ジ
ツ

l
リ
ズ
ム
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
魅
力
あ
る
ヘ
リ
テ

l
ジ
の
保
存
に
加
え
、
実
際

に
働
い
て
い
た
人
や
専
門
家
に
よ
る
知
識
を
学
ん
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
語
り
部
の
育
成
、
さ
ら
に

ヘ
リ
テ

l
ジ
所
在
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成
や
現
地
案
内

板
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

④
ツ
l
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
旅
行
業
者
や
観
光
サ

l
ピ

ス
産
業
の
連
携
に
よ
る
旅
行
企
画
の
策
定
と
「
情
報

の
露
出
」
、
誘
致
先
の
説
明
会
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
ツ

1
リ
ズ
ム
を
考
え
る
に
当
た
り
、
次
の
よ
う

な
戦
略
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

①
正
確
な
歴
史
や

自
然
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
正
確
な
情
報
を
発
信
し
、

本
物
を
提
供
す
る
②
行
政
と
民
間
が
協
働
で
作
業
し
、
観

光
情
報
発
信
を
拡
大
し
て
い
く
③
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
福
祉
な
ど
、
行
政
や
民
間
団
体
と
の
連
携
強
化
④
地

域
の
資
源
(
宝
物
)
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
⑤
安
心
、
安
全
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
構
築
し
た
交
流
、
体
験
ツ

l
リ
ズ
ム
の

確
立
⑥
自
然
遺
産
、
歴
史
遺
産
を
保
存

・
保
護
す
る
思
想

の
普
及
⑦
人
と
人
の
心
が
結
び
合
う
ツ

l
リ
ズ
ム
の
推
進

ー
ー
で
あ
る
。

弘主語句2008・4月号11 
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群
馬
県
桐
生
市

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
群
に

焦
点
を
当
て
た
産
業
観
光
の
期
待

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
た
内
発
型
の
ま
ち
申つ
く
り

群
馬
県
の
東
の
端
に
位
置
す
る
桐
生
市
は
、
古
く
か
ら

織
物
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
、
「
西
の
西
陣
、
東
の
桐
生
」

と
並
び
称
さ
れ
た
。
多
品
種
少
量
を
得
意
と
す
る
絹
織
物

産
地
で
あ
り
、
明
治
期
に
は
日
本
の
基
幹
産
業
と
し
て
、

桐
生
商
工
会
議
所

総
務
課
長

• 石
原
雄
二

かつての絹織物工場をクリ工イターたちに提供し創作活動の拠点となっている無類館

国
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
ま
ち
で
も
あ
る
。
全
国
の
繊
維

産
地
が
そ
の
形
態
を
喪
失
し
て
い
る
の
に
対
し
、
桐
生
は

今
で
も
な
お
、
織
物
生
産
の
各
工
程
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て

残
り
、
職
人
た
ち
が
活
躍
す
る
全
国
で
も
珍
し
い
産
地
で

あ
る
。
織
物
産
業
を
し
の
ぶ
多
く
の
建
物
、
そ
れ
は
産
業
遺
産

と
も
呼
ば
れ
る
が
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
そ
れ

が
桐
生
の
街
の
個
性
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
が
織
物
製
造
の
現
場
と
し
て
、
操
業
さ
れ
て
き
た

「
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
」
で
あ
る
。
ノ
コ
ギ
リ
の
捕
の
よ

う
な
屋
根
が
連
続
し
て
形
成
さ
れ
、
傾
斜
面
(
主
に
北
側

を
向
く
)
に
明
か
り
取
り
の
ガ
ラ
ス
面
が
備
わ
る
特
異
な

形
態
の
工
場
建
築
物
で
あ
り
、
市
に
は
約
二
百
三
十
棟
の

工
場
が
現
存
し
、
そ
の
数
は
全
国

一
と
言
わ
れ
る
。
市
民

に
と
っ
て
は
、
日
常
の
中
で
ご
く
普
通
に
接
し
て
き
た
建

物
で
あ
る
が
、
こ
の
工
場
群
は
桐
生
ら
し
い
風
景
を
形
成

す
る
、
地
域
固
有
の
資
源
と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
き
た
。

.、
¥
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
推
進
協
発
足
と

，f
地
域
資
源
掘
り
起
こ
し

地
域
資
源
の
活
用
が
、
地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
現
在

12 

で
は
屈
の
重
点
施
策
に
な
っ
て
い
る
が
、
桐
生
商
工
会
議

所
は

一
九
九
三
年
(
平
成
五
年
)
度
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
構
想
に
取
り
組
み
、
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

た
内
発
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
と
は
、
「
市
民
、
産
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、

共
通
す
る
地
域
の
将
来
の
夢
を

『も
の
づ
く
り
」
と

「ま

ち
づ
く
り
」
と

『く
ら
し
づ
く
り
」
を
連
動
さ
せ
な
が
ら

実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
世
界
に
類
例
の
な
い
、
ユ
ニ
ー

ク
な
日
本
独
自
の
地
域
再
生
理
論
で
あ
り
実
践
運
動
で
あ

る
」
(
藤
原
肇
氏
、
故
人
・
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
推
進
委
員
)
。

商
工
会
議
所
は
同
年
度
、
「
桐
生
市
に
お
け
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
あ
り
方
を
求
め
て
」
と
題
し
た
基
本
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
繊
維
産
地
の
再
興
に

向
け
た
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
各
層
の
市
民
が
策
定
に
参

加
し
、
結
果
的
に
は
幅
広
い
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
な
っ
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
た
め
に
組
織
化
さ
れ
た
の
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
桐
生
推
進
協
議
会
で
あ
り
、
産
業

界
を
中
心
に
大
学
・
教
育
機
関
、
各
種
団
体
、

一
般
市
民

な
ど
約
三
百
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
、
桐
生
商
工
会
議

所
が
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。

協
議
会
内
に
は
四
つ
の
委
員
会
が
置
か
れ
、
各
分
野
で

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
運
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
人

物
や
団
体
、
産
業
遺
産
、
郷
土
芸
能
、
食
文
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
資
源
に
光
を
当
て
た
。
こ
の
中
で
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
が
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場

だ
っ
た
。

2008・4月号以脳・ω

¥
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
遺
産
の

f
確
認
と
活
用
の
動
き

桐
生
市
の
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
九
年
(
平
成
元
年
)
ご
ろ
か
ら
当
時
高
校
教
諭

だ
っ
た
野
口
三
郎
氏
が
、
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
で
あ
っ
た



近代化産業遺産を活かしたまちづくり特集

同
工
場
の
実
態
解
明
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
成
果
は
日
本

建
築
学
会
の
研
究
報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
同
年
に
は

三
百
五
十
八
棟
の
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
県
が
九

O
年
(
同
二
年
)
か
ら
翌
年
に
か
け
て

実
施
し
た
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
で
、
桐
生
市
に
は
特
に

多
く
の
近
代
化
遺
産
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
後
、
市
が
独
自
に
行
っ
た
調
査
で
は
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工

場
約
三
百
二
十
棟
、
洋
風
建
造
物
約
百
十
棟
、
レ
ン
ガ
構

造
物
が
三
十
件
確
認
さ
れ
た
。

東
京
在
住
の
建
築
写
真
家
吉
田
敬
子
氏
は
、
桐
生
の
ノ

コ
ギ
リ
屋
根
工
場
が
持
つ
造
形
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

九
八
年
(
同
十
年
)
か
ら
全
工
場
の
写
真
撮
影
を
開
始
。

建
築
家
の
北
川
紘

一
郎
氏
は
自
ら
所
有
す
る
ノ
コ
ギ
リ
屋

根
工
場
に
市
外
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
入
れ
、
芸
術

家
集
団
工
場
と
し
て
の
活
用
を
目
指
す
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
に
対
す
る
再
認
識
の

動
き
が
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
た
。

司
、
都
市
再
生
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
と

F
f
新
た
な
役
割
へ
の
期
待

二
O
O
二
年
(
同
十
四
年
)
十

一
月
、
協
議
会
と
商
工

会
議
所
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
の
こ
ぎ
り
屋
根
の
あ
る
ま

ち
・
桐
生
か
ら
の
発
信
」
を
開
催
し
た
。
サ
ブ
テ

l
マ
を

「桐
生
の
産
業
遺
産
の
活
用
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
」
と
し
、

工
場
を
保
存
・
継
承
し
て
い
く
た
め
の
活
用
を
さ
ま
ざ
ま

な
而
か
ら
考
察
し
た
。
京
都
西
陣
で
町
屋
の
再
生
に
取
り

組
む
佐
野
充
照
氏
(
西
陣
活
性
化
実
顕
地
を
つ
く
る
会
代

表
)
、
東
京
・
向
島
の
木
造
住
宅
密
集
地
で
長
屋
に
若
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
を
集
め
て
い
る
渡
辺
慎
二
氏
(
向
島
学

会
)
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
き
、
桐
生
側
の
抑
止
…
郷
館

・
北
川

紘

一
郎
氏
を
交
え
て
、
興
味
あ
ふ
れ
る
事
例
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
り
、
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
を

め
ぐ
る
動
き
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
、

O
四
年
(
同
十
六

年
)
度
に
は
、
内
閣
官
房
都
市
再
生
本
部
が
全
国
に
向
け

て
公
募
し
た
「
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査
事
業
」
に
、
「
ノ

コ
ギ
リ
屋
根
工
場
群
の
活
用
に
よ
る
都
市
再
生
に
供
す
る

調
査
」
と
し
て
応
募
し
、
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
全
件
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。
調
査
の
結
果
、

二
百
三
十
七
棟
の
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場

が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
利
用
状
況
は
、

当
初
の
ま
ま
(
織
物
業
と
し
て
)
使
用
し
て
い
る
の
が

二
四

・
七
%
、

「倉
庫
と
し
て
」
が
二
三

・七
%
、
「
そ
の

他
」
が
四
九
・五
%
だ
っ
た
。
「
そ
の
他
」
の
中
で
織
物
業

以
外
(
木
工
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
織
物
以
外
の
繊
維
関
連
)

の
工
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
が
半
数
あ
り
、
全
体
の

半
分
が
生
産
の
場
と
し
て
操
業
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
調
査

・
研
究
活

動
と
並
行
し
て
、
民
間
も
目
を

見
張
る
動
き
を
始
め
た
。
織
物

資
料
館
と
し
て
の
活
用
は
そ
の

先
駆
け
で
あ
っ
た
が
、
美
容
院

や
飲
食
庖
な
ど
に
転
用
し
、
評

判
を
集
め
る
よ
う
な
工
場
も
出

始
め
た
。

ま
た
、
そ
の
存
続
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
織
物
史
上
貴
重
な
工

場
は
自
動
車
博
物
館
に
な
り
、

ま
た
、
他
の

一
棟
は
ア

l
テ
イ

ス
ト
に
よ
り
再
生
さ
れ
、
彼
ら
の
創
作
活
動
の
拠
点
と
も

な
っ
て
い
る
。
工
場
内
で
の
演
劇
公
演
や
映
画
会
の
開
催
、

イ
ン
ス
タ
レ

l
シ
ヨ
ン
(
芸
術
的
空
間
)
の
場
と
し
て
、

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
は
多
彩
な
役
割
を
演
出
。。
も
の
づ

く
り
ψ

を
行
っ
て
き
た
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
多
く
の
人

を
魅
了
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

'
¥
産
業
観
光
を
切
り
口
に
し
た

F
f
地
域
活
性
化
へ
の
展
望

経
済
産
業
省
が

O
七
年
(
同
十
九
年
)
度
に
実
施
し
た

「
近
代
化
産
業
遺
産
の
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
推
進
事

業
」
に
お
い
て
、
全
国
三
十
三
の
近
代
化
産
業
遺
産
ス
ト
ー

リ
ー
に
両
毛
地
域
の
絹
産
業
遺
産
が
選
定
さ
れ
、
桐
生
の

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
群
が
認
定
さ
れ
た
。

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
を
中
心
に
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
は
、
い
ず
れ
も
内
発
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
連
携
さ
せ
、
例
え
ば
産
業
観
光
な

ど
を
切
り
口
に
し
て
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
商
工
会
議
所
の
大
き
な
仕
事
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

無郷館には多くのクリエイターが集う。写真は彫刻家の丸尾康弘氏
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近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

山
梨
県
甲
州
市

ワ
イ
ン
醸
造
の
歴
史
文
化
を

保
全
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

市
民
参
画
の
フ
ッ
ト
パ
ス
会
が
交
流
を
推
進
・
拡
大
ヘ

(
江
戸
時
代
か
5
日
本
一
の
ブ
ド
ウ
産
地
に

一
八
七
七
年
(
明
治
十
年
)
十
月
十
日
、
横
浜
か
ら
出

航
し
た
仏
国
船
タ
ナ
イ
ス
号
の
船
上
に
二
人
の
青
年
の
姿

が
あ

っ
た
。
日
本
初
の
ワ
イ
ン
醸
造
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
た
祝
村
葡
萄
酒
醸
造
会
杜
が
、
技
術
習
得
の
た
め
フ
ラ

ン
ス
へ
派
遣
し
た
高
野
正
誠
(
当
時
二
五
歳
)
と
土
屋
龍

憲
(
同

一
九
歳
)
で
あ
っ
た
。

山
梨
県
勝
沼
は
、
奈
良
時
代
の
初
め
に
ブ
ド
ウ
作
り
が

始
ま

っ
た
と
い
わ
れ
、
近
世
は
江
戸
の
神
田
市
場
に
盛
ん

に
出
荷
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
書
物
に
は
、
既
に
日
本

一
の
ブ
ド
ウ
産
地
と
し
て
甲
斐
国
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
明
治
に
な
る
ま
で
は
、
ワ
イ
ン
を
造
る
と
い
う
発

想
は
な
く
、
生
食
専
用
で
あ

っ
た
。

明
治
政
府
の
高
官
や
山
梨
県
令
(
知
事
)
ら
が
文
明
開

化
、
殖
産
興
業
政
策
の

一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ワ
イ
ン

醸
造
を
奨
励
、
触
発
さ
れ
た
農
家
有
志
が
集
ま
り
、
醸
造

会
社
を
つ
く

っ
た
。
高
野、
土
屋
両
人
の
帰
国
を
待

っ
て、

一
八
七
九
年
(
明
治
十
二
年
)
に
ワ
イ
ン
造
り
が
始
ま

っ

た
。
そ
れ
か
ら
百
三
十
年
、
先
人
の
遺
し
た
情
熱
と
技
術 • 

• 三
森
哲
也

観
光
産
業
部
観
光
課

は
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、

続
け
て
い
る
。

-旬
、
個
性
的
な
文
化
の
形
成
と

F
f
遺
産
群
の
保
全
活
用

国
産
ワ
イ
ン
の
発
祥
地
と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
は
、
地

域
に
個
性
的
な
文
化
を
形
成
し
た
。
栽
培
や
醸
造
技
術
、

道
具
や
器
具
な
ど
の
改
良
に
苦
心
し
た
造
り
手
の
文
化
、

食
事
は
も
と
よ
り
冠
婚
葬
祭
に
ま
で
及
ぶ
日
常
生
活
に
溶

け
込
ん
だ
生
活
者
の
文
化
、
そ
し
て
醸
造
所
や
ワ
イ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
建
造
物
群
が
伝
え
る
歴
史
と
し
て
の
文
化
、

勝
沼
に
は
ワ
イ
ン
に
閲
す
る
い
ろ
い
ろ
な
風
土
文
化
が
目

に
見
え
る
形
で
今
も
息
づ
い
て
い
る
。
欧
米
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
、
日
本
に
お
け
る
葡
萄
酒
文
化
と
も
い
う
べ
き

地
域
文
化
が
根
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

甲
州
市
勝
沼
町
は
、
甲
府
盆
地
の
東
の
玄
関
口
に

位
置
す
る
人
口

一
万
人
足
ら
ず
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。

二
O
O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
十

一
月

一
日
に
隣
接
す
る

塩
山
市
、
大
和
村
と
合
併
し
て
甲
州
市
と
な

っ
た
。
甲
州

市
に
は
、
大
小
三
十
四
社
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
、

ン
生
産
量
は
全
国

一
を
誇
っ

て
い
る
。

日
本

一
の
産
地
と
し
て
発
展
を

ワ
イ

14 

旧
勝
沼
町
は
、

合
併
前
の

O
四
年

(平
成
十
六
年
)
度

に

『勝
沼
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
百
年
構
想
』
を
策
定
し
た
。

町
内
に
残
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
を
保
全
活
用
し
て
、
ブ

ド
ウ
と
ワ
イ
ン
の
ま
ち
に
よ
り
厚
み
を
加
え
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

町
内
に
点
在
す
る
明
治
時
代
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
や
ワ
イ

ン
醸
造
所
の
遺
構
な
ど
の
修
復
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

散
策
ル

l
ト
で
結
び
、
交
流
人
口
増
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
点
で
あ

っ
た

も
の
に
光
を
当
て
、
そ
れ
ら
を
線
で
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
は

地
域
全
域
へ
の
面
的
な
展
開
へ
と
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

狙
い
で
あ
る
。

司
、
勝
沼
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
百
年
構
想
と

，f
地
域
活
性
化

構
想
で
は
、
近
代
化
産
業
遺
産
の
残
る
区
域
ご
と
に
三

つ
の
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
。

え
人

ぶ
ど
う
の
歴
史
エ
リ
ア
H

砂
防
の
堰
堤
群
や
ア

l
チ
型

橋
梁
な
ど
の
土
木
遺
産
を
は
じ
め
、
洋
風
建
築
の
郵
便

電
信
局
舎
(
後
の
田
中
銀
行
)
や
蔵
屋
敷
な
ど
甲
州
街

道
沿
い
に
残
る
建
造
物
、
国
宝
大
善
寺
、
勝
沼
氏
館
跡
、

近
藤
勇
の
古
戦
場
な
ど
の
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
数
々

の
遺
産
を
巡
る
。

ワ
イ
ン
の
歴
史
と
味
の
エ
リ
ア
H

明
治
則
の
醸
造
所
で

あ
る
「
宮
丸
園
」
や
レ
ン
ガ
造
り
の
ワ
イ
ン
貯
蔵
庫

「土

屋
龍
憲
セ
ラ

l
」
な
ど
、
歴
史
的
な
建
造
物
の
ほ
か
、

集
積
す
る
い
く
つ
も
の
ワ
イ
ナ
リ
l
を
巡
る
。

鉄
道
遺
産
エ
リ
ア
H

一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
に
廃

線
と
な
り
、

J
R
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
中
央
本
線
の

二
本

の
ト
ン
ネ
ル
H

勝
沼
ト
ン
ネ
ル
ワ
イ
ン
カ

l
ヴ
(
旧
深

お

お

ひ

か

げ

沢
ト
ン
ネ
ル
)
と
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
H

の
ほ
か
、

河
川
隆
道
や
道
路
隆
道
、
旧
勝
沼
駅
の
ホ

1
ム
や
線
路

跡
な
ど
、
鉄
道
遺
産
を
巡
る
。

2008・4月号弘 主6匂



近代化産業遺産を活かしたまちづくり特集

遊歩道として 07年8月に開通した「大日影(おおひかげ) トンネルjの外観

構
想
の
策
定
後
、

二

O
O
四
年
(
平
成
十
六
年
)
度
中

に
鉄
道
遺
産
の

一
つ
で
あ
る
ワ
イ
ン
カ

l
ヴ
の
整
備
に
取

り
組
ん
だ
。
対
象
と
な
っ
た
旧
深
沢
ト
ン
ネ
ル
は
、
長
さ

千
百
メ
ー
ト
ル
、
レ

i
ル
と
枕
木
を
撤
去
し
、
床
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
張
り
と
し
た
。
壁
而
や
人
口
の
レ
ン
ガ
、
花
山
岡

岩
は
そ
の
ま
ま
保
存
し
た
。
内
部
の
温
度
は
年
間
を
通
じ

て

一
五
度
前
後
と
最
適
な
環
境
を
備
え
て
い
た
。

翌

O
五
年
(
同
十
七
年
)
五
月
に
完
成
し
、
収
め
ら
れ

た
大
量

の
ワ
イ
ン
が
熟
成
の
時
を
刻
ん
で
い
る
。
二
百

メ
ー
ト
ル
が
個
人
用
、
九
百
メ
ー
ト
ル
が
メ
ー
カ
ー
用
で

あ
る
。
最
近
は
年
数
を
経
た
熟
成
ワ
イ
ン
を
好
む
人
が
増

え
て
お
り
、
特
に
大
規
模
な
セ
ラ
l
を
持
た
な
い
地
場
の

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
は
大
い
に
役
立

っ
て
い
る
。

旧
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
は
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)

に
遊
歩
道
と
し
て
再
開
通
し
た
。
内
部
は
両
側
に
歩
き
や

す
い
よ
う
に
舗
装
し
た
歩
道
と
照
明
器
具
を
設
置
し
た
以

外
は
、
当
時
の
ま
ま
を
保
存
し
て
い
る
。
壁
面
や
坑
門
の

レ
ン
ガ
、
石
組
み
は
百
年
以
上
前
の
ま
ま
で
あ
り
、
レ
ー

ル
や
枕
木
、
鉄
道
標
識
、
通
信
機
な
ど
は
、

一
九
九
七
年
(
同

九
年
)
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
開
通
後
は
、
レ
ト
ロ
な
気

分
を
味
わ
え
る
鉄
道
遺
産
と
し
て
人
気
を
呼
び
、
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
。

一
連
の
事
業
は
、
国
交
省
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
や
県

の
支
援
を
受
け
て
年
次
的
に
進
め
て
い
る
。

O
八
年
(
同

二
十
年
)
度
以
降
も
、
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
周
辺
や
遊
歩
道

整
備
、
明
治
の
ワ
イ
ン
醸
造
所
の
修
復
な
ど
、
整
備
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
所
が
多
い
。
財
政
状
況
も
厳

し
い
中
で
の
事
業
な
の
で
、
全
体
計
画
が
完
了
す
る
ま
で

に
は
、
あ
と
七

1
八
年
は
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

'
¥
市
民
が
主
役
の
フ
ッ
ト
パ
ス
活
動

，f
に
よ
る
遺
産
ツ
ア
ー

今
回
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
計
画
当
初
か

ら
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
」
と
い
う
市
民

参
画
の
組
織
を
つ
く
り
、
活
用
方
法
な
ど
の
検
討
を
重
ね

た
。
そ
こ
で
導
き
出
さ
れ
た
の
が
、
英
国
で
普
及
し
て
い

る

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
で
あ
っ
た
。

フ
ッ
ト
パ
ス
は
、
岡
田
全
土
に
毛
細
血
管
の
よ
う
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
、
自
然
や
地
域
の
歴
史
文
化
に
親
し
む
散

策
道
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
畑
や
ワ
イ
ナ
リ

l
、
近
代
化
産
業

遺
産
や
史
跡
を
巡
る
勝
沼
な
ら
で
は
の
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー

ス
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
コ
ー
ス
の
設
定

に
当
た
っ
て
は
、
メ
ン
バ
ー
で
何
度
も
踏
査
し
た
。
お
試

し
歩
き
会
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
、
市
民
自
ら
が

J¥ 
月

ガ
イ
ド
を
務
め
る
な
ど
活
動
を
続
け
た
。

昨
年
は
、

「
勝
沼
フ

ッ
ト
パ
ス
の
会
」
が
つ
く
ら
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。
会
員
は
ほ
と
ん
ど
が
市
民
で
あ
る
。

十
二
月
二
日
に
聞
い
た
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
に
は
、
百
人

以
上
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
ガ
イ
ド
や
料
理
づ
く
り
な

ど
、
自
分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
、
県
内
外
の
人
々
と
交

流
し
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会
が
自
主
的
に
ツ
ア
ー
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
が
主
役
の
フ

ッ
ト
パ
ス
活
動
を
進
め
て

い
く
計
画
で
あ
る
。
観
光
振
興
は
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も

の
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
と

一
緒
に

一
歩

一
歩
着

実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。

フッ トパスツアーでは、 市民有志による「勝沼フッ トパスの会jのメンバーがガイド役などを務める。
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近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
‘つ
く
り

福
井
県
勝
山
市

「
工
コ
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
」
に
よ
る
ま
ち
"
つ
く
り

近
代
化
産
業
遺
産
を
活
用
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

5 

産
業
部
商
工
観
光
課

主任

・

中
村
千
鶴
子

(
織
物
の
一
大
産
地
が
築
か
れ
た
勝
山
市

勝
山
市
は
、
福
井
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
県
都
福
井

市
の
東
方
約
二
十
八
キ
ロ
に
あ
る
人
口
約
二
万
七
千
人
の

水
と
緑
の
豊
か
な
田
園
都
市
で
あ
る
。
明
治
期
に
機
業
が

興
り
、
当
初
は
羽
二
重
(
絹
織
物
)
が
主
流
だ
っ
た
が
、

昭
和
初
期
に
は
人
絹
織
物
へ
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は

合
繊
織
物
へ
と
、
時
代
に
対
応
し
て
積
極
的
な
事
業
転
換

を
図
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
織
物
の

一
大
産
地
が
築
か

れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
市
は
現
在
、
市
民
と

行
政
が
協
働
し
て
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
資

源
な
ど
を
活
か
し
、

特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
や
経
済
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い

く
「
エ
コ
ミ
ユ

1

ジ
ア
ム
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、

二
O
O
七

年
十
一
月
三
十
日

に
横
浜
市
に
お
い
て
、
近
代
化
産
業
遺
産
認
定
・
プ
レ
ー

ト
授
与
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

三
十
三
一
の
産
業
遺
産
群

の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
山
岸
正

裕
勝
山
市
長
に
認
定
証
と
プ
レ
ー
ト
が
授
与
さ
れ
た
。
明

治
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
羽
二
重
王
国
福
井
の

中
核
を
担
っ
た
勝
山
の
往
時
の
繊
維
産
業
を
物
語
る
施
設

な
ど
が
、
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
認
定
を
受
け
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
理
念
に
か
な
う
も
の

と
と
ら
え
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
認
定
さ
れ
た
産
業
遺
産
は
、
「
『羽
二
重
か

ら
人
絹
へ
」
新
た
な
ニ

l
ズ
に
挑
み
続
け
た
福
井
県
な
ど

の
織
物
工
業
の
歩
み
を
物
語
る

近
代
化
産
業
遺
産
群
」
と
し
て
、

一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
と
め

ら
れ
、
当
市
か
ら
は
次
の
施
設

な
ど
が
構
成
資
産
と
し
て
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

欄
州
刑
晴
樹
閣
圏

一
九

O
四
年
(
明
治
三
十
七

年
)
に
創
業
し
、
地
域
に
お

け

る

中

堅

機

業

場

と

し

て

一
九
九
八
年
(
平
成
十
年
)
ま

ベルト駆動の織機で羽二重を織る (株)東野東吉織物

16 2008・4月号

松文産業旧女子寮

以 属幼

で
操
業
し
て
い
た
。
玄
関
、
事
務
所
棟
、

二
棟
の
工
場
、

工
場
棟
を
つ
な
ぐ
二
階
建
て
廊
下
、
管
巻
き
棟
な
ど
が
保

存
さ
れ
て
お
り
、
羽
二
重
生
産
の
最
盛
期
を
代
表
す
る
建

物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
建
物
が
数
多
く
取
り

壊
さ
れ
て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
は
、
大
変
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
(
グ
ラ
ビ
ア
に
写
真
)
。

岡
阿
同
開
閣
問
問
H
問
団
閣
開

県
内
二
番
目
の
発
電
所
と
し
て

一
九

O
八
年
(
明
治

四
十

一
年
)
、
出
力
八

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
中
尾
発
電
所

(
水
力
)
が
開
業
し
た
。
こ
の
発
電
所
に
は
二
基
の
発
電

機
が
あ
り
、
第

一
号
発
電
機
は
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
、
北

陸
電
力
側
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
O
七
年
(
同
四

O
年
)
以

降
、
市
内
で
は
相
次
い
で
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
機
業
の

力
織
機
化
や
織
物
な
ど
を
運
ぶ
電
車
運
行
の
重
要
な
動
力

源
と
な
っ
た
。

閣
閣
閣
閣
閣
制
圏

大
き
な
機
業
場
で
は
寄
宿
舎
を
建
設
し
、
北
海
道
、
東
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羽二重の倉庫であったケイテー資料館

北
、
九
州
地
方
か
ら
の
多
く
の
集
団
就
職
者
を
受
け
入
れ
、

一
九
六
八
年
(
昭
和
四
十
三
年
)
ご
ろ
に
は
千
数
百
人
が

就
業
し
て
い
た
。
こ
の
寄
宿
舎
は
三一一一
年
(
同
八
年
)
に

同
社
の
女
子
寮
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
寮
棟
二
階

に
は
現
在
も
六
畳
の
畳
敷
き
寮
室
が
整
然
と
配
置
さ
れ
、

往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
配
送
セ
ン
タ
ー

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

四
川
同
川
閣
州
問

一
九
二
六
年
(
昭
和
元
年
)
に
、
ケ
イ
テ

l
株
式
会
社

が
羽
二
重
を
保
管
す
る
倉
庫
と
し
て
建
設
し
た
が
、
八

O

年
(
同
五
十
五
年
)
に
資
料
館
と
し
て
設
置
し
、
千
数
百

点
に
及
ぶ
資
料
を
保
存
し
て
い
る
。
そ
の
所
蔵
物
の
う
ち
、

バ
ッ
タ
ン
機
な
ど
の
織
機
や
希
少
な
絹
織
物
な
ど
五
点
が
、

建
物
と
と
も
に
近
代
化
産
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

閣
閤
閣
閤
閣
圃

一
九

一
九
年
(
大
正
八
年
)
に
、
東
野
東
吉
氏
個
人
の

機
業
場
と
し
て
創
業
し
た
当
時
の
建
物
の

一
部
が
現
在
も

残
っ
て
い
る
。
四
O
年
(
昭
和
十
五
年
)
製
の
モ
ー
タ
ー

を
使
用
し
て
、
現
在
も
ベ
ル
ト
駆
動
の
織
機
を
動
か
し
、

市
内
で
唯

一
、
伝
統
的
な
製
法
で
羽
二
重
を
織
り
続
け
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
勝
山
市
旧
機
業
場
に
つ
い
て
は

二
O
O
六
年
(
平
成
十
八
年
)
十
二
月
、
市
文
化
財
に
指

定
す
る
と
と
も
に
地
域
の
歴
史
、
文
化
な
ど
の
個
性
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
活
用

し
て
、
建
物
の
改
修
と
構
造
補
強
を
行
い
、
併
せ
て
駐
車

場
や
多
目
的
広
場
の
整
備
を
進
め
、
往
時
の
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
る
新
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
、

二
O
O
九
年
(
平

成
二
十

一
年
)
春
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)

一
月
、
こ
の
施

設
を
い
か
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
か
な
ど
有
効
な
活
用

策
を
検
討
す
る
た
め
、
旧
機
業
場
活
用
検
討
委
員
会
を
設

置
し
た
。
公
募
に
よ
る
市
民
の
代
表
者
の
ほ
か
、
区
長
会
、

商
工
会
議
所
、
繊
維
協
会
、
文
化
財
保
護
委
員
会
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
学
校
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
機

関
か
ら
の
委
員
に
専
門
的
知
識
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
加
え
、
計
七
回
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、

同
十
二
月
に
施
設
の
機
能
や
活
用
方
法
な
ど
を
ま
と
め
た

報
告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。
報
告
書
の

一
部
を
紹
介

す
る
。
{
施
設
に
持
た
せ
る
機
能
}

①
交
流
機
能
H
市
民
や
来
訪
者
の
く
つ
ろ
ぎ
と
交
流

の
場

②
情
報
の
受
信
・
発
信
機
能
H
ま
ち
な
か
散
策
の
起

点
、
エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
活
動
の
発
表
の
場

①
サ
イ
ト
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
的
機
能
H
臨
場
感
の
あ
る

展
示
、
繊
維
の
ま
ち
勝
山
の
歴
史
と
文
化
の
紹
介

{
施
設
の
主
な
配
置
計
画
お
よ
び
活
用
方
法
}

一
階
は
市
民
や
来
訪
者
が
く
つ
ろ
げ
る
「
ウ
エ
ル
カ
ム

ゾ
l
ン
」
と
位
置
付
け
、
市
内
の
特
産
品
な
ど
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
や
販
売

・
飲
食
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
食
、
自
然
、
歴
史
な
ど
の
市
内
の
地
域
や
観
光
情
報

の
紹
介
を
主
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
階
は
当
市
の
繊
維

産
業
の
紹
介
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
ゾ

l
ン」

と
し
、
稼
動
可
能
な
木
製
糸
繰
り
機
な
ど
を
展
示
す
る
ほ

か
、
市
内
の
繊
維
産
業
の
歴
史
や
織
物
が
で
き
る
工
程
、

操
業
当
時
の
市
民
の
生
活
風
景
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

ヘ
、
「
ま
ち
の
駅
」
開
設
拡
ど

f
民
間
に
広
が
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

今
後
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
施
設
の
運
営
方
法
や
市
内
の

他
の
観
光
施
設
と
の
連
携
な
ど
を
開
館
準
備
委
員
会
に
お

い
て
協
議
し
て
い
く
。
単
な
る
博
物
館
の
よ
う
な
学
び
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
や
来
訪
者
が

気
軽
に
、
何
度
も
足
を
運
べ
る
愛
さ
れ
る
施
設
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
昨
年
十

一
月
、
市
内
の
商
庖
街
を
中
心
に
、
庖
舗

を
開
放
し
て
観
光
客
を
も
て
な
す
「
ま
ち
の
駅
」
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。
ま
だ
実
験
段
階
だ
が
、
参
加
庖
舗
が
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
、
勝
山
市
旧
機
業
場
と
の
連
携

に
よ
り
、
ま
ち
な
か
散
策
に
つ
な
げ
よ
う
と
の
思
い
も
芽

生
え
つ
つ
あ
る
。

今
回
、
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
現

在
当
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
勝
山
市
旧
機
業
場
の
活
用
に
大

き
な
力
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
う
。
市
内
の
す
べ
て
の
近
代

化
産
業
遺
産
を
い
か
に
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

結
び
付
け
て
い
く
か
、
民
間
と
行
政
が
協
働
で
効
果
的
な
方

策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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活
用
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り

個
性
的
な
歴
史
景
観
の
保
全
と
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備

市
と
そ
の
周
辺
は
、
古
く
平
安
時
代
末
期
か
ら
窯
業
が

盛
ん
と
な
り
、
日
本
六
古
窯
(
常
滑
、
瀬
戸
、
信
楽
、
越
前
、

丹
波
、
備
前
)
の

一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

は
茶
道
具
な
ど
の
工
芸
品
が
焼
か
れ
始
め
る
よ
う
に
な
り
、

ロ
ク
ロ
を
用
い
て
作
っ
た
作
品
が
名
工
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
い
る
。
常
滑
焼
を
代
表
す
る
「
朱

泥
の
急
須
」
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
中
国
の
焼
き
物
を
手

本
と
し
て
作
り
出
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
、

常
滑
焼
の
陶
祖
と
称
さ
れ
る
鯉
江
方
寿
は
、

窯
の
改
良
に
成
功
し
、
近
代
土
管
を
生
産

す
る
基
礎
を
築
い
た
。
明
治
中
頃
に
は
倒

炎
式
角
窯
(
平
地
窯
)
が
使
用
さ
れ
始
め
、

優
れ
た
製
品
が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

焼
き
物
の
町
常
滑
を
象
徴
す
る
赤
レ

ン
ガ
の
大
き
な
煙
突
が
造
ら
れ
た
の
も

そ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
の
中
ご
ろ
ま
で

は
土
管
や
タ
イ
ル
、
衛
生
陶
器
の
生
産

が
盛
ん
で
、
最
盛
期
に
は
三
百
本
以
上

特

6 

近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
"つ
く
り

愛
知
県
常
滑
市

集

• 

常
滑
市
は
、
知
多
半
島
の
西
海
岸
に
位
置
し
て
お
り
、

開
港
コ一
周
年
を
迎
え
た
中
部
国
際
空
港
か
ら
電
車

・
車
で

五
分
と
い
う
地
の
利
と
、
日
本
を
代
表
す
る
焼
き
物
「
常

滑
焼
」
の
産
地
と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

ヘ
、
「
常
滑
焼
」
の
隆
盛
と

f
赤
レ
ン
ガ
煙
突
の
林
立

$ 

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課

榊
原
秀
樹

• 

登窯煙突

18 

の
煙
突
が
あ
っ
た
が
、
陶
磁
器
産
業
の
衰
退
と
ト
ン
ネ
ル

窯
の
登
場
、
燃
料
が
石
炭
か
ら
油
類
、
ガ
ス

・
電
気
に
変

わ
っ
て
い
く
中
で
、
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

-E齢
、
「
や
き
も
の
散
歩
道
」
の
整
備
と

T
f
観
光
客
の
増
加

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
十
九
年
)
に
整
備
さ
れ
た

「や

き
も
の
散
歩
道
」
は
、
陶
磁
器
会
館
を
出
発
点
と
し
て
、

全
長
約

一
・六
キ
ロ
、
徒
歩
で
約

一
時
間
か
か
る
。
コ
ー

ル
タ
ー
ル
で
黒
く
塗
ら
れ
た
黒
板
塀
の
工
場
、
赤
レ
ン
ガ

造
り
の
煙
突
や
窯
、
土
管
や
焼
酎
瓶
の
積
ま
れ
た
風
景
が

常
滑
ら
し
い
個
性
的
な
景
観
を
つ
く
っ
て
お
り
、
年
間
約

十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

散
歩
道
内
に
は
、

一
八
八
七
年
(
明
治
二
十
年
)
か
ら

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
十
九
年
)
ま
で
使
用
さ
れ
、
高
さ

の
異
な
る
十
本
の
煙
突
が
特
徴
の

「
登
窯
」
(
国
指
定
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
)
や
、
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
土
管

と
昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た
焼
酎
瓶
が
壁
を
お
お
い
、
路
面

に
は
滑
り
止
め
と
し
て
土
管
の
焼
成
時
に
使
っ
た
焼
き
台

(
ケ
サ
ワ
)
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
「
土
管
坂
」
な
ど
が

あ
る
。
二

O
O
七
年
(
平
成
十
九
年
)
十

一
月
に
は
登
窯

と
I
N
A
X
窯
の
あ
る
広
場
資
料
館

・
石
炭
窯
が
経
済
産

業
省
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
、
ま
た
、
土

管
坂
が
国
土
交
通
省
の
「
手
づ
く
り
郷
土
(
ふ
る
さ
と
)
賞
・

大
賞
部
門
」
に
選
定
さ
れ
、
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
が

全
国
的
に
も
認
め
ら
れ
た
。

散
歩
道
周
辺
地
域
に
は
、
体
感
・
体
験
型
の
五
つ
の
発

見
館
と
し
て
も
の
づ
く
り
の
心
を
伝
え
る
「
I
N
A
X
ラ

イ
ブ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
や
、
常
滑
焼
の
千
年
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
る

「
民
俗
資
料
館
」
、
陶
彫
(
陶
器
で
で

き
た
彫
刻
)
作
品
が
約
百
点
設
置
さ
れ
て
い
る
「
陶
彫
の

あ
る
商
庖
街
」
な
ど
が
あ
り
、
観
光
施
設
を
周
遊
す
る

「と

こ
と
こ
パ
ス
」
を
使
っ
て
、
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
士
、

2008.4月号以財包



近代化産業遺産を活かしたまちづくり特集

日
、
祝
日
の
み
運
行
)
。

散
歩
道
の
壁
面
や
路
面
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
製
品

は
、
今
で
言
う
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
、
常
滑
の
人
々
の
環
境

や
人
に
優
し
い
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
や
き
も
の
散
歩
道

は
つ
く
ら
れ
た
と
も
言
え
る
。

『
¥
街
並
み
を
歴
史
文
化
体
験
ゾ
l
ン

f
f
と
し
て
保
全
・
活
用

や
き
も
の
散
歩
道
内
に
は
、
古
い
製
陶
工
場
が
多
く
存

在
し
て
い
た
が
、
陶
磁
器
産
業
の
衰
退
な
ど
に
よ
り
閉
鎖

し
た
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
り
し
て
、
煙
突
や
窯
と
い
っ
た

散
歩
道
の
魅
力
、
観
光
資
源
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
工
場
を
雰
囲
気
は
昔
の
ま

ま
、
食
事
処
(
ど
こ
ろ
)
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改
築
し
て
庖

舗
と
し
て
利
用
す
る
人
や
、
陶
芸
作
家
・
芸
術
家
が
窯
屋

の
雰
囲
気
を
好
み
、
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

伝
統
工
芸
士
な
ど
に
よ
る
陶
芸
教
室
も
行
わ
れ
て
お

り
、
常
滑
焼
を
体
験
で
き
る
場
所
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

る
。
元
来
、
常
滑
に
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
あ
っ
た
。

訪
れ
る
人
を
や
さ
し
く
も
て
な
そ
う
と
い
う
思
想
が
根
付

い
て
お
り
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
芸
術
を
志
す
人
も
引
き

付
け
て
い
る
よ
う
だ
。

や
き
も
の
散
歩
道
地
区
は
狭
い
路
地
や
急
な
坂
道
が
多

く
、
車
の
通
行
に
は
不
便
で
あ
る
。
ま
た
、
地
区
内
に
は

住
宅
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

中
、
騒
音
や
駐
車
場
問
題
な
ど
地
区
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
る
。

常
滑
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
(
平
成

十
三
年
八
月
)
の
中
で
や
き
も
の
散
歩
道
を
や
き
も
の
歴

史
文
化
体
験
ゾ

l
ン
と
位
置
付
け
、
街
並
み
景
観
の
保
全
・

修
景
を
住
民
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
「
や
き
も
の
散
歩
道
地
区

景
観
構
成
要
素
調
査
」
(
平
成
十
四
年
度
)
、
「
常
滑
市
煙

突
調
査
」
(
同
十
四
年
度
、
十
九
年
度
)
で
は
、
地
震
対

策
や
空
港
道
路
建
設
な
ど
の
た
め
煙
突
や
伝
統
的
な
窯
屋

風
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
た
り
、
取
り
壊
し
の
危
機
に
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
早
急
な
保
存
と
活
用
の
仕
組
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

司
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
挺
進
協
議
会
の

，f
設
立
と
住
民
活
動

や
き
も
の
散
歩
道
地
区
に
お
け
る
住
む
人
、
働
く
人
、

訪
れ
る
人
の
相
互
理
解
と
協
力
関
係
の
構
築
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

は
、
観
光
相
談
員
を
設
置
し
て
住
民
や
観
光
客
の
苦
情
に

対
応
し
た
り
、
煙
突
や
窯
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
住

民
に
観
光
資
源
と
し
て
の
素
晴
ら
し
き
を
知
っ
て
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
誌
の
発
行
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
住
民
、
営
業
者
、
観
光
客
の
意
見

の
集
約
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

民
間
の
取
り
組
み
も
活
発
に
な
り
、
地
元
住
民
、

N
P

O
な
ど
が
環
境
美
化
活
動
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

や
き
も
の
散
歩
道
を
ガ
イ
ド
す
る
「
常
滑
案
内
人
の
会
」

も
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
や
き
も
の
散
歩
道
の
魅
力
を

無
償
で
全
国
に

P
R
し
て
い
る
。

-問
、
日
本
一
の
招
き
猫
産
地
と

F
f
観
光
資
源
の
地
鑓
共
有
化

二
O
O
七
年
(
平
成
十
九
年
)

三
月
に
常
滑
駅
か
ら
陶

磁
器
会
館
へ
向
か
う
道
路
の
壁
に
三
十
九
体
の
招
き
猫
が

埋
め
込
ま
れ
、
「
と
こ
な
め
招
き
猫
通
り
」
と
な
っ
た
。

常
滑
は
日
本

一
の
招
き
猫
の
産
地
で
あ
り
、

二
頭
身
で
目

が
パ
ッ
チ
リ
し
た
姿
が
特
徴
の
「
常
滑
系
招
き
猫
」
は
、

全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
三
十
九
人
の
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
利
益
を
込
め
て
作
っ
た
招
き
猫
は
、
子
ど
も
に
も
喜

ば
れ
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
あ
る
景
観
を
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
作
品
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
取
り

組
み
は
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

常
滑
市
は
、
や
き
も
の
散
歩
道
を
中
心
と
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
生
産

・
販
売
す
る

人
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
製
陶
工
場
や
窯
屋
風
住
宅
を
工
房
や
庖
舗
・

住
居
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
が
協
力
し
、
住
民
の
生
活
に
配
慮
し
な
が
ら
、

観
光
資
源
を
地
域
共
有
の
財
産
と
し
て
、
相
互
に
連
携
し

て
支
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

とこなめ招き猫通り
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愛
媛
県
新
居
浜
市

別
子
銅
山
遺
産
を
保
存

活
用
し
た
ま
ち
"
つ
く
り

鉱
山
都
市
の
新
た
な
連
携
・
交
流
へ
の
発
展
と
期
待

‘，
 

近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

集

別
子
銅
山
は
、
か
つ
て
わ
が
国
三
大
銅
山
の

一
つ
に

数
え
ら
れ
、

一
六
九

一
年
(
元
禄
四
年
)
の
開
坑
か

ら

一
九
七

三
年
(
昭
和
四
十
八
年
)
の
閉
山
ま
で
の

二
百
八
十
三
年
間
に
、
六
十
五
万
ト
ン
の
銅
を
産
出
し
た
。

わ
が
国
の
産
業
革
命
を
、
採
鉱
、
選
鉱
、
運
搬
、
製
錬
を

通
し
て
物
語
る
別
子
銅
山
遺
産
群
は
、
標
高
千
メ
ー
ト
ル

を
超
す
別
子
の
山
か
ら
新
居
浜
の
町
中
に
広
が
り
、

二
十

キ
ロ
沖
合
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
四
阪
島
ま
で
数
多
く

残
っ
て
い
る
。

圃旬
、
官
民
挙
げ
て
の
産
業
遺
産
を

，f
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

別
子
銅
山
が
閉
山
し
て
か
ら
十
年
余
り
が
経
過
し
た

一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十

一
年
)
、
ま
だ
産
業
遺
産
と
言
っ

た
言
葉
が
定
着
し
て
い
な
い
時
に
、
新
居
浜
青
年
会
議
所

か
ら

「銅
(
憧
)
景
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
表
題
で
、
銅
山

跡
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
報
告
さ
れ
た
。

九
O
年
(
平
成
二
年
)
に
は
、
所
有
企
業
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
「別
子
銅
山
開
坑
三
百
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
、

「住
友
別
子
鉱
山
史
」
も
刊
行
さ
れ
た
。

市
も

「別
子
銅
山
開
坑
三
百
年
記
念
・
別
子
銅
山
産
業

• 
‘ 企画部別
子
銅
山
文
化
遺
産
課

課長

・
坪
井
利

一
郎

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
節
目
が
、
別
子

銅
山
再
発
見
へ
の
契
機
と
な

っ
た
。

翌
九

一
年
(
同
三
年
)
、
か
つ
て
別
子
銅
山
採
鉱
本
部

が
あ
っ
た
跡
地
に
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
本
格
的
な
テ
ー

マ
・
パ

l
ク
と
し
て
、
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
・
端
出
場
ゾ
ー

ン
が
、
九
四
年

(同
六
年
)
に
は
東
平
ゾ

l
ン
が
開
設
さ

れ
た
。
九
七
年
(
同
九
年
)
に
は
、
市
が
明
治
時
代
に
銅

山
の
近
代
化
を
推
進
し
、
わ
が
国
の
産
業
の
育
成
に
も
貢

献
し
た
広
瀬
宰
平
を
顕
彰
す
る
施
設
「広
瀬
歴
史
記
念
館
」

を
開
設
し
た
。

二
O
O
O年
(
同
十
二
年
)
に
「
近
代
化
産
業
遺
産
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
ソ
フ
ト
は
市
民
、
ハ

l
ド

は
行
政
・
企
業
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
た
。
翌
O
一
年
(
同

十
三
年
)
に
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
で
あ
る
第
四

次
長
期
総
合
計
画
に
、

「近
代
化
産
業
ロ
マ
ン
の
息
づ
く
ま

ち
e

つ
く
り
」
を
掲
げ
、
近
代
化
産
業
遺
産
を
中
心
と
し
た

「生

き
た
博
物
館
都
市
の
形
成
」
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

O
三
年
(
同
十
五
年
)
四
月
、
別
子
銅
山
発
祥
の
地
で

あ
る
別
子
山
村
と
新
居
浜
市
の
合
併
が
成
り
、

翌
O
四
年

(
同
十
六
年
)
四
月
に
は
、
市
役
所
内
に
産
業
遺
産
活
用
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室
を
設
置
し
た
(
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
別
子
銅
山
文
化

遺
産
課
」
に
改
称
)
。

円
(
情
報
発
信
と
遺
産
保
存
の
推
進

産
業
遺
産
活
用
室
の
設
置
後
の
市
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。
ま
ず
職
員
自
身
が
市
の
発
展
の
歴
史
を
正
し
く
理

解
し
、
未
来
へ
の
活
力
と
す
る
た
め
、
全
職
員
を
対
象
と

し
て
別
子
銅
山
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。

ま
た
、

二
百
三
十
八
カ
所
に
及
ぶ
遺
産
群
を

「
産
業
遺

産
イ
ン
新
居
浜
」
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
紹
介
。

さ
ら
に
、
物
件
の
歴
史
と
古
写
真
か
ら
な
る
産
業
遺
産
説

明
板
を
所
有
グ
ル
ー
プ
が
設
置
し
た
三
十

一
カ
所
に
続

き、

三
十
カ
所
に
設
置
し
た
。
地
元
の

C
A
T
V
と
共
同

で
「別
子
銅
山
を
歩
く
」
を
八
回
シ
リ
ー
ズ
で
製
作
し
た
。

新
居
浜
商
業
高
校
放
送
部
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
レ
ポ
ー

タ
ー
を
担
当
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
現
在
ネ

ッ
ト
で

も
配
信
し
て
い
る
。
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次
に
、
市
が
主
催
・
共
催
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「観

光
と
交
通
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
コ
ン
サ
ー
ト
と
朗
読
の
夕
べ
」

「広
瀬
寄
席
」「
フ
ォ
ー
ラ
ム

「江
戸
モ
ノ
づ
く
り
』
遺
産

の
再
発
見
」
、
四
阪
島
工
場
操
業
百
周
年
を
記
念
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
別
子
の
山
か
ら
四
阪
の
島
へ
」
、
全
国
近

代
化
遺
産
活
用
連
絡
協
議
会
新
居
浜
大
会
の

「
未
来

へ
の

鉱
脈

1
近
代
化
遺
産

・
ル
ネ
サ
ン
ス

1
」
な
ど
で
あ
る
。

市
制
施
行
七
十
周
年
記
念
年
の

O
七
年

(同
十
九
年
)

に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
産
業
遺
産
で
あ
り
、
中
心
商
庖
街
で

も
あ
る
「
昭
和
通
り
」
を
取
り
上
げ
た
「
昭
和
レ
ト
ロ
展
」

を
開
催
し
た
。

一
方
、
文
化
財
と
し
て
の
産
業
遺
産
の
保
存
に
も
努
め

小
の

ル

」

f
し》

川
山
市

1
v

て
お
り
、

O
五
年
(
同
十
七
年
)
に
遠
登
志
橋
が
新
居
浜

新居浜市で三例目の国の登録有形文化財に登録された遠登志橋 (おとしはし)

市
で
は
三
例
目
の
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
。
現
在
、
限
定
さ
れ
た
産
業
遺
産
物
件
に
つ
い
て
、
行

政
と
所
有
者
に
よ
る
「
別
子
銅
山
保
存
活
用
連
絡
調
整
会
」

を
設
置
し
て
、
保
存
・
活
用
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

-町
、
教
育
機
関
に
広
が
る

F
f
遺
産
学
習
の
取
り
組
み

次
に
、
教
育
機
関
関
係
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
生

涯
学
習
施
設
で
は
、
地
域
学

・
ま
ち
づ
く
り
学
な
ど
で
近

代
化
産
業
遺
産
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
愛
媛
県
総
合
科
学

博
物
館
で

「別
子
銅
山
写
真
展

・
日
和
佐
初
太
郎
の
レ
ン

ズ
が
語
る
懐
か
し
い
時
代
」
、
市
の
広
瀬
歴
史
記
念
館
で

「
明
治
の
変
革
期
に
立
つ
実
業
家
広
瀬
宰
平
と
伊
庭
貞
剛

の
軌
跡
」「
世
界
と
つ
な
が
る
別
子
銅
山
」
な
ど
の
企
画

展
を
開
催
し
た
。

公
民
館
で
は
、
近
代
産
業
遺
産
講
座
、
校
区
内
の
近
代

化
産
業
遺
産
め
ぐ
り
、
別
子
銅
山
子
ど
も
探
検
隊
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、

学
校
教
育
で
産
業
の
近
代
化
と
先

人
の
取
り
組
み
を
社
会
科
副
読
本
に
掲
載
し
て
い
る
。

新
居
浜
南
高
校
情
報
科
学
部
が
、
銅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ホ
l
ム
ベ

l
ジ
を
作
成
。
愛
媛
大
学
と
の
共
同
に
よ
る
別

子
銅
山
産
業
遺
産
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
「
マ
イ
ン
か
ら
マ
イ

ン
ド
へ

」
を
制
作
し
た
。
市
立
西
中
学
校
で
は
、
総
合
学

習
の
時
間
に
近
代
化
遺
産
を
学
習
し
、
毎
年
度
事
例
発
表

を
続
け
て
い
る
。

-眠
、
民
聞
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と

r
f
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

続
い
て
、
民
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
市

民
が
自
ら
取
り
組
ん
だ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は、

「ま
ち
づ
く
り
と
新
居
浜
魅
力
再
発
見
」
「
森
に
な

っ

た
ま
ち
展

8
2」
「
と

っ
て
お
き
の
新
居
浜
物
語
展
」

な

ど
が
あ
る
。
商
工
会
議
所
で
は
、

会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
の
表

紙
写
真
に
近
代
化
遺
産
や
日
和
佐
初
太
郎
写
真
を
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
取
り
上
げ
、
「
伊
庭
貞
剛
に
学
ぶ
」
「
ま
ち
な
か

博
物
館
」
な
ど
を
連
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
先
人
ゆ
か
り
の
地
へ
の
視
察
研
修
、
広
瀬
宰
平
・

伊
庭
貞
剛
の
足
跡
を
テ

l
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
O
七
年
(
同
十
九
年
)
に
は
、

「と

っ
て
お
き
の
新

居
浜
検
定
本
」
を
発
刊
し
、
今
年
二
月
に
初
の
新
居
浜
検

定
試
験
を
実
施
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
を
楽
し
く

育
て
る
会
で
は
、
お
茶
会
接
待
、
全
国
に
先
駆
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
、
ガ
イ
ド
学
習
な
ど
を
実
施
し
、

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
「
別
子
銅
山
の
あ
ゆ
み
」
を
作
成
し
た
。

『
¥
『
盆
・
銀
・
鍋
ザ
ミ
ッ
ト
」
と

『
〆
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の
創
設

こ
の
よ
う
に
、
新
居
浜
市
で
は
多
様
な
主
体
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年

五
月
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
鉱
山
の
歴
史
を
持
ち
、
世

界
規
模
の
鉱
山
都
市
で
あ
る
金
銀
山
の
佐
渡
市
、
銀
山
の

大
岡
市
、
銅
山
の
新
居
浜
市
の
市
長
が

一
堂
に
集
う
「
金
・

銀
・
銅
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
す
る
。

三
市
は
、

産
業
遺
産
の
保
存
活
用
の
た
め
に
専
門
の
担

当
課
を
設
け
て
お
り
、
サ
ミ

ッ
ト
で
は
各
市
の
保
存
活
用

の
取
り
組
み
を
学
び
、
今
後
の
方
策
を
語
り
、

二
十

一
世

紀
の
新
た
な
連
携
と
交
流
を
図

っ
て
い
く
。

新
居
浜
市
に
残
さ
れ
た
世
界
に
誇
る
別
子
銅
山
産
業
遺

産
を
後
世
に
継
承
し
、
市
民
が
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
が
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
住
民
参
加
型
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
「
あ
か
が
ね
基
金
」
を
創
設
し
、
広

く
市
民
の
浄
財
を
募
り
、
市
民
と
の
協
働
の
下
に
別
子
銅

山
産
業
遺
産
の
保
存
活
用
を
今
後
と
も
積
極
的
に
図

っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

弘主語句2008・4月号21 
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近
代
化
産
業
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

岡
山
市
犬
島

(
掛
ベ
ネ
ツ
セ
コ

l
ボ
レ
l
シ
ョン
)

産
業
遺
産
を
活
か
し
た

ア
i
ト
の
島
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

財
団
法
人
直
島
福
武
美
術
館
財
団

理事長

・

福
武
線
一
郎

ヘ
、
銅
精
錬
所
と
し
て
繁
栄
し
た

f
瀬
戸
内
海
の
小
島

昨
年
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

の
一
つ
と
し
て
、
岡
山
市
犬
島
の
精
錬
所
跡
地
が
認
定
さ

れ
た
。
犬
島
精
錬
所
は

一
九
O
九
年
(
明
治
四
十
二
年
)

に
地
元
資
本
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
、
後
に
藤
田
合
名
会
社

(
現
藤
田
組
)
、
住
友
会
社
(
同
住
友
金
属
)

「
l
幽
・
・

へ
と
経
営
者
を
変
え
な
が
ら
、
銅
の
精
錬

一

国

圃

を
行

っ
て
き
た
が
、
銅
価
格
の
大
暴
落
に

一

也
圃
匝
圃

よ
っ
て
約
十
年
で
操
業
を
終
え
た
と
い
う
。
一

臨
園
調
時

ー

か
つ
て
港
周
辺
に
は
、
社
宅
、
娯
楽
施

心
一

盟

峰

設
が
立
ち
並
ん
で
い
た
が
、
現
在
は
人
口
轟
轟
圏

が
約
六
十
四
人

(
二
O
O
八
年

一
月
末
現

盟

E
畠

在
)
、
平
均
年
齢
が
七
十
五
歳
と
い
う
過
圏
・
司
臨
盟

疎
高
齢
化
の
典
型
の
よ
う
な
瀬
戸
内
海
の

軍
国
曹
曜
樋

島
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
山
県
に
属

E
・
同
意
轟

す
る
唯

一
の
有
人
島
で
も
あ
る
。
こ
の
島

園

惑

に
昨
年
春
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た
新
し
い
ア
l
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
第

一
期
が
、
こ
の
四
月
に
は
竣
工
式
を
迎
え

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
ま
で
瀬
戸
内
海
の
直
島
を
舞
台
に
、

「
ベ
ネ

ッ
セ

ア
l
ト
サ
イ
ト
直
島」

と
し
て
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
、
地
中
美

術
館
、
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
現
代
美
術
の
作
家
、
建

築
家
・
安
藤
忠
雄
さ
ん
と
も
ど
も
進
め
て
き
た
現
代
美
術

に
よ
る
地
域
振
興
だ
が
、
新
た
な
舞
台
と
し
て
、
犬
島
の

再
生
が
始
ま
る
。犬
島
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、

画
・
・
・
園
開
辻
今
か
ら
十
年
近
く
前
に
な
る
。
か
っ

-
-
-
-
-
-
-
-
-圃
唖
闘
剖
ほ
出

ほ
う
ふ
つ

・
・
・
圃
翠
柄
て
の
精
錬
所
を
訪
俳
と
さ
せ
る
煙
突

・
・
・
園
調
副
湘
ゃ
か
ら
み
煉
瓦
な
ど
の
遺
構
に
は
驚

園
園
園
田
闘
盟
ク
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
風
景
を

園
田
園
・
・
・
豊
圏
回
目
闘

工

園
田
F
1
4醐
町

テ

l
マ
と
し
た
ア

l
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

圃
園
圃
圃

F
M
げ
ト
の
構
想
が
湧
き
上
が
っ
た
。

園

田

園

圃

圃

即

直

島

の

ア

l
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

闘
腰
・
圏
圏

時

お
い
て
も
そ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
島

田
園
圏
聞
臨
時

の
振
興
策
、
創
造
性
は
地
元
の
住

盟

闘

園

間

民
か
ら
の
協
力
、
支
援
が
な
け
れ

園
圃
園
園
面
圃
今

“
ば
、
そ
の
地
域
に
根
差
し
た
も
の
に

は
な

っ
て
い
か
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
犬
島

に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
何
度
か
地
元
住
民
に
対
す
る
説
明

会
、
内
覧
会
を
行
っ
て
き
た
。
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私
が
こ
う
し
た
地
域
振
興
に
お
い
て
よ
く
話
す
の
は
、

「在
る
も
の
を
活
か
し
な
が
ら
も
の
を
創
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
「
在
る
も
の
を
壊
し
」
と
い
う
考
え
方
が
日

本
の
こ
れ
ま
で
の
主
流
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の
結

果
、
日
本
の
各
地
域
に
残
る
原
風
景
が
次
第
に
消
え
つ
つ

あ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

-E
¥
「
循
環
型
社
会
」
の
モ
デ
ル
建
築
物
で

，f
島
を
再
生
へ

犬
島
の
場
合
、
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て
認
定
さ

れ
た
こ
と
で
も
分
か
る
が
、
色
濃
く
か
つ
て
の
遺
構
が
あ

り
、
こ
の
ア

l
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
お
い
て
は
、

煙
突
ゃ
か
ら
み
煉
瓦
な
ど
の
遺
産
を
活
か
す
と
と
も
に
、

環
境
に
配
慮
し
た

「循
環
型
社
会
」
の
モ
デ
ル
と
も
な
る

建
築
物
と
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
、

「
北
向
き
傾
斜
住
宅
」
な
ど
通
常
の
考
え

と
は
異
な
り
、
背
面
か
ら
の
光
で
安
定
し
た
採
光
が
得
ら

れ
る
住
宅
他
の
建
築
を
手
が
け
て
き
た
三
分

一
博
志
さ
ん

に
設
計
を
お
願
い
す
る
と
も
に
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学

部
の
協
力
を
得
て
、
植
栽
を
含
め
た
環
境
シ
ス
テ
ム
へ
の

取
り
組
み
な
ど
、
新
た
な
方
法
論
を
導
入
し
た
。
今
後
、

さ
ら
に
こ
の
第

一
期
工
事
に
対
す
る
評
価
や
反
応
を
探
り

な
が
ら
次
の
第
二
期
へ
の
取
り
組
み
も
考
え
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
振
興
に
対
す
る
行
政
各
位
の
支
援
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

ヰ~・ω

犬島精錬所跡地のシンボル、

かつての精錬所の煙突



近
代
製
鉄
発
祥
の
地
で

も
の
づ
く
り
を
継
承

lF岩手県筆石市1
1857年 (安政4年)12月、岩手県釜石市の大橋で、洋式高炉から赤々
とした銑鉄か.流れ出した。この日から釜石は、「鉄のまちjとして幾多の

変遷を経ながら、日本の近代化に貢献してきた。

オランダの書籍で学んだ知識により、洋式高炉で連続出銑に成功した

のは、盛岡藩士大島高任である。この成功には、釜石で産する良質の鉄 近代化産業遺産めぐり (栗林銭座跡)

鉱石の活用のほか、地域の技術、人材が大きくかかわった。挑戦し続け

た地元の技術者、水車を活用して風を送る技術、地写包ふいごの技術、

民間人による資金提供など、困難にチャレンジする、不携不屈の精神を持った多くの人の努力があった。

現存する高炉跡は、橋野地区に国の史跡として残されている。また、市内各所にその時々

の鉄産業にかかわる遺跡が残されている。近代製鉄発祥 150年を迎えた 2007年(平成 19年)
に、近代化産業遺産群に指定された。

釜石の鉄には鑑砲射撃や公害など負の遺産もあるが、150周年記念式典で釜石駅前のモニュ
メン卜に点火した、釜石製銭所高炉の火が象徴するように、市民の心にものづくりの灯がともっ

ている。

小・中学校では、総合的な学習の時間や文化祭、学習発表会を活用した鉄の歴史の学習や

たたら製鉄の体験などを行っている。08年 (同20年)以降は、市内の中学生を対象に製鉄
体験キャンプなどを通して、ものづくりの精神を継承していくことにしている。

市内外の人には、近代化産業遺産めぐり、釜石鉱山坑道見学、クリーンツーリズム体験や「北

の鉄人Jと呼ばれるラグビーなどのスポーツの交流など、脈々と流れるものづくりの精神と交
流を通じて、産業遺産を活用していく。また、チャレンジする精神を発揮し、さらなる産業振

興につなげていくことにしている。

近代製鉄発祥の地・大橋での
たたら製鉄体験

一町

一

戸

諸

問

zj、
一

面
いいう
'
い
も
f
i一

一劃

J

心
海
1

、
-
F
一
ラグビー交流



秋田県小坂町は、青森、岩手、秋田の3県の中心部に位

置し、人口約6，500人、面積178平方キロの小さな町である。

小坂町は、四季を通じて美しい景観をつくる国立公園「十

和田湖」を有し、幕末期から鉱山町として栄えてきた歴史

と文化を持つ町。特に明治末期に建築された「康楽館Jr小
坂鉱山事務所Jn日小坂鉱山病院記念棟jなどの近代化産業
遺産があり、それら遺産とアカシア並木が織り成す「明治

百年通りjは明治の雰囲気を堪能できる。

1910年 (明治 43年)に建築された康楽館は、鉱山に

働く職員の福利厚生施設として建てられ、活用されてきた。

一時、休業状態となっていたが、町が譲り受けて改修を行い、

常設公演の芝居小屋として公開している。全国でも珍しい

和洋折衷造りが特徴で、舞台には伝統的な歌舞伎小屋の仕

掛けが隠されている。現在は、町営の観光施設として常設

公演を行っているほか、年 1回の歌舞伎公演、文楽 ・演劇

公演や歌謡・舞踊の発表会などにも利用されている。

1905年 (同38年)に建築された小坂鉱山事務所は、

日本のかおり百選に選定された明治百年通り 97年 (平成9年)まで小坂鉱山の事務所として使われてき

たが、2001年 (同 13年)に町が譲り受け明治百年通り

に移築し、建築当時の姿に復原した。玄関ホール中央には、

3階まで突き抜ける「らせん階段jカf特徴的で、事務所内は小坂鉱山の文化を展示する

施設として公開している。

両施設は、02年 (同 14年)5月に国の重要文化財の指定を受けた。これまでは観

光スポットが十和田湖、日本滝百選「七滝jのみだったが、町の観光エリアが広がり、

近隣市町村との連携も幅広くなった。

また、これら近代化産業遺産がある明治百年通りには、アカシア並木があるが、景観

をもっと良くすることを目的にフラワーボランティアが立ち上がり、町民などの力によ

りクリスマスロースなどの花を咲かせている。町民にと っても、この通りは町のスロー

ガンの一つである「誇れるまちjになったと実感している。

現在も演劇公演などに使用されている康楽館

|秋田県小坂町 l

明治百年通りに移築、復原された鉱山事務所

純和風建築の康楽館内部

鉱
山
日遺
沼産
宋を
昌利
"用回目

歪て
を
再
現

フラワーボランティア植栽作業

十和田湖



港
発
展
の
建
造
物
を

観
光
に
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

横浜市は 1988年 (昭和
63年)4月、歴史的景観の保

全を目的とした、「歴史を生か

したまちづくり要綱jを制定

した。この要綱の最大の特徴

は、歴史的建造物の「景観上

の価値を大切に考え、外観の

保全を最優先し、内部はむし

ろ積極的に活用することを望

むJという点にある。結果と
して、多くの歴史的建造物が

観光資源として活用されるこ

とにな った。昨年、経済産業

雀が発表した、「近代化産業遺 旧償浜銀行本庖別館 (BankART1929)
産群Jに、横浜市から横浜港
や京浜工業地帯の関連施設など 21件 (一部重複)が認定され
たが、その中でも元来、観光とは無縁であった港の施設が、歴

史的建造物として着目され、観光資源になっているものがある

ので紹介する。

横浜の港周辺は、重工業と流通機能力f集積しているため、あ

まり観光客が近付くことができないような場所が多かった。そ

のイメージを大きく転換したのが、「赤レンガ倉庫Jである。
もともと国の保税倉庫であ ったものを、商業・文化施設へと

転換し、今や横浜を代表する観光資源とな っている。2002年
(平成 14年)4月の開業以来、今年2月までに 3，000万人の
来館を達成している。そのほかにも、「旧横浜船渠第2号ドッ
クjを隣接するランドマークタワーのイベントスペース (ドッ

クヤードガーデン)に、「旧横浜船渠第 1号ドックjを「日本

丸メモリアルパークJ(帆船日本丸を係留)に、また桜木町と
新港地区を結ぶ旧臨港鉄道の跡地を「汽車道プロムナードJに 旧横浜船渠第 1号ド ック (ドックヤードガーデン)
して開放するなど、積極的な活用カ昔、進められてきた。

2009年 (同21年)、 横浜市は開港 150周年を迎える。節
目の年の記念事業として「開港の場」である「象の鼻パークj

の整備など、歴史的建造物を活かした事業も行われている。ま

た、rI日横浜銀行本庖別館Jを文化芸術拠点 iBankART1929J
とするなど、歴史的建造物を文化芸術活動に活用していく動き

も活発化しつつある。こうした事業を契機として、今後とも、

歴史的建造物所有者などの理解を得なカずら、より積極的な歴史

的建造物の保全活用を推進していきたい。

赤レンガ倉庫 旧横浜船渠第 1号ドック
(日本丸メモリアルパーク・帆船日本丸)



合流J点

南禅寺水路閣

| 京都市 J I 
京都市域は平安京以来、千年以上にわたりわが国の首都として栄えて

きた。しかし明治維新後、1869年 (明治2年)に都カf東京へ移ったため、

産業は急激に衰退し、人口も急減した。

衰退していく京都を復興させるため、産業の振興を図ろうと計画されたのが疏水事業で、ある。その目的や規

模の雄大さは当時としては画期的なものだったが、その半面、これに伴う種々の困難や障害も非常に大きなもの

であった。

しかし、事業の主唱者である北垣国道元知事をはじめ、工事を担当した回選朔郎、府市関係者、市民が京都

市の将来を考えて、いかなる困難をも克服して疏水事業を完成させるという一致した決意の下に、この事業が成

し遂げ‘られた。当時、わか、国の重大な工事はすべて外国人技師の設計監督に委ねていた時代にあり、すべて日本

人の手によって行ったわが国最初の大土木事業となった。歴史的変遷に伴い、利水の用途に変更があったものの、

今日においても約 147万市民の上水道の水源や水力発電のほか、多目的利用がなされている。
琵琶湖疏水は、今も京都に琵琶湖の水を供給し続けているとともに、その施設や沿線は、歴史的な風土に溶

け込んだ景観となっている。疏水分線の若王子~銀閣寺道は、現在では「哲学の道jとして多くの市民や観光客

に親しまれ、四季を通じて訪れる人々の心をなごませている。

哲学の道は全長約2キロで、その沿道に桜が471本植えられており、京都有数の桜の名所となっている。樹

齢 50~60 年の木カf多く 、 最近では衰えが目立っ てきた。 琵琶湖疏水を管理する上下水道局疏水事務所は、 哲

学の道の桜並木の適正な整備方法および維持管理方法の確立を図るために桜並木保全および育成マニュアルを作

成し、樹木台帳の作成・整備や土壌の状況把握などの調査を行うとともに、桜の植え替え、桜の生青を考慮して

根の踏み固めの防止や土壌改良を含めた散策路整備を段階的に進めている。

疏水分線「哲学の道jの桜並木は、水路と石畳を主体とした散策路などが地形や沿線の建物など周辺と一体

となった景観を形成している。その調和を重んじながら桜並木の保全・育成を図っていくには、地域住民の理解

と協力が不可欠であることから定期的に懇談会を開催し、散策路整備の基本的な考え方の説明や地域住民の意見

を伺い、地元と連携して散策路整備を行っている。

琵
琶
湖
疏
水
分
線
「
哲
学
の
道
」

桜
並
木
の
保
全
・
育
成

哲学の道 第 1j琉水第一 トンネル
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集

鹿
児
島
市

近
代
化
産
業
遺
産
を
活
用
し
た

市
民
の
地
域
歴
史
の
研
究

近代化産業遺産を活かしたまちづくり

¥
わ
が
国
産
業
近
代
化
の

〆
原
点
と
な
っ
た
集
成
館

薩
摩
藩
主
と
な
っ
た
島
津
斉
彬
は

一
八
五

一
年
(
嘉
永

四
年
)
、
鹿
児
島
城
下
の
磯
を
中
心
に
、
日
本
を
強
く
豊

か
な
固
に
す
る
た
め
の
数
々
の
事
業
に
着
手
し
た
。
そ
の

事
業
は
、
製
鉄
、
造
船
、
造
砲
、
紡
績
、
機
械
、
印
刷
、

出
版
、
通
信
、
教
育
、
製
薬
、
精
糖
、
ガ
ラ
ス
、
ガ
ス
、

医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
単
な
る
軍
事
力
の
強
化
に
と

ど
ま
ら
ず
、
産
業
育
成
や
社
会
基
盤
の
整
備
に
ま
で
及
ぶ

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
内
容
で
あ
っ
た
。

斉
彬
は

一
八
五
八
年
(
安
政
五
年
)
に
急
死
し
た
た
め
、

事
業
は

一
時
的
に
縮
小
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
復
興
さ

れ
た
集
成
館
事
業
で
は
、
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
機
械
を

輸
入
し
て
、
さ
ら
な
る
近
代
化
事
業
を
展
開
し
た
。
そ
の

結
果
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
、

こ
こ
で
産
声
を
上
げ
、
薩
摩
藩
自
体
も
高
水
準
の
科
学
技

術
力
と
設
備
を
備
え
る
藩
に
成
長
し
た
。

そ
の
後
、
集
成
館
の
機
械
工
場
(
一
八
六
五
年
竣
工
)

の
建
物
は
、

一
九
二
三
年
(
大
正
十
二
年
)
に
島
津
家

の
歴
史
資
料
館
・
尚
古
集
成
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

五
九
年
(
昭
和
三
十
四
年
)
に
集
成
館
跡
が
国
の
史
跡
に
、

六
二
年
(
同
三
十
七
年
)
に
は
、
旧
機
械
工
場
が
国
の
重

特集

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

'
ヘ
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

，f
郷
土
歴
史
の
研
究
事
業

し
か
し
、
残
さ
れ
た
史
跡
が
少
な
い
こ
と
や
、
現
在
そ

れ
ら
の
産
業
が
鹿
児
島
に
根
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
集
成
館
事
業
と
地
域
の
か
か
わ
り
が
十
分
に
市
民
に

理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
尚
古
集
成

館
は
二
O
O二
年
(
平
成
十
四
年
)
か
ら
ト
ヨ
タ
財
団
特

定
課
題
「
近
代
化
と
く
ら

し
の
再
発
見
」
の
助
成
を

受
け
、
「
み
ん
な
の
集
成
館
」

と
称
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
集
成
館
事
業
と

日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て

市
民
の
視
点
を
活
か
し
な

が
ら
、
学
術
研
究
者
と
市

民
が
協
力
し
て
調
査
研
究

を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、

四
年
間
の
活
動
の
中
で
延

べ
五
百
人
の
市
民
が
活
動

に
参
加
し
た
。

さ
ら
に

O
七
年
(
同
十
九

年
)
度
は
、
文
化
庁
芸
術
拠
点
形
成
事
業
の
助
成
を
受
け
、

「
篤
姫
子
ど
も
塾
」
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
も
な
っ
た
篤
姫
と
い
う
歴
史
上
の

人
物
の
視
点
で
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
鹿
児
島
を
再
発
見

し
よ
う
と
い
う
活
動
で
あ
り
、
半
年
間
の
調
査
を
経
て
、

子
供
の
視
点
を
活
か
し
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
し
た
。

O
八
年
(
同
二
十
年
)
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
活

用
し
た
事
業
を
計
画
中
で
あ
る
。

み
ん
な
の
集
成
館
の
市
民
研
究
で
最
も
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
の
が
、
水
路
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
っ
た
。
集
成

館
事
業
の
動
力
と
な
っ
た
水
路
は
、
磯
地
区
の
背
後
八
キ

ロ
に
も
わ
た
る
広
大
な
地
域
を
巻
き
込
ん
で
い
る
が
、
こ

の
水
路
は
同
事
業
の
た
め
だ
け
に
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
既
に
あ
っ
た
設
備
を
整
備
・
活
用
し
て
集
成
館
に
水

を
も
た
ら
し
、
並
行
し
て
近
隣
の
水
田
に
も
分
水
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
水
路
は
現
在

も
な
お
、
水
田
の
瀧
蹴
用
水
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
続
け
て
い
る
。

尚
古
集
成
館

H干
廿
一
台
貝

• 寺
尾
美
保

集
成
館
事
業
が
、
そ
の
土
地
に
古
く
か

ら
あ
っ
た
技
術
や
施
設
を
有
効
に
活
用
し

た
事
業
で
あ
る
こ
と
を
、

一
つ
一
つ
の
事

例
ご
と
に
徹
底
的
に
探
求
し
て
い
く
こ
と

が
、
同
事
業
が
日
本
史
の

一
ペ
ー
ジ
を
飾

る
歴
史
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
に
根
差

し
た
「
わ
た
し
た
ち
の
歴
史
」
で
あ
る

こ

と
を
市
民
が
確
認
す
る
重
要
な
要
素
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
集
成

館
事
業
を
底
辺
で
支
え
た
の
が
、
文
献
に

は
記
録
さ
れ
な
い
多
く
の
地
域
住
民
の
力

の
結
集
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
こ
れ
ら
の

研
究
は
市
民
の
力
に
よ
っ
て
こ
そ
解
明
可

能
な
テ

l
マ
で
あ
る
と
思
う
。

水路の調査風景

半 }::匂27 2008' 4月号
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長
崎
市

経
済
大
国
の
原
点

「
軍
艦
島
」
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

新
し
い
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
期
待

¥
、
世
界
に
聞
か
れ
た
窓
口
・

f
交
流
拠
点
と
し
て
発
展
し
た
長
崎

長
崎
市
は

一
五
七

一
年
の
開
港
以
来
、
海
外
と
の
交
流

拠
点
と
し
て
発
展
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
市
内
各
所
に
残

さ
れ
た
唐
寺
や
中
華
街
、
グ
ラ
パ

l
園
や
大
浦
天
主
堂
な

ど
、
長
崎
の
異
国
情
緒
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
世
界
と
の
交
流
を
通
じ
も
た
ら
さ
れ
た
最

た
る
も
の
は
、
西
洋
の
新
し
い
科
学
や
技
術
で
あ
り
、
日

本
の
産
業
は
長
崎
を
舞
台
に
展
開
し
た
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

'
¥
八
幡
製
鉄
所
向
け
原
料
炭
を
供
給
し
た

，f
海
底
炭
鉱
の
島

こ
の
こ
と
は
、
長
崎
市
に
残
さ
れ
た
日
本
の
近
代
化
の

れ
い禦
明
期
を
象
徴
す
る
た
く
さ
ん
の
産
業
遺
産
が
物
語
っ
て

お
り
、
軍
艦
島
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
圧
倒
的
な
存
在
感

を
示
し
て
い
る
。

軍
艦
島
と
は
、
長
崎
港
か
ら
南
西
約
十
九
キ
ロ
の
海
上

に
浮
か
ぶ
孤
島
「
端
島
」
の
通
称
で
あ
る
。
端
島
で
石
炭

が
発
見
さ
れ
た
の
は

一
八

一
O
年
だ
っ
た
が
、

一
八
九

O

年
(
明
治
二
十
三
年
)
か
ら
は
、

コ
一
菱
の
経
営
に
よ
っ
て

• 田
上
富
久

長
崎
市
長

主
に
八
幡
製
鉄
所
向
け
製
鉄
用
原
料
炭
を
供
給
し
、
日
本

の
近
代
化
を
支
え
て
き
た
海
底
炭
鉱
の
島
で
あ
る
。

当
初
、
こ
の
島
は
草
木
の
な
い
水
成
岩
の
瀬
に
す
ぎ
な

か
っ
た
が
、
採
掘
技
術
の
発
達
と
と
も
に
、
島
の
周
辺
を

埋
め
立
て
な
が
ら
護
岸
堤
防
の
拡
張
が
繰
り
返
さ
れ
、
南

北
約
四
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
百
六
十
メ
ー
ト
ル
と

い
う
現
在
の
島
の
形
状
に
な
っ
た
。

司
、
現
代
の
都
市
構
造
の

F
f
先
駆
け
と
な
る
遺
産
が
集
積

炭
鉱
の
開
発
と
併
せ
て
従
業
員
の
た
め
の
住
宅
の
整
備

も
蝶
ん
に
行
わ
れ
、

一
九

一
六
年
(
大
正
五
年
)
に
日

本
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
層
ア
パ
ー
ト
を
皮
切
り

に
次
々
と
高
層
ア
パ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
た
。
島
内
に
は
学

校
、
郵
便
局
、
派
出
所
、
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
を
は
じ

め
、
映
画
館
、
市
場
、
商
庖
な
ど
の
利
便
施
設
や
寺
社
な

ど
も
整
え
ら
れ
、
最
盛
期
の
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
人
口

が
五
千
人
以
上
と
な
り
、
人
口
密
度
は
ま
さ
に
世
界

一
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
転
換
に
よ
り

一
九
七
四
年
(
昭
和
四
十
九
年
)

一
月
に
閉
山
。
同
年
四

2008・4月号 28 

総合事務所跡

ぬ脳匂

月
に
は
無
人
島
と
な
っ
た
が
、
島
内
に
林
立
す
る
建
築
物

ゃ
、
子
供
た
ち
が
緑
と
接
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
日
本

初
と
も
言
わ
れ
る
屋
上
緑
化
、
水
道
水
を
確
保
す
る
た
め

に
高
島
と
と
も
に
敷
設
さ
れ
た
海
底
送
水
管
な
ど
、
日
本

の
最
先
端
の
技
術
が
次
々
と
取
り
入
れ
ら
れ
た
居
住
環
境

は
、
ま
さ
に
現
代
の
都
市
構
造
の
先
駆
け
で
あ
る
。

-園
、
上
陵
用
施
設
と
見
学
場
所
の

p
f
整
備
な
ど
を
予
算
化

こ
の
よ
う
な
産
業
遺
産
が
、
教
育
資
源
あ
る
い
は
観
光

資
源
と
し
て
、
近
年
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
軍
艦
島
に

対
す
る
市
民
や
観
光
客
の
関
心
は
高
い
。
長
崎
市
で
は

二
O
O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
一
月
四
日
の
旧
高
島
町
ほ

か
五
町
と
の
編
入
合
併
を
機
に
、
軍
艦
島
保
存
活
用
に
つ

い
て
の
検
討
を
開
始
し
た
。
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検
討
の
結
果
、
端
島
の
苛
酷
な

自
然
環
境
並
び
に
常
時
の
維
持
管

理
が
不
可
能
な
状
況
か
ら
、
建
物

の
劣
化
を
止
め
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
た
め
、
端
島
(
軍
艦

島
)
に
つ
い
て
は
、
風
化
の
過
程

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
る
活
用
を
図

る
こ
と
に
し
た
。
見
学
者
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
最
小

限
の
上
陸
用
施
設
、
見
学
通
路
お

よ
び
見
学
場
所
の
整
備
な
ど
を
実

施
す
る
事
業
を

O
七
年
(
同
十
九

年
)
に
予
算
化
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
端
島
(
軍
艦
島
)
を
含
む
産
業
遺
産
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
広
域
的
な
取
り
組
み
も
併
せ
て
推
進
中
で
あ

る
。
O
六
年
(
同
十
八
年
)
九
月
に
、
世
界
遺
産
の
国
内

候
補
の
選
定
が
地
方
自
治
体
か
ら
の
公
募
方
式
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
市
は
九
州
・
山
口
の
六
県
八
市
と
共
同
し

て
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
を
文
化
庁
に

提
案
し
た
。

門
(
世
界
遺
産
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

こ
の
提
案
は
、
非
西
欧
世
界
に
お
い
て
近
代
化
の
先
駆

け
を
な
し
た
経
済
大
国
日
本
の
原
点
を
訪
ね
、
語
り
継
ぐ

上
で
、
極
め
て
重
要
な
産
業
遺
産
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

提
案
書
の
う
ち
、
長
崎
市
に
所
在
の
も
の
は
「
旧
グ
ラ
パ

l

住
宅
」
「
小
菅
修
船
場
」
の
ほ
か
、
高
島
地
区
の
「
北
渓

井
坑
跡
」
「
端
島
炭
坑
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
日
本
の
近

代
化
を
支
え
た
産
業
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。

同
庁
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
こ
の
提
案

は
継
続
審
査
案
件
と
な
っ
た
が
、
そ
の
価
値
が
国
内
に
お

い
て
も
な
ん
ら
遜
色
の

な
い
こ
と
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
世
界
遺

産
へ
の
大
き
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
し
て
、
本
市
の

産
業
遺
産
を
全
国
に
示

し
た
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
内
容
を
さ
ら
に

精
査
の
上
、

O
七
年
(
同

十
九
年
)
度
に
お
い
て

も
、
関
係
の
県
や
市
と

と
も
に
同
庁
に
提
案
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
お
い
て
も
、
産
業
遺
産
の
活
用
に
よ
る

地
域
振
興
を
促
進
し
よ
う
と
、
産
業
遺
産
の
認
定
制
度
を

立
ち
上
げ
、
昨
年
十

一
月
三
十
日
に
第
一
回
目
の
認
定
式

が
行
わ
れ
た
。
長
崎
市
か
ら
は
日
本
の
石
炭
産
業
の
歩
み

を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
で
あ
る
高
島
の
「
北
渓
井
坑
」

や
「
石
炭
資
料
館
の
所
蔵
物
」
、
そ
し
て
端
島
な
ど
が
選

ば
れ
て
い
る
。

端島の目抜き通り昭和 36年頃の端島

(
新
し
い
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献

地
元
に
お
い
て
も
、
高
島
を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る

趣
旨
か
ら
、
交
流
人
口
の
増
大
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
地
元
有
志
が
高
島
観

光
の
目
玉
と
し
て
実
施
中
の
「
軍
艦
島
・
高
島
巡
遊
」
は
、

数
あ
る
「
長
崎
さ
る
く
」
コ

l
ス
の
中
で
も
予
想
を
上

回
る
人
気
コ

l
ス
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
集
客
効
果
は

過
疎
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

産
業
遺
産
は
近
代
日
本
を
築
い
た
先

人
の
ま
さ
に
足
跡
で
あ
り
、
日
本
の
近
代
化
は
先
駆
者
た

ち
の
努
力
と
汗
、
犠
牲
が
払
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

長
崎
市
と
し
て
も
、
産
業
遺
産
と
向
き
合
う
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
普
段
見
慣
れ
た
は
ず
の
地
域
へ

の
新
た
な
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
遺
産
が
後
世
を
担
う
人
々
へ
問
い
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
。
ふ

る
さ
と
長
崎
の
ま
ち
づ
く
り
。
に
資
し
て
ま
い
り
た
い
。

昭和35年頃「地獄段j付近

地届;ω

現在の「地獄段j
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地
域
活
性
化
の
捲
進
と

近
代
化
産
業
遺
産
の
価
値

わ
が
国
は
幕
末
・
明
治
維
新
以
降
、
わ
れ

わ
れ
の
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
数
々
の

困
難
を
乗
り
越
え
、
他
国
に
例
を
見
な
い
ス

ピ
l
ド
で
産
業
の
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
。

地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
上
で
も
、

地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
存
在
す
る

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
地
域
の
活
性
化
を

達
成
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
担

、
っ
地
域
の
人
々
が
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越

ぇ
、
わ
が
国
産
業
の
近
代
化
を
達
成
し
た
先

人
た
ち
の
歩
み
、
特
に
地
域
の
先
人
た
ち
の

歩
み
で
あ
る
「
過
去
」
を
知
り
、
そ
れ
を
受

け
継
ぐ
「
今
」
に
自
信
を
持
ち
、
そ
の
自
信

を
「
未
来
に
向
か
う
活
力
」
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

各
地
に
は
、
幕
末
・
明
治
維
新
か
ら
戦
前

ま
で
の
わ
が
国
近
代
化
産
業
遺
産
の
発
展
に

尽
く
し
た
地
域
の
先
人
た
ち
の
歩
み
を
そ
の

遺
構
な
ど
の
中
に
と
ど
め
る
多
く
の
近
代
化

産
業
遺
産
(
「
回
目
コ

g
胃

富
。
内
田
市
門
口
町
三
一
。
ロ
」
)
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

o 
........ 

]
[
コ
己
己
的
門
H

・』白一

」
れ
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
困

難
や
課
題
を
乗
り
越
え
た
先
人
た
ち
の
歩
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
近
代
化
産
業

遺
産
の
有
す
る
価
値
に
改
め
て
光
を
当
て
、

普
及
を
図
り
、
地
域
の
人
々
の
問
で
の
共
有

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
く
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

産
業
遺
産
活
用
委
員
会
の
設
置
と

「
近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」
の
作
成

近
代
化
産
業
遺
産
は
、
世
界
遺
産
の
候

補
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

一
部
を
除
き
、

見
し
て
そ
の
価
値
が
人
々
に
伝
わ
る
も
の
は

多
く
な
い
。
優
れ
た
価
値
を
有
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
価
値
が
顧
み
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
単
な
る

一
昔
前
の
製
造
設
備
と

し
て
破
却
さ
れ
た
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
近
代
化
産
業
追
産
の
価
値
は
、

個
々
の
遺
産
単
体
で
は
伝
わ
り
難
く
、
他
の

関
連
す
る
遺
産
と
併
せ
て
、
産
業
史

・
地
域

史
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
軸
に
整
理

・
編
集
し
、

当
該
近
代
化
産
業
遺
産
が
産
業
史
・
地
域
史

の
上
で
来
た
し
た
役
割
や
、
そ
れ
が
象
徴
す

る
先
人
た
ち
の
物
語
を
明
確
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
初
め
て
そ
の
価
値
の
普
及
な
ど
が
効

産
群
ね
」

果
的
に
な
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
、
経
済
産
業

省
で
は
昨
年
四
月
十
日
、
近
代
化
産
業
遺
産

に
造
形
の
深
い
十
三
人
で
構
成
す
る
「
産
業

遺
産
活
用
委
員
会
(
座
長

西
村
幸
夫
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

・
工
学
部
都
市

工
学
科
教
授
)
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

五
月
に
は
公
募
に
よ
り
、
各
地
域
か
ら
先
人

の
歩
み
を
象
徴
す
る
近
代
化
産
業
遺
産
を
募

集
し
、
同
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
通
じ
て
、

こ
れ
ら
を
価
値
の
普
及
な
ど
が
効
果
的
に
な

さ
れ
得
る
形
に
整
理
・
編
集
し
、
地
域
に
再

提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

産
業
遺
産
活
用
委
員
会
は
設
置
以
来
、

十
月
二
十
五
日
の
最
終
回
ま
で
、

四
回
に
わ

た
っ
て
審
議
を
行
い
、
ま
た
、
東
北
、
北
関

束
、
中
部
、
近
畿
、
中
閏

・
四
国
、
九
州
の

六
地
域
に
お
い
て
近
代
化
産
業
遺
産
を
実
地

に
調
査
し
、
産
業
史

・
地
域
史
の
ス
ト

l

リ
ー
を
軸
に
相
互
に
関
連
す
る
複
数
の
近
代

化
産
業
遺
産
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
三
十

の
近
代
化
産
業
遺
産
群
(
「
お
出
向
江
円
高
巾

(VO
D
m
E一色。
E
E
E
2
E
g
z
oコ
」
)
を
作

成
し
た
。

経
済
産
業
省
地
域
経
済
産
業
政
策
課

な
お
、
本
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」
の

作
成
は
、
近
代
化
の
産
業
史

・
地
域
史
や
近

代
化
産
業
遺
産
を
網
羅
的
に
整
理
し
た
り
、

取
り
上
げ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
で

文
化
的
優
劣
な
ど
を
判
定
す
る
趣
旨
の
も
の

で
は
な
く
、
各
地
域
に
お
け
る
遺
産
の
価
値

の
普
及
を
可
能
な
限
り
進
め
る
観
点
か
ら
行

う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
産
業
逃
産

群
の
作
成
は
、
応
募
が
あ
っ
た
遺
産
を
中
心

と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
取
り

入
れ
る
形
で
行
っ
た
。

地
域
活
性
化
に
役
立
つ

近
代
化
産
業
遺
産
の
認
定
と
充
実

「
近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」
を
構
成
す
る

個
々
の
産
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
存

活
用
を

一
一m進
め
る
観
点
か
ら
、
所
有
者
の

同
意
の
下
、
経
済
産
業
省
と
し
て
認
定
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
証
す
る
プ
レ
ー
ト
を
贈

呈
す
る
こ
と
と
し
た
。
当
該
認
定
は
、
認
定

さ
れ
る
近
代
化
産
業
遺
産
が
、
地
域
活
性
化

に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
当
省
と
し
て

認
め
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

認
定
証
お
よ
び
プ
レ
ー
ト
の
授
与
は

十

一
月
三
十
日
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
(
こ
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の
更
な
る
充
実
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う

れ
自
体
も
認
定
対
象
で
あ
る
)
に
お
い
て
、

に
、
同
遺
産
群
の
作
成
は
、
近
代
の
産
業
史

「
地
域
活
性
化
に
役
立

つ
近
代
化
産
業
遺
産

地
域
史
や
そ
れ
を
構
成
す
る
近
代
化
産
業
遺

認
定
証

・
プ
レ
ー
ト
授
与
式
」
を
開
催
し
、

産
を
網
羅
的
に
収
集

・
記
述
す
る
こ
と
を
目

噌
」
ふ
・晶
、

l
l
 

実
施
し
た
。
ま
た
同
日
、

当
該
授
与
式
の
後

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
の
近
代
化

的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
適
切
な
管
理

の
下
、
近
代
化
産
業
遺
産
の
活
用
な
ど
を
担

産
業
遺
産
の
保
存

・
活
用
に
つ
い
て
、
内
外

う
地
域
の
人
々

の
手
で
、
軸
と
な
る
ス
ト
l

L
山
出

J

、司。

+
H
I
L
J
J
 

の
有
識
者
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
実

リ
!
の
肉
付
け
や
後
世
の
産
業
遺
産
の
追
加

が
適
宜
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

地
域
活
性
化
に
役
立
つ
近
代
化
産
業
遺
産

認
定
後
の
施
策
と
し
て
は
、

第

一
に
今
回
策

が
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

定
し
た

「近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」
の
更
な

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域

の
人
々

る
普
及
の
観
点
か
ら
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通

が
自
ら
の
手
で
当
該
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
の

じ
て
こ
れ
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
こ
と
を
考

継
続
的
な
追
加

・
改
訂
な
ど
を
な
し
得
る

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
雑
誌
で
の
紹
介

者一

E
U巾
全
白

(
※
)

記
事
の
連
載
や
書
籍
化
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

の
よ
、
つ
な
シ
ス
テ
ム
に

二
つ
目
は、

「
近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

近代化産鎌遺産群33に係るストーリー及び傭成温度

1: タイトル

1 『近代世術a入事始め』海防を目的とした近代聾明期の控術場入の歩みを物語る近代化産業遺産軒
2 置米園田に比肩する近代造船聾障畳の事みを物商品近代化産車遺産群

3 量掴の国産化に向けた近代型蝕重量贋の歩みを物自る近代化産量週産群

4 直造物の近代化に貢献した泰煉互生産などの歩みを物語る近代化産業員量産群

5 外貨檀得と近代日本の田陣化に貢献した観光直薬草創期の歩みを物I!る近代化産業i量産群

6 賓が由の近代化を支えた北海道産匝地戚の歩みを物I!る近代化産寮遺産群

7 北海道における近代塵集宜品加工業主どの聾置の歩みを物語る近代化産業遺産鶴

8 洋組の圃向自桔を目指し北高直へと贋開した盟組業の歩みを物語る近代化産量遺産群

9 有量の壷皿供鎗車として近代化に買離した車北地方の鉱業の歩みを物1&る近代化産業i量産群

10 軍埠工象地帯の重工寮化と地調院の紘膏垂直を支えた常磐地域の革工黛の歩みを物語る近代化産業遺産群

11 新温t;.ど聞東甲慣陣地峨で始まった賓が園近代右油産集の歩みを物括る近代化産業遺産群

12 輯繍出立どによる近代化への買献と公害対置への取組みに毘る足尾銅山の歩みを物語る近代化産業遺産稼

13 IIよ州から慣州そして圭園へ』近代製糸寮尭里の歩みを物語る富岡製糸場などの近代化産業遺産群

14 I 1賀畠立国の原点』構揖理費皿の歩みを糊曲る近代化産量遺産群

15 量れた生産体制等により支えられる両毛地織の絹織物象の歩みを物語る近代化産業遺産群

16 量しい産地問闘争等在通じ近代産量へと尭贋した利椙川高緩等の薗造業の歩みを物商品近代化産業遺産務

17 I 1量工象化のフロントランナー1車浜工章雄傷尭置の歩みを物語る近代化重量遺産群

18 官民の膏力により結実した聞東甲信越地械などにおけるワイン製造車の歩みを物語る近代化車業遺産群

19 近代控衡による増置を連躍し曹が国近代化に貢献した佐車、圃生両植山の苦みを物語る近代化産業遺産群

20 近世の量調や中田崎モノづ〈りを支えたゆ銅山岳地域の電車開尭の歩みを物商品近代化産業量産群

21 賓が国モノづ〈りの中線を担い輔lずる<1>1¥1地婦の織雄工業。檀繊工寮の歩みを物語る近代化産祭壇藍欝

22 『羽二置から人絹へ』斬た'iニーズに慎み続けた掴弁県などの織物工象の歩みを物語る近代化産量遺産群

23 繍出製品開葺や国肉需要値大による中御.近値 山障の膏薬近代化の歩みを物商品近代化産車通産群

24 東省引こおける産業の近代化の多みを物商品琵琶瑚腕水などの近代化産業量産群

25 費が園鉱象近代化のモデルと拡った生野植山主どにおける極集の事みを物崎る近代化産業遺産群

26 『軽工業から重工車へ河岸部から趨海部へ』匝神工業地帯尭里の歩みを物商品近代化産業遺産群

27 商.買島港として尭厘し銭ける縛p港の歩みを物語る近代化産量遺産酔

28 白旗覇盟遭集の近代化を.引した轟伏見等の薗査察の歩みを物IH>近代化産集遺産群

29 『車洋のマンチェスター』大匝と西日本番地における納産量尭腫の事みを物I!る近代化産業遺産酔

30 酬と繍々な聞わりを4奪回がら柳田の圃生置を支えた調p向の嗣山の歩みを物商品近代化蹄遺産群 | 

31 献酬の鮒!こ応じた近代輔の羽川ど九州・山口問農産業輔の抽開1&る近代価制醐 | 
32 九州爾舗における重量割出と』れを支えた電車開発物車輸送の歩みを物商品近代化産集遺産11

33 近代の搾蝿蛙済に貢献した 12つの黒いダイヤ』組織、 E鹿両産量の歩みを物語る近代化産車遺産群

ま
た
、

「
近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」
以
外

の
新
た
な
近
代
化
産
業
遺
産
群
も
作
成
す
る

」
と
を
考
え
て
い
る
。
今
凶
の
産
業
遺
産
活

用
委
員
会
で
の
審
議
に
お
い
て
も
、
例
え
ば

鉄
道
関
連
、
港
湾
関
連
、

工
作
機
械
関
連
な

ど
コ
一十
三
以
外
の
遺
産
群
の
作
成
に
つ
い
て

も
、
今
後
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
念
頭
に
世
き
つ

つ
今
後
、
新
た
な
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
作

成
に
向
け
た
公
募
な
ど
の
進
め
方
に

つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

近
代
化
産
業
遺
産
群
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
策
定
の
必
要
性

「近
代
化
産
業
遺
産
群
お
」
の
普
及
や
充

実
な
ど
に
加
え
、

来
年
度
に
お
い
て
は
、
同

遺
産
群
を
ベ

l
ス
と
し
て
活
用
し
つ
つ
、
近

代
化
産
業
遺
産
の
保
存
に
向
け
、
遺
産
群
を

活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
策
定
な
ど
に

関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
も

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

近
代
化
産
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
先
人

た
ち
の
歩
み
を
象
徴
す
る
点
で
、
地
域
活
性

化
の
観
点
か
ら
重
要
な
価
値
を
有
す
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
直
ち
に
文
化
財
と
し
て
の
評

価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
多
く

存
在
す
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
近
代

化
産
業
遺
産
の
保
存
に
向
け
て
は
地
域
が
遺

産
を
活
用
し
、
そ
の
対
価
を
得
、
こ
れ
に
よ

り
自
立
的
・
持
続
的
な
保
存
が
な
さ
れ
る
よ

う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
近
代
化
産
業
遺
産
を

「
学
び
」

の
対
象
と
し
て
活
用
し
、
保
存
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
た
場
合
、
そ
の

「学
び
」
の
提
供

は
、
対
側
を
得
ら
れ
る
ハ
イ

・
ク
オ
リ
テ
ィ

の
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
た
め
に
は
相
互
に
関
係
の
深
い
近
代
化
産

業
遺
産
を
有
す
る
地
域
の
大
学
、
研
究
所
、

地
域
史
家
な
ど
が
広
域
的
に
連
携
し
て
、
各

遺
産
に
関
す
る
情
報
を
地
域
史

・
産
業
史
の

ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
い
、
体
系
的
な
ま
と
ま
り

を
も

っ
て
学
習
者
に
分
か
り
ゃ
す
い
形
で
提

供
し
て
い
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
形
成
す

る
必
要
が
あ
る
。

他
方
、
保
存
自
体
に

つ
い
て
も
、

地
域

に
お
い
て
は
厳
密
に
保
存
す
べ
き
も
の
と
必

要
な
手
を
加
え
別
用
途
に
利
活
用
す
べ
き
も

の
な
ど
の
仕
分
け
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
ケ

l
ス
も
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
保
存
に
係
る
負
担
感
か
ら
、
か
え

っ
て

保
存
が
進
ま
な
い
場
合
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
代
化
産
業
遺
産

の

保
存
は
、
保
存
の
費
用
対
効
果
や
活
用
事
業

の
採
算
性
を
念
頭
に
置
い
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
近
代

化
産
業
遺
産
群
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
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住
む
人
が
「
い
い
な
あ
」
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り

陸
奥
湾
に
突
き
出
た
夏
泊
半
島
の
付
け
根

に
あ
る
青
森
市
浅
虫
地
区
は
、
自
然
豊
か
な

温
泉
街
だ
。
か
つ
て
は
、

全
国
か
ら
も
観
光

客
が
訪
れ
に
ぎ
わ

っ
た
が
、
近
年
は
観
光
客

が
滅
り
、
少
子
高
齢
化
も
全
国
平
均
よ
り
数

年
早
く
進
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
化
率
、

独
居
高
齢
者
割
合
は
、
市
平
均
の
お
よ
そ
二

倍
に
達
す
る
な
ど
、
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て

い
る
。
そ
ん
な
浅
虫
地
区
に
、
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
に
励
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
の

N
P
O
法
人

「活
き
粋
あ
さ
む
し
」
が

あ
る
。
三
上
公
子
事
務
局
長
に
話
を
伺
っ
た
。

地
域
の
交
流
・

i圭虫地区の伝統料理水団定食

く
り
の
場

「
浅
め
し
食
堂
」

「
浅
め
し
食
堂
」
は
、

J
R
浅
虫
温
泉
駅
近

く
で
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
昼
食
時
間

帯
の
二
時
間
、
営
業
と
弁
当
の
配
達
を
行
う
。

年
間
利
用
者
は
、
延
べ

一
万
二
千
人
。
こ
こ
が
、

N
P
O
活
き
粋
あ
さ
む
し
の
活
動
拠
点
だ
。

メ
ニ
ュ
ー
(
定
食
)
は
、
浅
虫
の
郷
土
料

す
い
と
人

理
で
あ
る
じ
ゃ
が
い
も
の
水
団
を
メ
イ
ン
と

し
た
定
番
の
定
食
、
そ
れ
に
日
替
わ
り
と
週

替
わ
り
の
定
食
の
三
種
類
。
す
べ
て
、

N
P

O
の
自
家
農
園
で
栽
培
し
た
低
農
薬
の
新
鮮

な
野
菜
を
使
っ
た
手
作
り
だ
。
医
師
と
栄
養

士
が
六
百
五
十
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
四
グ
ラ
ム

以
下
に
な
る
よ
う
管
理
し
、
バ
ラ
ン
ス
に
も

配
慮
し
て
い
る
。

あ
い
に
く
取
材
に
伺
っ
た
日
は
、

警
報
が

で
る
ほ
ど
の
強
風
で
、
ま
と
も
に
歩
け
な
い
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悪
天
候
。
普
段
の
昼
時
は
、
地
域
住
民
や
旅

館
の
従
業
員
、
さ
ら
に
近
隣
の
町
か
ら
も
人

が
訪
れ
る
ほ
ど
盛
況
だ
が
、

当
日
の
来
庖
は

入
れ
替
わ
り
の
数
人
ぐ
ら
い
。
し
か
し
、
そ

ん
な
悪
天
候
で
も
、
週
の
半
分
は
昼
食
を
同

食
堂
で
取
る
と
い
う
近
所
の
高
齢
者
が
三

人
、
い
つ
も
の
席
に
座
っ

て
食
事
を
し
て
い

た
。「
い
つ
で
も
五
百
円
で
栄
養
満
点
の
暖
か

い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
。
家
で
は
寂
し
い
け

ど
、
こ
こ
で
は
暖
か
い
雰
囲
気
が
あ
り
、

会

話
も
弾
む
。
あ
り
が
た
い
場
所
だ
ね
・
・
・

。
」

浅
め
し
食
堂
は
、
「
地
域
の
憩
い
の
場
」「
健

康
づ
く
り
の
場
」「一
雇
用
創
出
の
場
」「
地
産

地
消
の
場
」
と
し
て
、
地
域
に
と

っ
て
大
き

な
存
在
で
あ
る
。

地
域
の
伝
統
料
器
保
欝
芝
高
齢
者
の
交
流

一緩
め
注
食
堂
」
の
経
緯

浅
虫
地
区
に
は
、
海
と
山
の
恵
ま
れ
た
自

然
か
ら
の
豊
か
な
食
材
を
使
っ
た
伝
統
料
理

や
ユ
ニ
ー
ク
な
家
庭
料
理
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

煮
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
片
栗
粉
を
加
え
て
作
る

「じ
ゃ
が
い
も
水
団
」、
地
元
で
採
れ
た
栗
を

使
っ
た
架
ご
飯
、
う
る
ち
米
で
作
る

「
が
つ

ば
ら
餅
」
な
ど
。

理
事
長
の
石
木
基
夫
さ
ん
が
浅
虫
で
開

業
し
て
い
る
医
院
に
は
、
そ
ん
な
伝
統
料

理
な
ど
を
高
齢
者
た
ち
が

「
こ
れ
お
い
し
い

よ
」
と
差
し
入
れ
し
て
く
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
し
か
し
、
石
木
理
事
長
、
そ
し
て
同

夫
人
で
も
あ
る
三
上
事
務
局
長
は
、
高
齢
者

が
亡
く
な

っ
た
り
、

子
供
が
住
む
他
地
区
に

移
っ
た
り
し
て
、
こ
れ
ら
貴
重
な
料
理
が
次

世
代
に
伝
承
さ
れ
な
い
現
状
に
危
ぐ
を
強
め

て
い
た
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
味
気
の
な
い
科

学
調
味
料
や
冷
凍
食
品
し
か
知
ら
な
い
世
代

ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
」
・
・
・

。

村川副理事長 (左端)と楽しく語らう常連の高齢者たち
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二
O
O
三
年
、
地
区
の
高
齢
者
か
ら
レ

シ
ピ
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
数
カ
月
後
、
約

三
十
種
類
の
料
理
を
レ
シ
ピ
集
と
し
て
ま
と

め
た
。
そ
の
レ
シ
ピ
集
は
、
浅
虫
の
料
理
、

ご
は
ん
だ
か
ら

「浅
め
し
」
と
名
付
け
、
地

区
の
小
学
校
に
高
齢
者
な
ど
を
招
き
、

一
日

限
り
の
食
堂
「
浅
め
し
食
堂」

と
題
し
た
試

食
会
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
は
、
大
好
評
だ
っ
た
。
そ
こ
で

あ
る
高
齢
者
が
つ
ぶ
や
い
た
。
「
こ
ん
な
に
楽

し
く
話
し
な
が
ら
食
べ
て
、
笑

っ
た
の
は
何

年
ぶ
り
だ
ろ
う

・
・
・
・

」。
当
初
、
地
元
の

お
い
し
い
料
理
を
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う

単
発
の
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
が
、
こ
の

一
言
が

浅
め
し
食
堂
常
設
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

三
上
さ
ん
は
、

「従
来
か
ら
、

高
齢
者
が
集

え
る
場
所
は
あ
っ
た
も
の
の
、
高
齢
者
の
利

用
し
か
な
い
場
所
で
あ

っ
た
た
め
、
交
流
が

少
な
く
活
気
が
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

地
域
の
誰
で
も
が
暖
か
い
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
、

お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
。
浅

め
し
食
堂
を
常
設
に
し
よ
う
。
今
、
浅
虫
に

必
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
だ
!
」
と
思
っ
た
。



. 地域づくり団体探訪

経
産
省
の
モ
デ
持
事
欝
認
定
と

4
桁
注
な
雇
用
の
創
出

活
き
粋
あ
さ
む
し
は
、
思
い
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に

一
気
に
動
き
出
し
た
。
「
懐
か

し
く
、
温
か
く
て
、
お
い
し
い
も
の
を
出
す
」

「
高
齢
者
が
毎
日
食
べ
ら
れ
る
値
段
で
、
栄

養
が
あ
る
」
「
暖
か
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
食
堂
事
業
計
画
を
立

て
、
経
済
産
業
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
申

請
し
た
。

競
争
率
数
十
倍
の
難
関
を
ク
リ
ア
し
、

補
助
金
で
、

N
P
O
法
人
の
事
務
所
を
改
装

し
た
。
補
助
金
だ
け
で
は
足
り
な
い
改
装
費

用
約
百
万
円
は
、
同
理
事
長
個
人
が
負
担

し
、
試
食
会
か
ら
七
カ
月
後
の

O
三
年
十
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

当
初
は
週

三
日
の
営
業
で
、
レ
シ
ピ

集
の
料
理
を
中
心
と
し
た
日
替
わ
り
メ

ニ
ュ
ー
限
定
の

三
十
食
だ
け
の
ス
タ

ー
ト

だ
っ
た
。
近
所
の
高
齢
者
は
す
ぐ

に
常
連
と
な
り
、
地
域
の
多
く
の

住
民
か
ら
「
毎
日
食
べ
た
い
。
地

域
の
料
理
以
外
も
食
べ
た
い
」
の

声
も
多
く
、
営
業
日
を
週
六
日
に

増
や
す
と
と
も
に
、
メ
ニ
ュ
ー
も

現
在
の

コ一
種
類
へ
と
徐
々
に
増
や

し
、
弁
当
の
宅
配
も
始
め
た
。

こ
の
結
果
、
地
区
の
主
婦
や

一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
定
年
後
、
東

京
か
ら
J
タ
ー
ン
し
て
き
た
人
ら
数

人
を
雇
用
す
る
な
ど
、
観
光
以
外
に

産
業
の
少
な
い
浅
虫
地
区
に
お
い

て
、
貴
重
な
一雇
用
の
創
出
の
場
に
も

な
っ
た
。
さ
ら
に
、

N
P
O
法
人
が

一
昨
年
、
石
木
医
院
の
給
食
事
業
も

受
託
し
た
結
果
、
現
在
で
は
、
八
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
る
。

遊
休
農
地
で
の
抵
嵩
襲
野
菜
載
培
と

P
I
λ
地
産
地
消
の
推
進

浅
虫
地
区
は
人
口
減
少
が
進
み
、
農
家

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
結
果
、
農
地
の

休
耕
地
化
が
進
み
、

自
然
豊
か
な
地
区
の

景
観
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

活
き
粋
あ
さ
む
し
は

N
P
O
事
業
と
し
て
、

遊
休
農
地
を
活
用
し
、
地
区
の
子
供
た
ち

を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
で
野
菜
栽
培
の
体
験
学
習
や
食
育
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
従
来
か
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
食

堂
の
開
設
、
営
業
日
の
増
加
に
伴
な
い
、
本

格
的
な
自
給
体
制
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。

県
と
市
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
農
業
特
区

の
申
請
を
し
た
結
果
、
五
十
ア
ー
ル
の
遊
休

農
地
で
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

現
在
は
、
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
根
菜
類

を
中
心
に
コ
一
十
以
上
の
品
種
を
栽
培
し
、
毎

石木理事長 (右端)、 三上事務局長 (右から二人目)と
浅めし食堂のスタ ッフ

朝
収
穫
し
て
い
る
。
特
に
水
団
の
材
料
で
あ

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
常
に
収
穫
で
き
る
よ
う

時
期
を
ず
ら
し
な
が
ら
、
数
種
類
を
栽
培
す

る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

今
で
は
、
食
堂
で
使
用
す
る
野
菜
は
、
青

森
の
寒
さ
の
厳
し
い
冬
季
で
も
二
割
、
夏
で

は
九
割
近
く
が
自
前
だ
。
米
も
野
菜
同
様
、

低
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
。
「
今
年
は
燃
料

代
が
高
く
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
の
自
給
自
足
は

非
常
に
厳
し
い
。
し
か
し
、
安
く
て
も
栄
養

管
理
が
で
き
な
い
冷
凍
食
品
は
使
わ
ず
、
健

康
を
考
え
た
安
全
な
地
元
の
野
菜
だ
け
を

買
っ
て
や
り
繰
り
し
て
い
る
」
と
一一一
上
さ
ん

は
話
す
。

弁
当
配
達
電
通
拶
た

4
弛
鞍
住
民
の
健
康
見
守
り

現
在
、

一
日
二
十
個
の
弁
当
を
一
般
世
帯

か
ら
高
齢
者

・
障
害
者
世
帯
、
そ
し
て
会
社

な
ど
へ
配
達
し
て
い
る
。
弁
当

を
作
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
状
態
、
暮
ら
し
の
状
況
に
応

じ
て
、
弁
当
の
内
容
を
少
し
づ

っ
変
え
、
配
達
す
る
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
状
態
も
観
察
す

る
。
地
域
の
人
の
生
活
を
支
え
、

見
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

理
事
長
が
地
元
医
院
の
院

長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
医
療

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
レ
ス
ト
ラ

ン
に
よ
る
高
齢
者
支
援
の
先
進

事
例
」
「
地
域
医
療
の
理
想
系
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
健
康
で
住
み
や
す
い
町

を
つ
く
ろ
う
と
考
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
き
た
結
果
、

浅
め
し
食
堂
に
た
ど
り
つ
き
、

結
果
的
に
そ
う
言
わ
れ
て
い
る

だ
け
だ
と
い
う
。

「
例
え
ば
、

医
療
や
福
祉
と
言
っ
た
一
部

分
だ
け
で
は
、
本
当
に
住
み
や
す
い
ま
ち
に

は
な
ら
な
い
。
み
ん
な
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
地
域
の
力
で
あ
り
、
住
ん
で
い
る
人
が

「
い

い
な
あ
」

っ
て
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
る
、
そ

の
た
め
に
み
ん
な
が
無
理
な
く
で
き
る
活
動

が
理
想
的
だ
。
今
後
も

一
緒
に
活
動
で
き
る

人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
!
|
|。
浅
虫
地

区
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
い
い
な
あ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
住
む
人
に
と

っ
て
さ
ら
に
魅
力
的
な

ま
ち
に
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

編
集
委
員

• 
『司

橋

潤自家農園は、子ども達の体験学習の場にもなっている
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「
マ
イ
箸
づ
く
り
教
室
」

福
岡
県
久
留
米
市
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
先
進
地
で
あ
る
。

一
九
九
一
年

に
ご
み
の
分
別
収
集
を
開
始
、

二
O
O
四
年

に
は

「
ご
み
減
量
緊
急
宣
言」

や
「
古
紙
搬

入
拒
否
宣
言
」
を
行
う
な
ど
、
事
業
系
ご
み

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
近
年
は
、

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

創
設
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生

ご
み
対
策
な
ど
、
家
庭
ご
み
の
削
減
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
レ
ジ
袋
や

割
り
箸
ご
み
の
削
減
に
向
け
た
「
マ
イ
箸
・

マ
イ
パ

ッ
ク
」
運
動
を
推
進
し、

「
マ
イ
箸
」

の
普
及
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
N
P

O
法
人

「
久
留
米
地
球
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会

(
K
O
V
C
)
」
の
活
動
は
大
き
な
力

と
な

っ
て
い
る
。
今
回
は
、

K
O
V
C
の
野

嶋
さ
よ
え
代
表
理
事
に
話
を
聞
い
た
。

国
際
協
力
活
動
議
ま
d
y
テ
ィ
ア
の

d
H
Kミ

十
人
で
発
足

K
O
V
C
は
、
環
境
保
全
と
国
際
協
力

に
取
り
組
む
団
体
で
あ
る
。
「グ

ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
る
経
済
の
ゆ
が
み
が
発
展
途
上
国

の
貧
困
を
更
に
助
長
し
て
お
り
、
そ
の
結
果

が
、
戦
争
や
環
境
問
題
に
通
じ
て
い
る
」
と

の
思
い
か
ら
、
「
地
球
市
民
の

一
員
と
し
て

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
い
こ
う
」
を
合

言
葉
に
、
幅
広
い
分
野
で
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

普
及
に
よ
る

司
J

J

、-J
h
、コ-コ〈
E
コJ
J

、
1
』
ノ
可
」
園
、

E=-7=
-可
」
「
I
E
J

廿
』
主
.
E

明
方

σ.4レ
寺
田
元
首
Z

決
の
た
め
に
、
「
銃
を
鍬
に
」
を
ス
ロ

l

ガ
ン
に
し
た
武
器
と
生
活
物
資
の
交
換

a

運
動
を
紹
介
し
た
こ
と
に
、
会
員
が
共

感
し
た
。

一
方
、
市
で
は
駅
周
辺
の
放
置
自
転

車
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
が
鉄
く
ず
と
し
て

処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
生
活

物
資
と
し
て
自
転
車
を
ア
フ
リ
カ
に
送

る
こ
と
を
思
い
付
く
。
市
に
掛
け
合
い
、

-

放
置
自
転
車
の
無
償
譲
渡
を
受
け
、

一
-

台

一
台
を
丁
寧
に
磨
き
、
コ
ン
テ
ナ
船
.

で
送
っ
た
。
こ
れ
ま
で
四
回
実
施
し、

・

延
べ

三
百
九
十
四
台
の
自
転
車
に
加
え
、

-

住
民
か
ら
提
供
さ
れ
た
二
台
の
足
踏
み

.

ミ
シ
ン
も
送
っ
た
。

-

輸
送
に
は
、

一
回
当
た
り
四
十

1
・

五
十
万
円
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
資
圃

金
は
、
定
期
的
に
実
施
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル

バ
ザ

l
」
や

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
パ
ザ

l
」

の
収
益
金
に
加
え
、
会
費
、
寄
付
、
助
成
金

を
利
用
し
た
。
ま
た
、

多
く
の
寄
付
が
交
流

に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
と
、
送
る
自
転
車
に

寄
付
者
の
ネ

i
ム
プ
レ
ー
ト
を
付
け
る
な
ど

の
工
夫
も
し
た
。
活
動
を
広
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
現
地
視
察
に
出
か
け
、
報
告
会

も
開
催
し
た
。

さ
ら
に
、
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
バ
ザ
l
」
で

設
立
の
き
っ
か
け
は
、

一
九
九
四
年
に
市

が
開
催
し
た

「
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
講
座
」
。
受
講
者
の
う
ち
有
志
十
人
が
国

際
協
力
な
ど
の
地
域
活
動
を
通
し
て
、
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
さ
せ

た
「
久
留
米
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」

が
そ
の
前
身
だ
。

二
O
O
六
年
三
月
に
は

「久
留
米
地
球
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
に
名
称
変
更
し
、

O
七
年
九
月
に
N
P
O
法
人
と
な
っ
た
。
現

在
は
正
会
員
十
六
人
と
賛
助
会
員
二
十
四

人
、
学
生
会
員
七
人
の
計
四
十
七
人
。
年
齢

層
は
二
十

1
四
十
歳
で
、
女
性
が
多
い
の
が

特
徴
で
あ
り
、
活
動
す
る
際
は
学
生
を
は
じ

め
外
部
か
ら
の
参
加
者
も
広
く
受
け
入
れ
て

い
る
。

ア
フ
リ
カ
へ
の
蟻
置
砦
転
車
輸
送
と

フ
ェ
ア
ト
栃
価
、
バ
ザ
l
の
開
催

K
O
V
C
の
活
動
は
、
全
国
各
地
で
聞
い

て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
の
民
族
音
楽
グ
ル
ー
プ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
市
主
催
の

「く
る
め
愛

と
平
和
の
祭
典
」
に
招
致
し
た
の
が
始
ま
り

だ
っ
た
。
そ
の
際
、
同
行
し
た
ア
フ
リ
カ

・

モ
ザ
ン
ビ

l
ク
の

N
G
O
事
務
局
長
が
、
現

地
で
は
約
三
十
年
に
わ
た
る
内
戦
が
終
結
し

た
も
の
の
、
銃
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
武
器

が
村
々
に
点
在
し
、
生
活
を
脅
か
し
て
い
る

実
情
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

こ
の
問
題
の
解
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ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
な
ど
の
商
品

を
紹
介
・
販
売
す
る
こ
と
で
、
現
地
の
人
々

が
自
ら
の
力
で
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
支
援
し
て
い
る
。

「
マ
イ
箸
」

"つ
ど
玲
必
語
、
が
り
と

ご
一
品
躍
川
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

最
近
の
活
動
は
、
国
際
協
力
や
平
和
問

題
か
ら
環
境
問
題
に
シ
フ
ト
。「
地
球
温
暖

化
を
は
じ
め
と
し
て
環
境
問
題
に
国
境
は
な

い
」
と
の
理
念
の
下
、

「自
分
の
手
に
合
っ
た



地域づくり団体探訪• 
サ
イ
ズ
の
マ
イ
箸
を
作
り
、
マ
イ
箸
を
持
ち

歩
き
、
割
り
箸
を
使
わ
な
い
こ
と
で
環
境
保

護
活
動
が
で
き
る
」
を
合
言
葉
に
;
マ
イ
箸
。

の
普
及
に
取
り
組
む
。
囲
内
で
使
用
さ
れ
る

割
り
箸
は
、
砂
漠
化
や
黄
砂
が
問
題
と
な

っ

て
い
る
中
国
か
ら
の
輸
入
が
九
割
以
上
を
占

め
、
春
に
な
る
と
黄
砂
の
影
響
を
受
け
る
久

留
米
市
民
に
と
っ
て
、
他
人
事
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

二
O
O
五
年
の
「
環
境
フ
ェ
ア
」
へ
の
出
屈

で
あ
っ
た
。
市
が
環
境
啓
発
の
た
め
に

O
七

年
度
に
開
催
し
た
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
百
の

フ
リ

l
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
軒
を
連
ら
ね
た
。
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
食
事
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
バ

ザ
ー
な
ど
多
彩
な
出
庖
か
ら
、

来
場
者
が

一
万
三
千
人
に
上
る
巨
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。

「
マ
イ
箸
づ
く
り
教
室」

に

は
、
築
ゴ
一
百
年
以
上
の
古
民

家
か
ら
出
た
建
築
廃
材
で
あ

す
す

る
煤
竹
を
利
用
。
リ
サ
イ
ク

ル
を
兼
ね
た
こ
の
取
り
組
み

は
、
初
年
度
こ
そ
大
き
な
成
刷

り
上
が
り
は
な
か
っ
た
も
の

の、

二
年
目
以
降
は
小
学
校

や
地
元
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
マ

イ
箸
づ
く
り
教
室
が
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な

り
、
野
嶋
氏
は
「
今
年
度
は

手

一
杯
」
と
微
笑
む
。
一

回
当

た
り
の
参
加
者
も
、

当
初
十

人
程
度
だ

っ
た
の
が
、
助
成

金
の
利
用
で

二
十
五
人
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
環
境
フ
ェ
ア
で
は
、
自
主
的
に

「
マ
イ
食
器
お
よ
び
マ
イ
箸
推
進
で
ゴ
ミ
を

削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

」
を
提
案
。
飲
食
庖

出
庖
者
か
ら
の
賛
同
を
積
極
的
に
求
め
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
成
果
か
ど
う
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
市
の
あ
る
諜
で
は

「
新

年
会
の
マ
イ
答
率
は
卯
%
以
上
」
と
担
当

者
が
胸
を
張
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
込

柑

育
成
支
援
と

新
語
除
歯
際
協
力
の
模
索

そ
の
ほ
か
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

支
援
や
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
団

体
支
援
は
中
国
の
砂
漠
緑
化
活
動
へ
の
参
加

や
、
今
年
は
労
働
問
題
を
テ
1
マ
と
し
た
「
市

在
住
の
外
国
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催
な
ど
で
あ

モザンピークへ放置自転車到着

る
。
ま
た
、
人
材
支
援
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
の
た
め
の

「
地
球
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

続
講
座
」
、
異
文
化
を
知
る
「
く
る
く
る
地
球
」

や

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」
の
開
催
な
ど
だ
。

マ
イ
箸
づ
く
り
教
室
の
取
り
組
み
も
そ
う

だ
が
、
放
置
自
転
車
の
話
を
劇
に
し
て
物
の

大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
、
ブ
ロ
グ
や

会
報
紙
「
問
。
〈
(
U

司
〉

HNZ」
に
よ
る
R

P

な
ど
、
意
識
啓
発
に
も
積
極
的
だ
。
野
崎
氏

は、

「
設
立
か
ら
十
三
年
が
経
過
し
、
マ
ン

ネ
リ
化
の
よ
う
に
感
じ
る
時
も
あ
る
。一一一

1

五
年
後
を
見
据
え
た
活
動
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
。

け
れ
ど
、

二
週
間
に

一
回

以
上
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
議
論
や
情
報
交
換
を

重
ね
て
い
る
こ
と
や
、

「市
役

所
に
情
報
提
供
や
収
集
の
た

め
に
頻
繁
に
来
訪
し
、
事
業

提
案
を
す
る
な
ど
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
」
と
の
市
の

担
当
者
の
声
か
ら
は
、
活
動

の
マ
ン
ネ
リ
化
は
全
く
感
じ

ら
れ
な
い
。

K
O
V
C
に
は

専
属
の

峨
貝
は
い
な
い
。
メ
ン
バ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
、
仕
事
を
持
つ

身
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
専

門
性
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
が
悩
み
で
あ
る
と
訴
え

て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

ン
バ
ー
が
得
意
分
野
を
活
か

し
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
顔

を
出
す
こ
と
で
活
動
の
輸
が

広
が
っ
て
い
る
。

「
問
題
を
見
つ
け
る
と
す
ぐ
に
飛
び
込
ん

で
し
ま
う
」
と
野
嶋
氏
が
語
る
よ
う
に
、
メ

ン
バ
ー
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軽
く
、
意
識
も

高
い
。
こ
の
た
び
、
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
環
境
の
分
野
で
派
遣
さ
れ
る
の
で

あ
り
、

K
O
V
C
と
し
て
も

「
今
後
、
そ
こ

を
足
掛
か
り
に
し
て
何
か
国
際
協
力
が
で
き

な
い
か
模
索
中
」
と
同
氏
が
語
る
よ
う
に
、

今
後
の
活
動
へ
の
思
い
は
尽
き
な
い
。

編
集
委
員

渡
部
直
輝

• 
マイ箸づくり (環境フェア)
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市
に
対
し
て
住
民
の
要
望
を
伝
え
る
活

動
を
し
て
い
る

(そ
の
際
、
市
議
会
議

員
も
出
席
し
て
い
る
)。
環
境
政
策
は、

市
民
の
意
識
改
革
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
痛
切
に
感
じ
、
同
組
織
の
仕
組
み
が

て
い

オ
ラ
ン
ダ
民
主
主
義
の
要
諦
で
あ
る
こ

と
を
知

っ
た
。

ド
イ
ツ
北
部
ア
イ
フ

エ
ル
地
区
自
然

公
園
協
会
で
は
、

「
地
域
資
源
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ

l
マ
に
、

「自

然
保
護
と
ツ

1
リ
ズ
ム
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
都
市
近
郊
で
の
地
域
活
性
化

策
を
調
査
し
た
。
活
性
化
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
地
域
資
源
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
て
有
効
活
用
し
、
何
も
無
い
と
こ

ろ
か
ら
何
か
を
見
つ
け
、
観
光
客
を
集

め
る
工
夫
を
し
て
い
た
。
良
い
提
案
を

考
え
た
企
業
に
対
し
公
的
補
助
金
が

支
給
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
自
治
体
が

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
な
ど

か
ら
の
優
れ
た
提
案
に
対
し
て
予
算
を

付
け
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
手

法
を
も

っ
と
進
め
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ

た
。ス

ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
は
、

「
民
間
活
力
導
入
、
官
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」

を
テ

l
マ
に
辺
@
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
ト

ッ
ト
・
ラ
パ
ル
財

団
を
調
査
し
た
。
幻
@
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地域資源活用のまちづくり-民間との協働、住民

は
、
遊
休
化
し
て
い
る
町
工
場
と
住
宅

が
混
在
し
て
い
る
エ
リ
ア
を
、

産
業
の

構
造
転
換
で
活
力
の
あ
る
町
に
再
生

さ
せ
る
こ
と
が
使
命
だ
。
市
は
民
有
地

を
公
共
用
地
に
変
え
る
た
め
、
大
規
模

な
容
積
率
の
規
制
緩
和
を
行
い
、

古
い

街
並
み
を

一
掃
せ
ず
に
民
間
の
投
資
で

魅
力
的
空
間
を
創
出
し
て
い
た
。
ま
た

ト
ッ
ト
・
ラ
バ
ル
財
団
は
、
住
民
が
主

体
と
な

っ
て
自
発
的
に
生
活
を
改
善
し

よ
う
と
す
る
思
想
に
基
づ
き
、
治
安
の

悪
い
ラ
パ
ル
地
区
の
再
生
を
試
み
て
い

る
。
具
体
的
に
は
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

実
施
や
美
術
館
、
図
書
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
を
建
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
て
同

地
区
に
立
ち
寄
る
機
会
が
増
え
、
諸
外

国
か
ら
の
移
民
も
増
え
て
、
こ
の
地
域

が
徐
々
に
活
性
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い

、ハノ
。

テビー市役所

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
、

「
少
子
高
齢
化

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ

l
マ
と

し
て
テ
ピ

l
市
を
調
査
し
た
。
市
で
は

就
学
前
教
育
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
の
教

育
に
市
税
の
約
半
分
を
費
や
し
、
大
学

教
育
に
は
県
が
全
額
公
費
負
担
す
る
こ

と
か
ら
、
子
育
て
に
対
す
る
市
民
の
経

済
的
不
安
は
少
な
い
。
同
国
の
諸
制
度

は
、
す
べ
て
の
子
供
の
生
活
を
保
障
す

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、
こ
の
理
念

に
基
づ
く
育
児
支
援
策
が
国
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
、

高
い
出
生
率
を
支
え
て
い

る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
社
会
全
体
で
の
思
い
切

っ
た
抜
本

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
た
。

岡
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

総
務
課
長

・

吉
津

就学前学校
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茨
城
県
で

TIT 

.・.

H日ヨ

大
会

第
二
卜
丘
団
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修

交
流
会
茨
城
大
会
が
二
月

一
、
二
の
両
日
、

茨
城
県
内
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
地
域
づ

く
り
団
体
全
国
協
議
会
、
第
二
十
五
回
地
域

づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
茨
城
大
会
実

行
委
員
会
、
地
域
づ
く
り
団
体
茨
城
県
協
議

会
が
主
催
し
、
全
国
各
地
の
地
域
づ
く
り
に

携
わ
る
多
く
の
関
係
者
、
そ
し
て
多
く
の
地

元
住
民
が
参
加
し
た
。

今
阿
の
大
会
の
テ
l
マ
は
「
人
が
育
ち

胤
L
し
が
牛
し
ま
れ
る
。
い
ば
ら
き
で
語
ろ
う
。

木
米
に
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り
」。

奈
良
時
代

に
編
さ
ん
さ
れ
た
常
陸
国
風
土
記
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
多
彩
で
豊
か
な
風
土
を
背
景

に
、
茨
城
県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
あ
ふ
れトークセ yションの模様

る
地
域
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
活
動
を
紺
介
し
、
舞
台
と
し
な
が
ら
、

全
国
各
地
の
活
動
の
情
報
交
換
や
交
流
が
行

わ
れ
た
。

大
会
前
日
に
は
水
戸
市
内
で
「
キ

ッ
ク
オ

フ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
た
。
日

本
三
大
民
謡
で
あ
る
茨
城
発
祥
の
「
磯
節
」

の
披
露
や
、
県
産
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ま
れ
た
料
理
の
数
々
、
水
戸
黄
門

一
行
の

登
場

(ぷ
戸
黄
門
愛
好
会
)
な
ど
、
茨
城
県

の
文
化

・
産
業
・
地
域
づ
く
り
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
前
同
開
催
地
の
愛
知
県
に

よ
る
お
礼
の
あ
い
さ
つ
、
次
回
開
催
地
の
愛

媛
県
の

P
R
が
行
わ
れ
、
翌
日
か
ら
の
大
会

に
向
け
て
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
大
会
初
日
、
全
体
会
の
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ

シ
ョ
ン
に
は
全
国
約
三
十
団
体
が
出
展
し
、

地
域
づ
く
り
の
活
動
成
果
に
つ
い
て

P
R
や

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
二
つ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、

一
つ
は

「
地
域
力
向

t

の
取
り
組
み
」
と
題
し
、

「大
好
き
い
ば
ら

き

県

民

会

議
」
が
中
心
と
な
り
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
も
う

一

つ
は
「
若
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
、
筑
波
大
学
、
県
立
鉾
田
第

一

高
校
が
中
心
と
な
り
、

学
生
に
よ
る
地
域
，つ

く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
た
。

茨
城
県
産
品
た

っ
ぷ
り
の
弁
当
を
囲
ん
で

の
昼
食
交
流
会
を
挟
み
、
午
後
は
吉
永
宏
常

磐
大
学
大
学
院
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
い
ば
ら
き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
の
受

賞
団
体
で
あ
る
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ

l
ル

ズ、

「
パ
ン
の
街
つ
く
ば
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
に
よ
る
ト
l
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン

「地

域
が
人
を
つ
く
る
人
が
地
域
を
つ
く
る
」

が
行
わ
れ
た
。

全
体
会
の
最
後
は
、
次
回
開
催
地
で
あ
る

愛
媛
県
か
ら
の
参
加
者
が
壇
上
に
上
が
り
、

予
定
し
て
い
る
分
科
会
の
紹
介
や
参
加
の
呼

び
掛
け
が
行
わ
れ
た
。

全
体
会
に
引
き
続
き
、
県
内
十
七
会
場
、

十
八
市
町
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
活

動
団
体
が
中
心
と
な
り
企
画
し
た
、
多
種
多

様
な
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

私
が
参
加
し
た
第
八
分
科
会
(
大
洗
町
)

で
は
、

N
P
O
法
人

「大
洗
海
の
大
学」

に

よ
る
「
海
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
l 水戸黄門愛好会の活動紹介

マ
に
、
活
動
紹
介
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
た
。
問
大
学
で
は
、
漁
師
に
よ
る

漁
業
講
座
、
サ

l
フ
ァ
ー
に
よ
る
サ
ー
フ
ィ

ン
講
座
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
行

っ

て
い
る
。
今
回
は
、
ア
ン
コ
ウ
の
吊
る
し
切

り
見
学
、
郷
土
食
で
あ
る
ア
ン
コ
ウ
の

「ど

ぶ
汁
」
の
調
理
・

実
食
、
さ
ら
に
は

「
貝
合

わ
せ
」
や
海
藻
を
使

っ
た
染
色
な
ど
、
地
元

関
係
者
に
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。
多
く
の

関
係
者
は

「教
授
」
を
務
め
る
こ
と
に
大
変
、

誇
り
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ

つ
た
。

全
国
か
ら
集
ま

っ
た
参
加
者
と

N
P
O
、

そ
し
て
地
元
の
青
年
部
な
ど
、
多
く
の
人
と

の
交
流
会
は
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

今
大
会
で
は
、
茨
城
県
の
地
域
づ
く
り
に

か
か
わ
る
多
く
の
関
係
者
に
よ
り
、

「
全
国

各
地
か
ら
の
参
加
者
を

一
人
ひ
と
り
大
切
に

も
て
な
す
」
と
い
う
気
持
ち
あ
ふ
れ
る
手
作

り
の
企
画
・運
営
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
発
見
・

気
付
き
と
と
も
に
、

全
国
の
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
関
係
者
と
の
情
報
交
換
や
熱
い
議

論
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

次
回
の
愛
媛
大
会
は
、
今
年
十

一
月
十
四

日
(
金
)
、
十
五
日
(
土
)
の
二
日
間
、
開
催

す
る
予
定
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
研
修
交
流
課

-

白
鳥
法
子

以i::也37 2008・4月号



重|圃]圃骨量
園田園I四
養成塾

第
ゆ
期
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
修
了
式

新
た
に
羽
人
が

地
域
で
活
躍
ヘ

第
十
九
期
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成

塾
(
主
催
一
州
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
)

の
修
了
式
が

一
月
三
十

一
日
、
東
京
の

銀
座
ラ
フ
イ
ナ

l
ト
で
行
わ
れ
た
。
大

森
禰
塾
長
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
を

は
じ
め
と
す
る
主
任
講
師
陣
、
総
務
省

の
丹
下
甲

一
自
治
政
策
課
長
ら
関
係
者
、

塾
生
派
遣
元
団
体
関
係
者
が
出
席
す
る

中
、
全
国
の
自
治
体
や
地
域
づ
く
り
団

体
な
ど
か
ら
参
加
し
た
四
十
人
の
塾
生

に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

修了証綬与

修
了
式
に
先
立
ち
、
修
了
レ
ポ
ー
ト

の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
塾
生

一
人
ひ
と

り
が
こ
れ
ま
で
の
研
修
の
成
果
を
発
表

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ポ
ー
ト
に
対
し
て

塾
長
が
講
評
し
、
塾
生
は
こ
れ
を
励
ま

し
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
心
に
刻
ん
だ
。

修
了
式
で
は
大
森
塾
長
が
、
「
今
後
も

塾
生
同
士
で
情
報
交
換
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。
ま
た
、
先
生
と
の
つ
な
が

り
も
絶
や
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
塾
生

を
激
励
。
こ
れ
に
対
し
、
塾
生
を
代
表

し
て
、
小
島
裕
子
さ
ん
(
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
か
ぞ
)
が
、
「
先
生
方

の
教
え
を
自
分
の
愛
す
る
地
域
で
現
実

の
も
の
と
す
る
た
め
に
心
を
尽
く
し
、

力
を
尽
く
し
て
実
践
し
た
い
。
そ
し
て
、

し
ん
し

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
こ
そ
、

真
撃
に
自

己
を
見
詰
め
、
必
死
に
学
ん
だ
こ
の

一

年
に
問
い
直
し
て
、
ま
た
未
来
に
向
か
っ

て
生
き
て
い
こ
う
と
思
う
」
と
の
謝
辞

を
述
べ
、
修
了
式
が
終
了
し
た
。

全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
は
、
広

い
視
野
と
深
い
見
識
、
卓
越
し
た
創
造

力
と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
、
常
に
問

題
意
識
と
確
固
た
る
使
命
感
を
持
ち
、

積
極
的
・
主
体
的
に
行
動
の
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

一
九
八
九
年

(
平
成
元
年
)
に
自
治
省
(
現
総
務
省
)
、

関
係
各
位
の
協
力
の
下
に
創
設
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を

全
国
に
輩
出
し
、
修
了
者
は
各
界
で
活

躍
し
て
い
る
が
、
第
十
九
期
生
四
十
人

を
併
せ
る
と
、
そ
の
数
は
六
百
十
六
人

に
達
す
る
。

同
塾
の
研
修
は
、

五
月
か
ら
翌
年
二

月
ま
で
の
十
カ
月
間
に
東
京
で
行
う

修了レポートの発表会

般
研
修
と
、
東
京
近
郊
で
の
合
宿
研
修
、

国
内
外
の
地
域
づ
く
り
の
先
駆
事
例
の

現
地
調
査
な
ど
、
長
期
に
わ
た
る
充
実

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

そ
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
絞
り
込
ん

だ
重
点
テ

l
マ
に
つ
い
て
、
複
数
の
講

師
に
よ
る
講
義

・
研
修
を
体
系
的
に
行

な
っ
て
い
る
②
専
門
家
、
行
政

・
民
間

の
実
践
家
な
ど
多
彩
な
講
師
陣
を
登
用

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
デ
ィ
ベ

l
ト

な
ど
、
実
践
面
を
重
視
し
た
演
習
を
多

く
取
り
入
れ
て
い
る
③
主
任
講
師
に
よ

る
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
講
座

を
開
講
し
、
塾
生
の
課
題
研
究
に
対
し

て
き
め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
る
④

研
修
修
了
後
も
定
期
的
に
修
了
者
を
対

象
と
し
た
研
修
会
、
情
報
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
優
れ
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
し
、
そ
の
成
果
が
各
界
か
ら
評
価

さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
修
了
者
四
十
人

が
、
こ
の
研
修
で
培
っ
た
知
識
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

-

宮
本
明
人
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子
育
て
-
高
齢
者
福
祉
を
支
え
る
専
門
集
団
と
施
設

二

O
O七
年
(
平
成
十
九
年
)
十
二
月
五
日
か
ら
九
日
間
、
「
少
子
化
問
題
の
解
決
は
」
「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
「
高
齢
者
福
祉
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
市
と
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
を
訪
問
し
た
。
訪
問
先
で
は
特
色
あ
る
地
域
"つ
く
り
を
調
査
し
た
。

-
カ
ナ
ダ

a'

子
育
て
支
援
の

親
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

少
子
化
問
題
の
解
決
は
、
わ
が
国
で
も
最
も

重
要
な
行
政
課
題
の
一
つ
と
い
え
る
。
各
種
制
度

の
拡
充
が
進
む

一
方
で
、
多
く
の
若
い
親
た
ち
は

子
育
て
に
対
す
る
不
安
と
、
周
囲
か
ら
向
け
ら

れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
子
育
て
に
向
き
合
っ

て
い
る
。
今
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
に
関
す
る
話

題
が
急
婚
し
て
い
る
中
で
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
に
お
け
る
子
育
て
環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
孤
立
し
た
母
親
の
深
刻
な
育

児
ス
ト
レ
ス
や
子
ど
も
虐
待
な
ど
を
背
景
に
、
独

特
の
「
子
育
て
家
庭
支
援
制
度
」
を
発
展
さ
せ

て
き
た
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
主
に

ク
親
。
を

対
象
に
し
た
支
援
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
世

界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
親
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
は
、
そ
の
代
表
例
だ
。
今
回
、
オ
ン
タ
リ

オ
州
ト
ロ
ン
ト
市
に
あ
る
冨
自
包
可

n
m
z
q
沙門

司
。
ョ

2
を
調
査
に
訪
れ
た
。

移
民
や
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
が
多
い
社
会

事
情
を
背
景
に
、
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
若
い
妊
婦
を
対
象
に
し
て
、
教
育
か
ら
住

居
、
健
康
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
就
労
ま
で
、
自
立
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
ト
ー
タ
ル
的
に
行
っ
て
い
る
非
営
利
団
体

だ
。
す
べ
て
に
お
い
て
、
支
援
を
求
め
て
い
る
側

の
視
点
に
立
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
問
、

州
、
市
と
い
っ
た

一
般
行
政
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、

警
察
や
医
療
機
関
、
教
育
機
関
や
各
種
民
間
団

体
と
の
聞
に
、
実
に
有
機
的
な
連
携
関
係
を
整

備
し
、
効
果
的
な
支
援
を
確
立
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
も
子
育
て
を
社
会
で
支
え
る
た
め
、

目
的
を
共
有
化
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
守
え
る
。

A

マ
米
因
。

介
護
・
医
療
の
不
安
を
解
消
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(
R
C
)
と

は
、
高
齢
者
の
み
が
入
居
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
(
集
合
住
宅
・
住
宅
団
地
)
の
こ
と
で
、
全

米
に
数
多
く
あ
り
、
入
居
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
(
生
活
行
動
)
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
由
で
独
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、
地
方
の
活
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
都
市
か
ら

地
方
へ
の
移
住
や
地
域
間
交
流
の
推
進
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
団
塊
世
代
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
が

地
方
へ
移
住
す
る
際
の
受
け
肌
と
し
て
の
R
C
の

展
開
可
能
性
を
探
る
た
め
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

市
の
最
新
施
設
を
視
察
し
た
。

訪
れ
た
の
は
「

E
5出
〈
一
白
色
∞
自

H
J
E
a
g」

と
い
う
、
日
本
の
老
人
ホ
l
ム
に
近
い
介
護
機
能

を
備
え
た
施
設
で
あ
っ
た
。
必
要
に
応
じ
て
介

護
や
医
療
の
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
の

R
C

は
、
移
住
の
際
の
医
療
面
の
不
安
を
解
消
で
き
る

機
能
を
備
え
て
い
る
た
め
、
米
国
以
上
に
健
康

・

長
寿
な
高
齢
者
が
増
加
す
る
日
本
で
も
、
導
入

の
可
能
性
が
十
分
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る

と
感
じ
た
。

一
方
、
米
国
の

R
C
は
、
ぜ
い
た

く
で
料
金
も
高

額
な
高
所
得
者

向
け
が
多
い
が
、

日
本
で
移
住
・
交

流
を
国
民
的
な

運
動
に
高
め
て
い

く
に
は
、
多
く

の
人
々
が
利
用
で

き
る
多
様
な
レ

ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス

ゃ
、
余
暇
的
な
内

容
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
と
強

く
関
わ
り
、
知

的
水
準
の
高
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

.
米
国

A'

一
専
門
職
チ

l
ム
に
よ
る
予
防
中
心
の

一

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

日
本
ほ
ど
高
齢
化
が
急
進
展
し
て
い
な
い
が
、

米
国
に
お
い
て
も
高
騰
す
る
メ
デ
イ
ケ
ア
(
高
齢

者
医
療
保
険
)
、
メ
デ
イ
ケ
イ
ド
(
低
所
得
者
向

け
の
医
療
補
助
)
な
ど
の
医
療
費
の
抑
制
が
諜

題
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
下
、
介
護

・
医
療

を
統
合
し
た
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
コ
ス
ト
削

減
と
高
い
ア
ウ
ト
カ
ム
(
事
業
成
果
)
を
実
現

し
た

P
A
C
E
q
g
m
E
5
0円
〉

Z
5巳
5-〈
昂

わ
同
日
向
。
円
門
町
内
巴
号
ユ
ち
と
い
う
、
公
的
資
金

を
財
源
と
し
た
制
度
が
生
ま
れ
た
。
こ
の

P
A
C

E
を
生
ん
だ
N
P
O
型
統
合
デ
イ
・
ケ
ア
・
セ
ン

タ
ー

「
オ
ン
ロ
ッ
ク
」
を
、
わ
が
国
で
重
要
性
が

高
ま
る
「
介
護
費
削
減
」
「
医
療
と
の
連
携
」
と

い
う
課
題
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
す
た
め
訪
問

し
た
。

オ
ン
ロ
ッ
ク
で
は
、

「
多
額

の
医
療
費
が
か
か
る
ナ

l
シ

ン
グ
ホ

l
ム
(
日
本
で
は
老

人
ホ

l
ム
と
近
い
)
へ
の
入

居
や
、
病
院
へ
の
入
院
を
避

け
て
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や

地
域
に
で
き
る
だ
け
長
く
暮

ら
し
、
生
活
を
継
続
さ
せ
る

た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
」

を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
(
使
命
)
と

し
て
い
る
。
加
入
者
に
対
し
、

医
療

・
介
護
の
専
門
職
か
ら

成
る
臓
種
横
断
的
な
チ

l
ム

を
編
成
し
、
加
入
者
の
情
報

の
共
有
、
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
予
防
を
中
心
と
し
た
継

続
的
な
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
た
。

わ
が
国
で
も
、

二
O
O
O年
の
介
護
保
険
の

導
入
、

O
六
年
の
同
改
正
に
よ
っ
て
、
「
介
護
予

防
を
中
心
と
し
た
ケ
ア
、
在
宅
で
の
ケ
ア
、
地
域

に
密
着
し
た
ケ
ア
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
在
宅
で
の
ケ
ア
は
日
ご
ろ
の
健
康
管
理

や
緊
急
時
の
治
療
な
ど
、
医
療
と
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
。
オ
ン
ロ

ッ
ク
の
よ
う
な

一
つ
の
施
設

内
で
完
結
す
る
医
療
・
介
護
を
実
施
す
る
こ
と

は
わ
が
国
で
は
難
し
い
が
、
医
療
・
介
護
を
継
続

的
に
提
供
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

-

新
村
敏
・
池
崎
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今
年
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
創
る
子
育
て
支
援
」

近

年

の

未

婚

化
、
晩
婚
化
や
夫
婦
あ
た
り
の
出
生
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

国
は
世
界
で
最
も
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
固
と
な
り
、
少

子

化

対

策

は

社

会

全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
来
る
平
成
引
年
度
は
、
多

く

の

地

方

公
共
団
体
に
お
い
て
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
お
け
る
行
動
計
画
の

5
年

ご
と
の
見
直
し
の
年
に
当
た

っ
て
い
る
。
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
子
育
て

支
援
の
事
例
集
を
、
地
方
公
共
団
体
担
当
職
員
を
は
じ
め
、
関

係

者

の

参

考

に

活

用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
で
全
国

の
先
進
的
な
事
例
を
収
集

地
域
活
性
化
事
例
集
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
情
報
提
供
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
全
同

各
地
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例

を
収
集
し
、
会
員
に
情
報
提
供
す
る
事
例
集
で

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
設
立
の
翌
年
で
あ
る

一
九
八
六

年
に

「地
域
活
性
化
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

1
1
ア
イ

デ
ア
事
例
集

1
』
を
発
刊
し
て
以
来
、

二
十
年

以
上
に
わ
た
り
ほ
ぼ
毎
年
、
発
刊
を
重
ね
る
シ

リ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

発
刊
当
初
は
、
地
方
公
共
団
体
の
先
進
的
な

ア
イ
デ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を
決
め
ず

収
集
・
紹
介
し
て
い
た
が
、
近
年
は
そ
の
時
々

わ
が

に
合
っ
た
テ

l
マ
を
選
定
し
て
事
例
を
収
集
し
、

よ
り
会
員
の
参
考
に
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
指
定
管
理
者
制
度
の
本
格
導
入

を
控
え
た
二
O
O
六
年
に
は

『指
定
管
理
者
制

度
導
入
事
例
集
』
を
、
い
わ
ゆ
る
ま
ち
づ
く
り

三
法
改
正
の
翌
年
で
あ
る
二
O
O
七
年
に
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
を
テ

l
マ
に
し
た

『都
市
機
能
の
充
実
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
事
例
集
』
を
発
刊
、
好
評
を
得
て
い
る
。

現
場
の
生
の
声
を
掲
載
し
て

実
務
レ
ベ
ル
の
参
考
に
も
寄
与

シ
リ
ー
ズ

三
十
五
術
日
と
な
る

O
八
年
の

つ
〈

テ
l
マ
は
、
「
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
創
る
子
育

- 高齢者ボランティアが活躍 (山形県庄内町)・

て
支
援
」
で
あ
る
。
行
政
と
地
域
が

一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
子
育
て
当
事
者
の
負
担
軽
減
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
子
育
て
支
援
意
識
の
向
上

ゃ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
に
ぎ
わ
い
の
構
築

な
ど
、
地
域
の
前
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
取

り
組
み
を
収
集
。
全
国
か
ら
百
四
十
七
の
事
例

が
集
ま
っ
た
。

山
形
県
庄
内
町
で
は
、
空
き
家
や
閉
鎖
し
た

保
育
園
分
室
を
活
用
し
、
地
域
の
高
齢
者
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
熊
本

県
植
木
町
で
は
、
独
居
老
人
の
暮
ら
す
家
を
借

り
、
地
域
の
親
子
が
集
っ
て
農
作
業
や
伝
統
芸

能
に
触
れ
な
が
ら
、
共
に
チ
育
て
す
る
地
域
交

流
サ
ロ
ン
が
閃
か
れ
て
い
る
。
東
京
都
品
川
区

で
は
、
商
応
街
の
振
興
を

H
的
と
し
た
団
体
、

子
育
て
支
援
団
体
と
行
政
が
協
働
し
、
繭
庖
街

の
空
き
庖
舗
を
利
用
し
た
乳
幼
児
の

一
時
預
か

り
事
業
を
実
施
。
い
ず
れ
も
子
育
て
支
援
効
果

ば
か
り
で
な
く
、
世
代
間
交
流
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
形
成
、
商
応
街
の
活
性
化
な
ど
に

も
資
す
る
事
業
だ
。

こ
れ
ら
の
先
進
的
な
事
例
は
、
現
地
を
取
材

し
て
現
場
の
生
の
声
を
届
け
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
身
近
な
優
良
事
例
と
し
て
都
道
府

県
ご
と
に
お
お
よ
そ

一
事
例
、
事
業
の
実
施
前

の
状
況
か
ら
実
施
の
経
緯
、
実
施
効
果
と
今
後

の
課
題
ま
で
が
、
事
業
担
当
者
の
執
筆
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
の
担

当
者
を
は
じ
め
と
し
た
会
員
が
事
業
実
施
を
検

討
す
る
際
、
参
考
に
し
や
す
く
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化
事
例
集
は
、
会
員
に
無
料
で
配

布
し
た
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
る
。

全
国
の
先
進
事
例
を
取
り
入
れ
た
よ
り
よ
い
事

業
の
実
施
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

(
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
)
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地域活性化に資する調査研究事業

りJ
「市町村合併後の
新しいまちづく

テーマは

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

二
O
O七

年
(
平
成
十
九
年
)
度
は
、
「
市
町
村
合
併
後

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

1
マ
に
実
施
し

た
。
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
都
市
区

域
が
急
速
に
広
域
化
す
る
中
に
お
い
て
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

が
大
切
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
が
新

白
治
体
に
対
し
て
帰
属
意
識
を
持
ち
、
誇
り

や
愛
着
を
感
じ
る
と
い
う
意
識
の
基
礎
と
な
る

「
地
域
の

一
体
感

・
連
帯
感
」
の
醸
成
が
不
可

欠
で
あ
る
。

0調査事例

自治体名称、 事例概要

合併協議会を機に立ち上がった若者たちが「考える会」
① 岩手県西和賀町 を通して、地域と交流しながら自分たちのまちを見つ

め直す。

全国最多の 14市町村が合併。旧町村地域に地域自治
② 新潟県上越市 区を導入し、地域協議会と住民組織による新しい自治

に挑戦する。

政令指定都市の実現と 12市町村の個性を活かす広域
① 静岡県牟浜松市 合併には、地域自治区や予算などに工夫した取り組み

があった。

地域自主組織に取り組む一方で、地域人材養成から生
④ 岡山県J'l;!定市 まれた 「まにわっこ検定」。そして先進的なバイオマ

スタウンも紹介。

海から山まで広がった多様な地理条件を有する新市45;域
⑤ 広島県廿日市市 を利用し、市民が一丸となってトライアスロン大 を

開催。

合併記念事業に市民参加型の映闘を制作。作品づくり
⑥ 愛媛県西条市 にかかわることで住民の相互交流が生まれ、地域特性

の再認識につながる。

古代漁法の復活を契機に、ブルーツーリズムとグリー
⑦ 大分県宇佐市 ンツーリズムの融合と滞在型観光を目指し、地域の活

性化を図る。

そ
こ
で
、
新
市
町
村
の

一
体
感
の
醸
成
が

図
ら
れ
、
高
い
実
効
性
と
独
自
性
の
あ
る
個

性
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
く
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
事
例
を
抽
出
し
、

現
地
調
査
を
行

っ
て
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

な
お
、
市
町
村
合
併
が

一
段
落
し
て
ま
だ
間

も
な
く
、
合
併
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

検
証
や
課
題
な
ど
の
研
究
が
ま
だ
途
上
の
状

況
で
あ
り
、

具
体
的
か
つ
専
門
的
な
見
地
か

ら
の
助
言
を
得
る
た
め
に
、
関
西
学
院
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
産
業
研
究
所
の
小

西
砂
千
夫
教
授
に
指
導
を
お
願
い
し
た
。

0過去のテーマ

年度 調査報告書名

地域通貨によるコミュニテイの再生について調査研究報告書
15 
新しい経済活動を伴う地域経済の活性化に関する研究報告書

合併後の市町村運営の手引き
16 
コミュニティビジネスとコミュニティの再生について

中心市街地活性化への取り組み
17 
地域ブランド・マネジメントの現状と課題

景観による美しいまちづくり
18 
地方自治法上の地域自治区を活用した取り組みについて

報
告
書
は
、
す
べ
て
の
会
員
に
送
付
し
て

い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

当
セ
ン

タ
ー
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
「
地
域
づ
く
り
百
科
」

に
て
無
償
公
開
し
て
い
る
が
、
印
刷
物
と
し

て
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
い
ず
れ
も

一
部

千
円
(実
費
負
担
)
に
て
販
売
し
て
い
る
た
め
、

連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
調
査
研
究
事
業
で
取
り
組
む
テ

l
マ

は
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
交
換
や
情

報
発
信
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

「イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

(電
子
会
議
室)」

に

投
稿
さ
れ
た
話
題
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

「
真
の
住
民
自
治

っ

て
円

」
「
あ
な
た
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
門
」
「
教
え
て
く
だ
さ
い
、

あ
な
た
の
ま
ち
の
景
観
へ
の
取
り
組
み
」
な

ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
、

経
験
談
や
苦
労
話
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
会
員
限
定
の
た
め
、

事

前
登
録
が
必
要
だ
が
、

登
録
は
簡
単
で
無
料
。

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
メ
ー

ル
や
フ

ァ
ッ

ク
ス
で
送
信
い
た
だ
く
だ
け
で
、

速
や
か
に

I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
交
付
す
る
。

な
お
、
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

会
員

一
団
体
に
つ
き
、
何
人
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
積
極
的
な
利
用
を
お

願
い
し
た
い
。

(
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
)

」http://www <インターネッ トフォーラム URL>
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東
京
都
心
に
全
国
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
が
勢
ぞ
ろ
い
!

ふるさと
情報プラザ

東
京

・
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ナ

l
ド
に

一
九
九
二

年
(
平
成
四
年
)
、

地
方
自
治
体
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ

は
、
九
五
年

(同
七
年
)
に
有
楽
町
に
移
転
、
そ
れ

以
降
も
館
内
を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
な
が
ら
、
情
報
発

信
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
プ
ラ
ザ
は
、
日
本
を

代
表
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
街
の
銀
座
、
ビ
ジ
ネ
ス
街

の
丸
の
内
、
中
央
省
庁
が
集
積
す
る
霞
ヶ
関
に
隣
接

し
、
周
辺
に
は
国
際
ホ
テ
ル
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ブ
テ
ィ

ッ
ク
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

女
約
三
千
種
類
を
展
示
・
提
供

Hンフレ y トコーナー

プ
ラ
ザ
館
内
は
、
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」
「
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」
「
地
域
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
の

三
つ
か
ら
成
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
に
は
道

府
県
・
市
町
村
ご
と
に
配
架
し
た

「常
設
コ
ー
ナ
ー
」

と
、
季
節
・
来
館
者
ニ

l
ズ
に
応
え
た

「
特
集
コ
ー

ナ
ー
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
来
館
者
が
無
料
で
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
設
コ
ー
ナ
ー
は
、

二

O
O
七
年

(同
十
九
年
)

四
月
か
ら
翌
年

一
月
ま
で
に
約
三
千
種
類
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
取
り
扱
い
、
約
二
十
七
万
部
を
出
庫
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
自
治
体
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が

一
堂

に
そ
ろ
っ
た
施
設
は
同
内
で
は
ほ
か
に
な
く
、
質
世

と
も
に
充
実
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
人
気
は
や
は
り
観
光
地
で
あ
り
、
出

庫
数
が
年
間
千
fA
百
部
を
越
え
る
団
体
も
あ
る
。
常

設
コ
ー
ナ
ー
の
取
り
扱
い
数
は
、

O
三
年

(同
十
五

年
)
度
に
約
三
千
六
百
三
十
種
類
で
あ

っ
た
が
、
市

町
村
合
併
に
よ
る
自
治
体
の
減
少
で

O
七
年

(同

十
九
年
)
に
は
二
千
九
百
三
卜
種
類
と
な

っ
た
。

約
七

6
種
類
を
展
示
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
有
効
活
用
の
た
め
に

O
七
年
(
向
十
九

年
)
度
、
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
世
し
た
。
団
地

世
代
を
中
心
と
し
た
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
の
た
め

の
「
田
舎
暮
ら
し
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
、
年
々
増
加
す

る
外
国
人
観
光
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
英
話
、

中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
て
そ
の
ほ
か
に
も
地
域
活

性
化
に
閑
述
す
る
民
間
事
業
者
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

現
在
は
本
州
凶
国
述
絡
高
速
道
路

(株
)
も
展
示

し
て
い
る
。

常
設
コ
ー
ナ
ー
は
、
道
府
県
が
年
間
を
有
料
で

借
り
受
け
、
展
示
す
る
市
町
村
な
ど
の
構
成
を
決
定

し
、
そ
れ
に
従
っ
て
プ
ラ
ザ
で
欠
口
聞
が
出
な
い
よ
う

に
運
営
管
理
を
行
な

っ
て
い
る

(別
図
)
。

(別図)

「常訟パンフレットコーナーJ展示までの流れ

l道府県| ① 年度ごとにパンフレット展示内容 (市町村構成等)
についてプラザに依頼

団 側 ム を受け管理運営 (レイアウト変更組内)

③ FAXにてパンフレット送付依頼 (新規・在庫切れ)、

| 、~I~.)
|民間貧庫会継で保管 |⑤ パンフレット納品 ・展示 (毎週)

|市町村毎週府県からの属示依領団体 I@Q:のパンフレツト送付

特
集
コ
ー
ナ
ー
は
、
毎
月
模
様
替
え
さ
れ
る
プ

ラ
ザ
全
体
の
展
示
演
出
テ

l
マ
に
沿
い
、
各
都
道
府

県
を
通
じ
て
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
収
集
し
、
無
料
で
民

示
し
て
い
る
。
同
コ
ー
ナ
ー
は
、
来
館
者
の

H
に
付

き
や
す
く
、
手
に
取
り
や
す
い
特
別
注
文
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ラ

ッ
ク
を
使
用
し
て
お
り
、

一
台
で

A
4
版

サ
イ
ズ
三
十
二
種
類
が
展
一不
可
能
で
、
現
在
七
台
を

使
用
し
て
い
る
。
「
お
花
見
」「
温
泉
」
「
グ
ル
メ
マ

ツ

プ
」
「
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
ご
と
に
プ
レ
ー

ト
を
作
り
、
楽
し
め
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

*
情
報
化
時
代
で
も
紙
媒
体
は
人
気

ユ
ピ
キ
タ
ス
時
代
を
迎
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

が
普
及
し
た
現
代
は
、
地
方
の
情
報
を
容
易
に
入
手

で
き
る
が
、
地
域
全
体
を
備
隊
(
ふ
か
ん
)
す
る
マ
ッ

プ
、
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
風
景
写
真
を
ひ
と
日
で
見

る
こ
と
の
で
き
る
パ
ン
フ
レ

ア
ト
は
、
依
然
と
し
て

人
気
で
あ
る
。
旅
行
者
の
事
前
情
報
の
収
集
に
役
立

つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
旅
行
に
行
か
な
く
て

も
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
手
に
取
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ト

リ
ァ
プ
(
仮
惣
旅
行
)
を
楽
し
ん
で
い
る
来
館
者
も

多
い
。
行

っ
た
こ
と
も
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い
町
、

天
気
予
報
で
し
か
聞
い
た
こ
と
の
な
い
島
、
飛
び
出

す
絵
本
の
よ
う
な
変
形
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
発
見

し
、
地
万
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
都
内
の
各
マ
ス
コ
ミ

・
旅
行

代
開
府
な
ど
は
、
ニ

ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
場
と
し
て
、

百
貨
庖
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
応
関
係
者
は
特
産
品
情

報
の
収
集
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
自

治
体
関
係
者
は
新
規
パ
ン
フ
レ

7
ト
を
作
成
す
る

際
、
参
考
と
な
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
採
し
に
た
び
た

び
訪
れ
る
。

最
後
に
、
多
く
の
人
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ

ー
ナ
ー
で
は
あ
る
が
、
課
題
も
あ

る
。
展
示
自
治
体
か
ら
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
周
か
な
い

と
、
顧
客
か
ら
お
叱
り
い
た
だ
く
な
ど
、
折
角
の
情

報
発
信
の
チ
ャ
ン
ス
の
芽
が
生
か
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
。
来
館
者
が
満
足
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
自
治

体
の
関
係
者
に
は
今
後
と
も
ぜ
ひ
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の

展
示
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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深まるビジネスパートナーとしての
企業と自治体

一第3回交流会を開催-

業
種
を
超
え
た
顔
ぶ
れ
の
多
彩
さ
と
そ

の
熱
気
に
毎
回
参
加
者
か
ら
感
嘆
の
声
が

漏
れ
る
移
住
・
交
流
推
進
機
構

(
J
O
I
N
)

交
流
会
も
、
早
い
も
の
で
三
回
目
。
今
回
は
、

二
O
O八
年
(
平
成
二
十
年
)

一
月
二
十
九

日
に
側
リ
ク
ル
ー
ト
本
社
会
議
室
で
開
催

し
た
。
当
日
は
、
企
業
会
員
二
十
七
社
、

自
治
体
会
員
十
九
団
体
、
そ
の
他
J
O
I

N
に
関
心
の
あ
る
企
業
七
社
の
参
加
を
得

て
、
合
計
八
十
六
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

企
業
に
は
自
治
体
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
敷

居
が
高
い
と
感
じ
る

一
方
、
自
治
体
も
企

業
と
の
組
み
方
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、

J
O
I
N
交
流
会
に
参
加
し
、

そ
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
仕
事
を
し
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
が
湧
い
て
く
る
と
い
う
感
想
を
今

回
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
事
務
局
と
し
て

は
、
そ
ん
な
リ
ア
ル
な
場
の
持
つ
力
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。

冒
頭
、
総
務
省
自
治
行
政
局
過
疎
対
策

室
の
菊
池
健
太
郎
課
長
補
佐
か
ら
、
国
に

お
け
る
平
成
二
十
年
度
施
策
の
概
要
と
し

て
、
「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」
お
よ
び
「
が

ん
ば
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

説
明
。
「
総
務
省
と
し
て
も
、
都
市
と
地
方

と
の
交
流
に
向
け
た
動
き
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
続
い
て
、

第

一
部
で
は

J
O
I
N
の
主
な
活
動
実
績

と
予
定
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
併

わ
せ
て
事
務
局
か
ら
は
、
以
下
の
三
点
に

つ
い
て
会
員
に
「
お
知
ら
せ
」
と
「
お
願
い
」

を
行
っ
た
。

①
交
流
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
実
効
性
の

高
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続

き
会
員
の
積
極
的
な
参
画

・
提
言
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
は
交
流
会
を
地
方
で

も
開
催
す
る
予
定
な
の
で
、
自
治
体
会

員
の
提
案
や
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

②

「
J
O
I
N
発
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
実
現

す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
新
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
研
究
委
員
会
の
第
二
次
募
集
を
開

始
し
た
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を
お
持

ち
し
て
い
る
。

③
J
O
I
N
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
と
、
そ
れ
に
連
動
し
た
「
暮
ら
し

体
験
ツ
ア

l
」
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(二
月
六
日

1
三
月
十
六
日
)
を
開
始
す

る
。
今
回
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
最
大

の
特
徴
は
、

C
M
S
(
コ
ン
テ
ン
ツ

・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

・
シ
ス
テ
ム
)
を
導
入
し
た

点
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
各
自
治
体
、
企
業

担
当
者
が
発
信
し
た
い
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
各
担
当

者
の
ア
ン
テ
ナ
感
度
と
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

で
あ
る
。
実
際
、
現
在
の
ア
ク
セ
ス
数
が

多
い
ベ

l
ジ
は
、
や
は
り
更
新
頻
度
の
高

い
自
治
体
や
企
業
の
ベ

l
ジ
に
な
っ
て
い

る
。
事
務
局
と
し
て
も
、
常
に
会
員
や

一

般
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
な
が

ら
、
強
力
な
発
信
ツ

l
ル
と
な
る
よ
う
、

着
実
に
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

側
ぐ
る
な
び
法
人
営
業
部
門
の
プ

ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
坂
本

克
彦
氏
か
ら
、
同
社
が
現
在
、
石
川
県
と

行
っ
て
い
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
中
心

と
し
た
事
業
モ
デ
ル
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

の
モ
デ
ル
は
、
他
の
会
員
と
も
連
携
し
て
、

移
住
・
交
流
に
係
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
の
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
点

が
特
徴
だ
っ
た
。
交
流
会
で
は
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
は
最
終
的
に
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
で
あ
る
。
J
O
I
N
は
こ
れ
か
ら

も
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
な
出
会
い
と
交

流
の
場
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
(J
O
I
N
事
務
局
石
坂
貴
明
)
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ふるさとイベント大賞

大貫13佐渡市の
アース・セレフレーション2007
(財)地域活性化センターは三月三目、東京都千代田区の東京国際フォーラムで「第十二回ふるさとイベン卜大賞表彰式」を開催

した。「ふるさとイベン卜大賞jは、全国各地で数多く開催されている地域の活力を生み出すイベントを表彰し、全国に向けて紹介

することによって、ふるさとイベントの更なる発展を応援することを目的に設けられた賞である。

応
募
二
百
二
十
一
の
申
か
S

七
イ
ベ
ン
ト
が
受
賞

今

回

は

、

全

国

か

ら

応

募

の

あ

っ

た

二
百
二
卜

一
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
都
道
府
県
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
百
四
十
八
イ
ベ
ン
ト
を
対
象

に
、
選
考
委
員
長
の
北
山
孝
雄
氏
を
は
じ
め
と

す
る
九
人
の
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

大
賞
以
下
七
つ
の
受
賞
イ
ベ
ン
ト
を
決
定
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
授
与
者
と
し
て
谷
口
隆
義
総

務
副
大
臣
、
北
山
選
考
委
以
長
、
石
出
直
裕
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
賄
事
長
が
出
席
し
、
受
賞

者
を
祝
福
し
た
。
壇
上
の
受
賞
者
た
ち
は
、
ィ

は
つ
ぴ

ベ
ン
ト
に
ゆ
か
り
の
法
被
や
着
物
を
着
用
し
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
魅
力
を
演
出
し
て
い
た
。

大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
新
潟
県
佐
渡
市
の

「
ア

1
ス
・
セ
レ
プ
レ

l
シ
ヨ
ン

2
0
0
7
」
。

「
た
た
く
」
を
テ

l
マ
に
し
、
附
一
界
各
地
か
ら
民

族
音
楽
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
佐
渡
へ
招
き
、

殺
か
な
自
然
の
小
で
新
し
い

「
地
球
文
化
」
と
「
地

域
文
化
」
の
可
能
性
を
探
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

多
様
な
文
化
を
持
ち
寄
り
融
合
さ
せ
る
こ
と

で
、
新
た
な
文
化
を
創
出
し
て
い
る
こ
と
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
市

町
村
合
併
に
伴
い

一
島

一
市
と
な

っ
た
佐
渡
市

氏
の

一
体
感
を
醸
成
し
、
島
内
外
の
交
流

・
述

携
を
促
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

岩
見
沢
、
瀬
戸
両
市
の

イ
ベ
ン
ト
が
優
秀
賞
に

続
い
て
優
秀
賞
に
は
、
北
海
道
岩
見
沢
市
の

ひ
や
っ
ぺ
い

「
ふ
る
さ
と
百
餅
ま
つ
り
」
と
、
愛
知
川
附
瀬
戸
市

の

「
来
る
制
招
き
猟
ま
つ
り
i
n
瀬
戸
」

が
選

ば
れ
た
。
前
者
は
特
産
品
の

P
R
や
郷
土
怠
識

の
高
揚
に
つ
な
が
る
点
が
、
後
者
は
陶
磁
器
と

い
う
地
域
資
源
を
活
か
し
、
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
寄
与
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
た
。

個
性
豊
か
な

三
イ
ベ
ン
ト
が
奨
励
賞

さ
ら
に
奨
励
賞
と
し
て
、
地
域
住
民
と
学

き
ず

&

生
の
緋
を
育
ん
で
き
た
千
葉
県
館
山
市
の

「
全

国
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
館

山
」
、
環
境
に
配
慮
し
た
市
民
の
手
作
り
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
滋
賀
県
東
近
江
市
の

「
コ
ト
ナ
リ
エ

サ
マ

l
フ
エ
ス
タ

2
0
0
7
」
、
観
光
客
・
地
域

住
民
と
も
に
治
物
を
通
し
て
萩
の
魅
力
を
感
じ

合
う
点
が
評
価
さ
れ
た
山
口
県
萩
市
の

「
着
物

ウ
ィ
ー
ク

l
n
萩
」
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
取
り
組

み
ゃ
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
と
い

っ
た
点
か
ら
、

け
い
こ
く
て
つ
ど
う

昨
馬
県
み
ど
り
市
の

「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鍛
道
各

駅
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
選
考
委
以
特
別
賞

に
選
ば
れ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
大
賞
を
受
賞
し
た
ア
ー

ス
・
セ
レ
ブ
レ

l
シ
ヨ
ン
実
行
委
只
会
の
島
崎

信
実
行
委
H
H
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

二
十
年
間
の

活
動
を
振
り
返
り
、
受
賞
に
当
た

っ
て
の
喜
び

の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

「今
年
の
反
は
佐
渡
へ
米

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

」

と
締
め
く
く

っ
た
。

ま
た
、
北
山
選
考
委

μ長
は
今
回
の
選
考
に

当
た
り
、
「
イ
ベ
ン
ト
に
脱
わ
る
人
た
ち
ひ
と
り

一
人
の
知
恵
や
仁
夫
を
結
集
さ
せ
る
姿
に
感
動

す
る
と
と
も
に
、
日
本
各
地
域
が
持
つ
魅
力
を

改
め
て
痛
感
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
全
同
の
イ

ベ
ン
ト
制
催
者
へ
の
エ

l
ル
を
贈

っ
て
い
た
。

今
回
受
賞
し
た
七
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
で
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
取
材

収
録
し
て

D
V
D
を
作
成
し
、
ま
た
テ
レ
ビ
で

も
放
送
し
て
全
国
に
広
く
紹
介
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

(
業
務
第

一
課
)

関
連
写
真
は
四
十
六
、
四
十
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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J 
「田園都市」栗原らしい

観光産業づくりを目指して
~近代化産業遺産の活用~勇

平
成
十
七
年
四
月
に
九
町

一
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
栗
原
市

は
、
宮
城
県
最
北
部
に
位
置
し
、
人
口
約
八
万
人
、
県
内
最
大
の
面

積
約
八
百
平
方
キ
ロ
を
有
す
る
自
然
豊
か
な
田
園
都
市
で
あ
る
。
北

西
部
に
は
宮
城
、
岩
手
、
秋
田
三
県
に
ま
た
が
る
秀
峰
栗
駒
山
が
そ

び
え
、
南
東
部
に
は
ラ
ム
サ
l
ル
条
約
登
録
湿
地
で
ガ
ン
、
カ
モ
、

白
鳥
な
ど
の
越
冬
地
と
し
て
有
名
な
「
伊
豆
沼
・
内
沼
」
が
あ
る
。

特
に
飛
来
す
る
ガ
ン
類
は
国
内
の
約
八
割
を
占
め
、
冬
の
日
の
出
と

と
も
に

一
斉
に
飛
び
立
つ
時
の
羽
音
と
鳴
き
声
は
圧
巻
で
あ
り
、
「
日

本
の
音
風
景
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

同
十
八
年
度
に
策
定
し
た
市
総
合
計
画
は
、
交
流
人
口
の
増
大
を

図
り
観
光
産
業
を
振
興
し
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
柱
の

一
つ
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
「
く
り
は
ら
研
究
所
」
と
名
付
け
た
田
園
観
光

都
市
室
を
設
置
し
、
外
部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

身
近
に
あ
る
が
ゆ
え
に
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
自
然
景
観
、
歴
史
、

生
活
文
化
、
食
文
化
な
ど
の
隠
れ
た
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
再
び
光

を
当
て
て
い
く
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
再
発
見
し
た
多
く

の
資
源
を
組
み
合
わ
せ
、
人
と
人
が
交
流
で
き
る
体
験
型
の
ニ
ュ
ー

ツ

l
リ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
観
光
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
、
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
本
市
の
「
細
倉
鉱
山
関
連
施
設
」

や
「
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
」
が
「
有
数
の
金
属
供
給
源
と
し
て
近
代

化
に
貢
献
し
た
東
北
地
方
の
鉱
業
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺

産
群
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
昨
年
十

一
月
三
十
日
に
横
浜
市
で
行

わ
れ
た
認
定
証

・
プ
レ
ー
ト
授
与
式
に
は
、
私
も
代
表
の

一
人
と
し

て
出
席
し
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
か
ら
認
定
証
を
い
た
だ
い
た
が
、

郷
土
の
先
人
が
努
力
し
て
残
し
て
き
た
遺
産
を
、
大
切
に
後
世
に
残

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
心
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。

細
倉
鉱
山
は
、
約
千
二
百
年
の
歴
史
を
持
っ
と
も
伝
え
ら
れ
、
主

に
鉛
と
亜
鉛
を
産
出
し
た
。
近
代
資
本
に
よ
る
新
技
術
の
導
入
に
よ

り
産
出
量
が
増
え
、
明
治
二
十
八
年
に
は
鉛
の
生
産
額
が
日
本

一
に

佐藤• 栗原市長

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
に
閉
山
し
た
が
、
そ
の
後
、

高
い
製
錬
技
術
を
生
か
し
て
自
動
車
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
開
始
し
、
今
で
は
わ
が
国
の
約

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
鉛
廃

バ
ッ
テ
リ
ー
を
処
理
し
て
い
る
。

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
は
、
大
正
七
年
の
設
立
以
来
、
主
に
細
倉
鉱

山
の
鉱
石

・
製
品
な
ど
や
乗
客
を
輸
送
す
る
な
ど
、
鉱
山
と
関
連
の

深
い
産
業
鉄
道
と
し
て
発
展
し
た
。
平
成
十
九
年
三
月
に
営
業
を
停

止
し
た
が
、
車
両
や
設
備
機
器
、
多
く
の
文
書
類
は
第

一
級
の
鉄
道

史
料
と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
栗
原
地
方
は
も
と
よ
り
、
わ
が

国
の
経
済
発
展
を
支
え
て
き
た
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
。

鉱
山
の
あ
る
細
倉
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
の
素
掘
り
の
跡
で
あ
る

「
た
ぬ
き
掘
り
跡
」
や
明
治
時
代
に
掘
ら
れ
た
坑
道
跡
、
く
り
は
ら

田
園
鉄
道
の
貨
物
駅
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
跡
、
今
で
も
現
役
の
本
社

社
屋
や
製
錬
施
設
な
ど
が
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
の
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品
賞
に
輝
い
た
映
画
「
東
京
タ
ワ

l

オ
カ

ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、
ォ
ト
ン
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
佐
野
社
宅
(
鉱

山
の
旧
職
員
住
宅
)
も
あ
り
、
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光

ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
近
代
化
産
業
遺
産
の
認
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
目

指
し
て
い
た
体
験
型
の
ニ
ュ

l
ツ
l
リ
ズ
ム
に
産
業
観
光
と
い
う
新

し
い
要
素
が
付
加
さ
れ
た
。
今
後
は
、
地
域
の
関
係
者
と
協
力
し
な

が
ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
た
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
細
倉
地

区
を

一
つ
の
拠
点
に
市
内
の
各
地
区
の
資
源
と
組
み
合
わ
せ
、
「
訪

れ
て
み
た
い
栗
原
」
「
行
っ
て
み
た
い
栗
原
」
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

折
し
も
今
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
は
、
宮
城
県
を
舞
台
に
仙
台

・

宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
る
。
多
く

の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ
、
「
田
園
都
市
」
栗
原
の
良
さ
を
満
喫
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

↓ぷ~・ω45 2008' 4月号



アース・セレフレーション2007
[自治体名]新潟県佐漉市(人口67.079人}
[主催団体]アース・セレフ'レーション実行委員会

来る福招き猫まつり in瀬戸合
[自治体名]愛知県瀬戸市(人口 132，290人)
{主催団体]来る福招き猫まつり in瀬戸実行委員会
{開催回数]第 12回
[開催日]平成 19年9月22日(土)・ 23日(日)
{開催場所]瀬戸蔵・瀬戸市文化センター及び瀬戸川周辺各商庖街ほか

ひやっぺい

ふるさと百餅まつりに〉
[自治体名]北海道岩見沢市(人口 92，799人)
[主催団体]岩見沢市観光協会
[開催回数}第25回
[開催日]平成 19年9月 15日(土)-17日(月・祝)

[開催回数]第20固
[開催日]平成 19年8月 11日(土)-19日(目)
[開催場所}械山公園、木崎神社、春日神社、諏訪神社、大膳神社、

あゆす会館など

[開催場所]岩見沢市 1条西2丁目-5条西2丁目、 4条西 1丁目-4条西5丁目



全国学生フラメンコフェスティパルin館山
[自治体名]千葉県館山市(人口50，744人)
[主催団体]館山市・館山市教育委員会
[開催回数]第 13回
[開催日]平成 19年8月 12日(日)
[開催場所}千葉県南総文化ホール、北条海岸仮設舞台、千葉県南房パラダイスなど

着物ウィーク in萩
[自治体名]山口県萩市(人口57，990人)
[主催団体]着物ウィーク in萩実行委員会
[開催回数]第2回
[開催日]平成 19年9月22日(土)-30日(日)
[開催場所]お成り道界隈(萩城跡~田町商后街)外市内各所

けいこくてつどう

わたらせ渓谷畿道各駅イルミネーション
[自治体名]群馬県みどり市(人口52，699人)
[主催団体]わたらせ渓谷儲道各駅イルミネーション事業実行委員会
[開催回数]第4回
[開催日]平成 19年 12月2日(日)-平成20年2月24日(日)
[開催場所]わたらせ渓谷鎧道 12駅

コトナリエサマーフェスタ 2007
[自治体名]滋賀県東近江市(人口 114，366人)
[主催団体]コトナリ工サマーフヱスタ実行委員会
[開催回数]第4回
[開催日]平成 19年8月4日(土)-15日(水)
[開催場所]東近江市ひばり公園



4砂

イベントスペースを無料で提供します一 有鯛ふるさと慨プラザ

センターホームページには、 [地繊活性化]検察で• 
ふるさと情報プラザは、地方公共団体が地域PRを目的とした観光物産イベントを実施するためのスペースを
懸坦で提供しています。場所は賓準監里1J'5徒主1Ji。東京でも有数の人気スポット「丸の内仲通り」沿いにあり、
r，1¥るさとを昧わえる場所」として来館者も急増しています。マスコミ芯どでほぼ毎週、取り上げられています。
また、通りを挟んだ向かい側に平成 19年フ月、外資系高級ホテル「ザぺ二ンシュラ東京」も開業し、外国人、

旅行エージ工ント、流通業バイヤー、マスコミの来館も徐々に増えています。観光、地域産昂などのPRにピッタ
リです。この機会に是非ご活用ください。

・ 場所 東京都千代田区有楽町 1-7-1有楽町電気ピル1階(屋内)

時
ア
ク
セ
ス
H

・
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

・
千
代
田
線
日
比
谷
駅

直
結

・
J
R
有
楽
町
駅
日
比
谷

口
よ
り
徒
歩
1
分

・
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線

有
楽
町
駅
下
車

・
徒
歩

3
分

・
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線

銀
座
駅

・
徒
歩
3
分

地域づくり団体全国協議会の
助成事業について

地域づくり団体全国協議会は、地域づくり団体の活動を応援す

る助成事業「地域づくり団体等活動支援事業」を行っています。

①講師等派遣事業

地域づくり団体が地域住民などを対象に実施する自主的・主体

的な研修会等について、招へいする講師に係る謝金・旅費を助成

します。上限 20万円 (謝金、旅費各 10万円まで)

都道府県協議会が自治体職員や地域づくり団体関係者を対象に

実施する研修会などについて、招へいする講師に係る謝金 ・旅費

を助成します。上限・ 20万円 (謝金、旅費各 10万円まで)

②地域づくり活動支援事業

地域づくり団体が、地域づくり誌、ホームページの作成やレベ

ルアップ、団体の運営について助言を受けるため、アドバイザー

(インストラクター)を招へいする際の謝金 旅費を助成します。

上限 20万円(謝金、旅費各 10万円まで)

イベントスペース面積 約 100m

使用料 努一週 (周辺地域でスペースを借りると 20~30 万円の予算が
かかります。機材、貸出無料。展示 演出についても専門家が無

料でアドパイス)

・ 利用期間 5日間以内 (土、目、祝日及び年末年始を除く)
・ 対象と怒るイベント

-地方公共団体、各地方公共団体の観光 ・物産協会 (連盟)、広域行政事務組合

およびそれらが復数で構成する団体(実行委員会形式を含む)が主催するもの。

地方自治体が責任を持って取りまとめてください。

ー観光資源、地域産品、地域イベントなどのPR活動、交流、情報収集活動を通じ、
地域の魅力を紹介するとともに、地域資源等のニーズや評価を把握すること

を目的としたもの

ー月間テーマに基づいたイベン卜が開催できるもの。

(例)地域産品の展示、即売/観光・イベントキャンペーン/体験講座/伝統

芸能、セミナーなど集客イベントなど(実施状況については当センター

ホームページでご確認下さい。)

・ 申込方法
随時受付しております。詳しくはホームページをと覧ください。

http://homepage3.nifty.com/fjp/shien.htm 

• • 

スポーツ拠点っくり推進事業
4月の承認スポーツ大会開催のお知§せ

助成の申請は、研修会などの開催2ヵ月前まで、 瞳堕豊111'サけ
玄日主主旦~申請手続き主主どについては、お住まいの各「地域づく

り団体都道府県協議会」にお尋ねください。

http://www.ct可iiki-dukuri-hyakka.or.jp/dantai/dantai.htm

(財)地域活性化センター >ひとづくり研修交流事業 >地域づく

り団体のひろば

スポーツ拠点づくり推進事業は、小中高校生が参加する各種スポーツの拠点を全国各地につ ・ ，-ーー一""1'1

くることで、「スポーツの振興Jと「地域の再生」を進める事業です。硬式野球の「甲子園」のよ
うに同じ場所で継続して開催され、青少年の「聖地」となっているスポーツは、全国から注目が集

まり、地域間の交流も生まれます。

財団法人地域活性化センターは、平成 17年度から「あこがれの拠点づくりJと、大会開催をきっ
かけにした「地域の活性化Jに向けて、それぞれの地域の特性を活かした取り組みを行っている
市区町村に助成支援を行っています。

お近くの方はぜひ会場へ l小中高校生の熱戦をと観戦ください。

※大会に関する詳しい内容、その他スポーツ拠

点づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課 TEL03 -5202 -6135 
FAX 03 -5202 -0755 

48 2008・4月号以l::'0

開催日 大会名 大会会場

4パ-417 第9回全国高等学校選抜ラグビーフッ トボール大会 開会式・競妓会場
熊谷スポーツ文化公園熊谷ラグビー場

開会式

4パ2-
第92回日本陸上競技選手権大会50km競歩 輪島市一本松総合運動公園体育館「サンアリーナj

4/13 
第47回全日本競歩舗島大会 競技会場
兼第29固オリンピック競技大会代表選手選考協議会 輪島市・日本陸連公認競歩コース

(鳳至小学絞前周囲コース)



女日本橋プラザビルイベントスペース
・ 5 月 22 日 ~23 日
市川市(千葉県)

・ 5 月 29 日~30 日
掛川市(静岡県)

*ふるさと情報プラザ・5月8日(木)~9 日(金)
村山市(山形県)

『パラの香りいっぱいの山形県村
山市j・5月 12日(月)~ 16日(金)
高島市(滋賀県)

『びわ湖高島かうスイーツな発信j・5月 19日(月)~ 21日(水)
兵庫県、徳島県、神戸市、鳴門

市ほか 18団体
『わたろう、せとうち!おかげ様
で神戸淡路鳴門自動車道は全通
10周年 1J ・5月26日(水)~30 日(金)
滋賀県

『夏のよそほい「近江上布展J.J

(写真)

1 r埼玉県東部地域のうまいもんフェア」
(熔玉県 1129- 1/31) 

2 rr上杉の城下町米沢J観光と物産キャンベーンJ
(山形県米沢市2/20-2/21) 

3 rおいでよ 11きみつ観光キャンベーンj
(千葉県君津市2/25-2/26) 

4 r花ー杯、瀬戸内四都市J(神戸市、岡山県倉敷市、
徳島県鳴門市、香川県琴平町3/3-317) 

CORNER EVENT 

女日本橋プラザビルイベントスペース
・ 4 月 9 日 ~10 臼
小千谷市(新潟県)・4月 15日
藤岡市(群馬県)

・ 4 月 17 日~ 18日
板橋区(東京都)

*ふるさと情報プラザ
.4月1日(火)~4 日(金)
北海道
『北海道ちょっと暮5し~春の息
吹を求めて~j・4月7日(月)~ 11日(金)
南三陸町(宮城県)
『海にも新緑|つ南三陸旬の旅J・4月 14日(月)~ 15日(水)
野沢温泉村(長野県)
rr第3回野沢温泉菜の花パノラ
ママーチj開催 1J ・4月 16日(水)
平泉町(岩手県)
『修学旅行で郷土平泉をアピ-)レしようj・4月 17日(木)~ 18日(金)
飯山市(長野県)
rr森呼吸しようリ~北信州いい
やま・ぬくもりの旅~へのお誘いJ・4月21日(月)~23 日(水)
成田市(千葉県)
『ポスターで巡る成田の1年と成田
山新勝寺開基 1070年記念大開帳j
.4月25日(金)
小田原市(神奈川県)
『小田原あじをあじわおう IJ

・4月 30 日(水)~5月 2 日(金)
諏訪市(長野県)
『信州諏訪・御柱祭700目前力
ウントダウンイベントj

:::
{
編
集
後
記
}

V
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
期
を
迎
え
、
地
方
で
は
同

世
代
と
の
交
流
推
進
や
移
住
の
誘
致
を
新
た
な
地
域
活

性
化
の
柱
に
据
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
従
来
の
伝
統
的
な
観
光
資
源
に
加
え
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
日
本
近
代
化
を
推
進
し
た

産
業
遺
産
を
、
新
た
な
観
光
資
源
に
活
用
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
が
各
地
で
起
き
て
い
る
。

V
今
月
号
は
、
経
済
産
業
省
が
昨
年
認
定
し
た
全
国

四
百
五
十
カ
所
の
建
造
物
、
工
場
、
鉱
山
、
鉄
道
跡
地

な
ど
の

「
近
代
化
産
業
遺
産
」
を
、
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
特
集
し
た
。

全
国
各
地
に
数
多
く
残
る
産
業
遺
産
の
中
か
ら
、
行
政

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
遺
産
の
保
存
に
加
え
、
地
域

活
性
化
の
新
し
い
推
進
力
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
事
例

を
中
心
に
紹
介
し
た
。

V
い
ず
れ
も
教
科
書
の
写
真
や
白
黒
の
映
画

・
テ
レ
ビ

で
見
た
記
憶
の
あ
る
遺
産
が
多
く
、
戦
後
の
高
度
経
済

成
長
期
を
生
き
抜
い
て
き
た
団
塊
の
世
代
に
と

っ
て
は
、

わ
が
国
の
も
の
づ
く
り

・
経
済
発
展
の
原
点
を
訪
ね
る

ク社
会
科
見
学
。
の
候
補
地
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
遺

産
を
見
て
回
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
産
業
発

展
の
影
に
隠
れ
た
先
人
の
血
と
汗
の
に
じ
む
物
語
を
、

直
接
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

V

一
昨
年
成
立
し
た
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
法
は
、
地

域
産
品
に
加
え
、
こ
れ
ら
新
し
い
遺
産
を
地
域
資
源
と

し
て
認
め
、
そ
の
活
用
に
向
け
た
予
算
、
金
融
な
ど
の

支
援
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
。
同
省
の
認
定
遺
産
は
、

石
炭
、
鉄
、
造
船
、
港
な
ど
三
十
三
の
テ

l
マ
に
沿
っ
た

歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
認

定
遺
産
を
結
ぶ
周
遊
観
光
の
開
発
や
、
各
地
遺
産
を
相

互
の
ま
ち
づ
く
り
に
利
用
す
る
「
広
域
連
携
」
「
飛
び
地

連
携
」
な
ど
の
動
き
に
発
展
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
(
沢
)

地域づくり4月号
2008年4月l日発行 編集 ・発行=財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-34日本橋プラザピル131帯電話03-5202-6131(代) http://www.chiiki-dukuri.hyakka.or.jp/ 印刷・製本/株式会社サンワ

{
5
月
号
予
告
】

特
集

H
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します



結
ぞ
為
、
の
νι
き
め
き

広
を
す
る
宮

宝くじの収益金は、 ~"川川/
身近な街づくりに役立っていますzqV24叫

ジ
ャ
〉
.4

小
、
ヌ
今
一
守
山
r

手
、
ロ
ト

6
、
十
〉
バ

l
ズ、

L
イ
〉
ポ
|
ζ

.じ
、
急
三
脚
ご
と
の
、
不
|
ミ
〉
ヴ
ζ
じ
、
む
ど
訟
と
・
・
・
。

A

弓
渇
A
Y
H
V
E

む
企
部
し
?
"寸、

比
白
?
ま
の
苗
守
み
る
乍
ロ
主
広
三
守
る
官
ζ

じ
“寸
苛
。

地
域
づ
く
り
四
月
号
(
通
巻
2
2
5号
)

平
成
二
十
年
四
月

一
日
制
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

ムゆ

こ

川

じ

亙

仰

，、
一レ一川

宝
E
川

本

一訓一吋

白

亜…

⑧
C
h
 

.外国発行の宝くじを、日本圏内乾おいて賜入することは、法律で繁止されています二


	7894
	7895
	7896
	7897
	7898
	7900
	7901
	7902
	7903
	7904
	7905
	7906
	7907
	7908
	7909
	7910
	7911
	7912
	7913
	7914
	7915
	7916
	7917
	7918
	7919
	7920
	7921
	7922
	7923
	7924
	7925
	7926
	7927
	7928
	7929
	7930
	7931
	7932
	7933
	7934
	7935
	7936
	7937
	7938
	7939
	7941
	7942
	7943
	7944
	7945



